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情熱の国で運命の再会




「今、八週目ですね。赤ちゃんの心臓もとても元気に動いていますよ」

「八週……」

　産婦人科で妊娠が発覚したその時、愛しい人はそばにいなかった。

　彼との交際を認めてくれない両親とも距離を置き、たったひとりで豪華なマンションに暮らしている。

　未来が見えない不安と、孤独。今まではそれらに押しつぶされないようにするのが精いっぱいだったけれど、お腹に宿った小さな命が、私に勇気と希望を与えてくれる気がした。

　手のひらでそっとお腹に触れ、心の中で赤ちゃんに語りかける。

　もう少しでパパも帰ってくるから、心配しないで。それまでの間は、ママひとりでも必ずあなたを守ってみせる。

　尊い命を授かった喜びと、愛する人に間もなく会える安堵。それらに浸りきっていた私は、自分でも気付かないうちに油断していたらしい。私と彼の仲を引き裂こうとする魔の手がすぐそこまで迫っているなんて、この時はまったく気付いていなかった。




＊　＊　＊




「どうしよう……」

　晴れ渡った空が広がる昼過ぎのマドリード。宿泊予定のはずだったホテルの前で、私は肩を落とした。

　三十分ほど前に、日本からおよそ十六時間のフライトを経て、マドリード・バラハス国際空港に降り立ったばかり。

　ホテルに移動して荷物を預けたら、スペイン語の勉強も兼ねてひとり気ままにいざ観光。

　そういう計画だったはずなのに……。

　深いため息をこぼすと、キャリーバッグを引いて人の往来を妨げない日陰へといったん移動する。肩から斜めがけしている小さなバッグからスマホを取り出し、ホテルから送られてきた予約完了のメールを再度確認した。

　今日、七月一日から四日間このホテルに宿泊する予定だっだが、宿泊予定日として表示されているのは八月一日からの四日間。

　ひとり旅なので、手配をしたのは自分だ。うっかりして予約日を間違えたらしい。

　空いている部屋があれば泊まりたいとフロントで頼み込んでみたが、夏の行楽シーズンも到来し当面はすべて満室だと、けんもほろろに断られてしまった。

　このままでは宿なしになってしまう。

　どこでもいいから、空いているホテルを探さなければ……。

　気を取り直し、日陰を出て歩き出した。

　夏のマドリードはかなり日差しが強いので、緩くウエーブした茶色のロングヘアに、つばの広いストローハットをかぶっている。それでも、オフショルダーのワンピースから覗のぞいた肩には、じりじりと灼やけるような感覚を覚える。

　まさか荷物を持ったままホテル探しに繰り出すとは思っていなかったから、足元は歩きやすさよりお洒落しゃれを重視した厚底の編み込みサンダル。気合いを入れたファッションだったのに、出鼻を挫かれてしまった。

　憂鬱な気分になると同時に、今回旅に出た理由のひとつである、不本意な政略結婚のことが嫌でも頭に浮かんだ。

　私、八や束つか美み来くるは今月下旬に二十五歳の誕生日を迎える。その日を境に、許嫁いいなずけとの結婚に向けて話を進める手はずになっていた。

　私の父親は、大手ホテル企業『八束グループ』の代表取締役社長。そして許嫁というのは、浅あさ草くさの由緒ある老舗旅館『紫陽花あじさい楼ろう』の若旦那・藤ふじ間ま清せい十じゅう郎ろうさんだ。

　父の目的は昔ながらの伝統的な旅館である紫陽花楼を八束グループの傘下に入れ、新たな客層を獲得すること。そして紫陽花楼サイドは、八束の後ろ盾を得て経営を安定させたいと考えている。

　両家、というより両企業同士の利益を図るための、完全なる政略結婚。父の会社の未来を左右すると思うと受け入れるしかないとわかっているが、清十郎さんのことはどうにも好きになれない。互いの両親の前ではいい顔をし、私とふたりになると途端に傲慢な態度になる彼を信用できないのだ。

　その上、彼の希望で結婚後は今の仕事を辞めるように言われている。

　昔から、翻訳家になるのが夢だった。そのために大学でスペイン語を専攻し、長期休暇にはスペイン語が公用語であるアルゼンチンに短期留学もした。

　そして大学卒業後からフリーランスの翻訳家として活動し、スペイン語に関わる仕事をしている。

　夢は、絵本や児童文学の翻訳をすること。

　昔から八束家の娘として厳しくしつけられてきた私にとって、読書は窮屈な心を自由にしてくれる、大切な趣味。とりわけ、主人公が自らの手で運命を切り拓くタイプの物語が好きで、私も彼らのように絶対自分の信念を曲げてなるものかと、いつも勇気づけられていた。

　残念ながらまだ希望するような仕事はもらえていないけれど、目の前の案件に真摯に取り組むことが夢に近づく道と信じ、単価の安い仕事でもコツコツとこなす毎日だ。

　しかし、父は『くだらん夢は早く捨てろ』と言うのが口癖で、私の誕生日が迫ってくるにつれ、予定通り結婚話を進めようとしている。

　今まではある程度お金が貯まると、語学の勉強を兼ねてスペイン語圏の国へひとり旅をするのが楽しみだったが、それも最後になってしまうかもしれない。

　今回の旅先に選んだここスペインは、大切な人との思い出のある土地。歴史ある街の風景や温かな現地の人々に触れるたびに朗らかな気持ちになるので、今後も時々訪れたかったんだけどな……。

　ひとつため息をこぼし、気を取り直して歩みを進める。

　とりあえず、今夜ひと晩でも泊まれる場所を探さなければ。

「¡Hola,guapa! ¿Estás sola?（やあ、美人のお姉さん！　ひとり？）」

　しばらくして、前から来た若い男性がにこやかに私を呼び止めた。

　瞳と髪色、そして顎にたっぷり生やした髭ひげもすべてダークブラウン。加えて彫りの深い顔立ちと流りゅう暢ちょうなスペイン語から推察するに、この辺りに住んでいる人だろうか。

「こんにちは。ええ、ひとりです」

　スペイン語で返事をすると、ますます彼は笑みを深めた。アジア人なのにスペイン語が話せる私に感激しているようだけれど……もしかして、これってナンパ？

　曖昧な笑みで彼の出方を窺うかがう。

「よかった。あっちに雰囲気のいいカフェがある。コーヒーご馳走するよ」

「今、ちょっと急いでいるんです」

「どこかへ行くの？　カフェに付き合ってくれたら、車で送ってあげるよ」

「いえ、大丈夫です。ごめんなさい」

　カフェはともかく、車に押し込まれるのはさすがに危険だろう。

　なんとかこの場を切り抜けたくて、「Lo siento.（ごめんなさい）」を連呼する。

　それでもあきらめる様子のない男性が、ぐっと私の手首を掴つかんだ。

「どうせこういう誘いを期待して、海外にひとり旅に来たんだろう？」

「ちょっと、やめてください……！」

　振りほどこうとすると、掴まれた手首がますます強く拘束され、痛みが走る。

　なんて乱暴な男なの……。怒りと恐怖に思わず顔をゆがめたその時だった。

「彼女から手を離せ」

　すぐそばで、懐かしさを感じる低い声が響いた。反射的に顔を上げると、サングラスをかけた長身のアジア人男性がスペイン人男性と対たい峙じしている。

　誰だろう……知り合い？　声に聞き覚えはあるが、サングラスのせいで顔がはっきりわからない。

「俺が先に声をかけたんだ。横取りするなよ」

「それはこっちのセリフだ。彼女は俺の恋人で、待ち合わせ場所になかなか来ないから心配になって探していたところだ」

　助けてくれるための方便だろうが、恋人のひと言にドキッとする。

「嘘だ。彼女はさっき『ひとりです』って……！」

「待ち合わせしてる恋人と会うまではひとりです、とスペイン語でうまく説明できなかっただけだろう。行くぞ、美来」

「えっ？　どうして名前を……」

　私へ呼びかける時だけ日本語になった彼にぽかんとする。しかし彼はそれには答えず、私の肩を抱いて男の前から離れる。大きな手に肩を掴まれる感覚にまたもや鼓動が跳ね、この人は誰だろうという疑問がますます膨らんだ。

「ありがとうございました、あの……もう離していただいて大丈夫です」

　男の目が届かなくなったところで、サングラスの横顔に話しかける。立ち止まった男性は周囲を窺った後でスッと私から手を離し、口元を緩ませた。

「驚いた。こんなところで会うなんて」

　懐かしそうにそう言われても、私にはなんのことかさっぱりわからない。サングラスの奥を覗くようにジッと見つめると、男性はふっと苦笑した。

「覚えていないか」

　どこか残念そうに呟つぶやいた彼が、サングラスに手をかけてはずす。軽く横に流した前髪から覗く直線的な眉、二重の美しい目、高い鼻梁に肉感的な厚めの唇。目元が隠れた状態でも顔立ちが整っているのはわかっていたが、改めて目の当たりにした秀麗な顔立ちに目が釘づけになる。それに、この人は……。

「Qué tengas mucha suerte.」

　続けて彼が放ったひと言で、おぼろげだった記憶が、鮮明になる。『あなたにたくさんの幸運がありますように』を意味するそのスペイン語は、八年前、高校生だった私に彼が教えてくれた言葉だ。

「叶多さん……？」

　ゆっくり瞬きをしながら懐かしい名前を口にすると、彼は優しく目を細めてうなずいた。

　大手不動産デベロッパー『城じょう後ご都市開発』の御曹司、城後叶かな多た。まさか、こんなところで彼と再会するなんて。

　四歳年上の彼と出会ったのは、当時のスペイン大使公邸で開かれたパーティーだ。

　八束グループと城後都市開発が提携し、スペイン初の日系ホテルをオープンさせる計画が進行しており、私と叶多さんも両親とともにその場に参加していた。

　日本語が通じて、かつ年の近い相手はほとんどいなかったため居心地の悪さを感じていた私に、叶多さんが気を遣って声をかけてくれたのだ。

　当時大学生だった彼は社交的で話がうまく、私にもフランクに接してくれた。彼とは父親が大企業の経営者であるという共通点もあり、色々としがらみのあるお互いの人生を嘆くとともに、励まし合ったりもした。

　話の中で彼に教えてもらったのが、『Qué tengas mucha suerte.』。

　耳慣れないスペイン語が魔法の呪文のようで不思議と元気になれたし、彼と会えなくなってからも、何度も思い返しては独り言のように反はん芻すうした。

　そして今でも、一番好きなスペイン語のフレーズだ。

「よかった、覚えていてくれて」

「忘れるはずがありません。短い間とはいえ、お世話になりましたから」

　パーティーで意気投合した後、彼には半年くらい勉強を教えてもらったり、進路の相談にのってもらったりした。それからある出来事をきっかけに疎遠になっていたけれど、あの頃の私は、彼に淡い憧れを抱いていたのだ。

「その割にはすぐ気付かなかったみたいだけど」

「それは、その……すみません」

　叶多さんはあの頃も素敵だったけれど、さらに凛り々りしく色気も漂わせた大人の男性になっていたから、すぐにはわからなかった。……とは、言えない。

「まあいい。元気そうな姿が見られたしな。今日は旅行か？」

「ええ、そんなところです。叶多さんはどうしてスペインに？」

　話題が変わってホッとしつつ、彼を見る。ネイビーのＴシャツにチャコールグレーのテーパードパンツ、腕時計、レザーのスニーカーというシンプルなカジュアルファッションをしているので、仕事という感じではない。

「大使館に勤務しているんだ。今日はオフだけど」

「大使館……？」

　予想外の言葉に、目を瞬かせる。

「そうか、あれ以来、美来には一度も会っていないから知るわけないな。おかげさまで念願だった外交官になれたんだ」

「すごい！　じゃあ、夢を叶えたんですね！」

「ああ。今は、在スペイン日本国大使館で日本企業の海外進出を支援する仕事に従事してる。といっても、二カ月後にはまた霞かすみが関せきの本省に帰るけど」

　城後都市開発の御曹司、しかも長男でありながら外交官になりたいという夢を追っていいのかと、過去の彼は悩んでいた。でも、敷かれたレールより自分が本当にやりたかったことを選んだのだ。今の私にはできない生き方を実践している彼が、キラキラ輝いて見える。

「美来は？　さっき旅行と言っていたけど、普段はなにをしてるんだ？」

　私も念願だった翻訳家のはしくれになれて、目標のために頑張っているところ。

　胸を張ってそう言えたらよかったのに……。

「翻訳の仕事をしていますが、辞めなくちゃと思っているところで」

「辞める？　どうして？」

「実は私……結婚するんです。結婚相手が、女性は家庭に入って夫に尽くすべきという考えの人なので、仕事は続けられそうになくて」

　気丈に話そうと心がけたものの、自然と暗い声になってしまった。やりがいのある翻訳の仕事を失うというのは、私にとってそれだけ心にダメージを負う一大事なのだ。

「どうやら訳ありの結婚みたいだな。俺でよければ話を聞こうか？　昔みたいに」

「えっ？」

　キョトンと目を丸くしていると、叶多さんが私のキャリーケースに目をやる。

「さっきも男に声をかけられていたし、そんな観光客丸出しの格好でひとり歩きするのは危険だ。外は熱いからどこか店に入って話をしよう。ホテルはどこだ？　いったん荷物を置きに行こう」

「でも、叶多さんなにか予定があるんじゃ？」

「今日と明日は連休。たいした予定もなかったから遠慮しなくていい。ほら、それ貸して」

　私が返事をする前に手を伸ばした叶多さんが、キャリーケースの持ち手を握り、自分の方へ引き寄せる。

「彼女や奥さんに怒られませんか……？」

「いたら美来を誘わないよ。それに、怒られるとしたらお互いの父親にじゃないか？　俺たち、会うのも連絡を取り合うのも禁じられていただろう」

　叶多さんがふっと苦笑する。

　確かに、私たちは親同士の確執に巻き込まれて今の今まで絶縁状態だったのだ。

　本当はもっと彼と話したかったし、彼が外交官の夢を叶えた時、すぐに祝福できるような関係でいたかったのに……。

「そうでしたね。でも、あれからもう八年も経っているし、父たちもまさかスペインで再会しているなんて思わないでしょう」

「同感だ。じゃ、行こう。お気に入りの店に連れて行く」

　心に迷いを抱えている身なので、やや強引にでも話を聞いてくれようとする彼の気遣いがうれしかった。先に歩きだした彼を追って、隣に並ぶ。

「叶多さんのお気に入りならきっと素敵なお店なんでしょうね」

「どうかな。きみも気に入るといいけど」

　こうして彼と話していると、過去に戻ったみたいだ。彼に勉強を教えてもらっている時に疲れた様子を見せると、叶多さんはよく気晴らしにカフェや公園へ連れ出してくれた。

　多分後輩や妹にそうするような感覚で接してくれていたんだろうけれど、私にとってはちょっとしたデートに感じられて、少なからずドキドキしていた。

「ところで美来はいつまでマドリードにいるんだ？」

「五日までの予定なんですけど……実は、ホテルの予約に失敗してしまって」

「失敗？」

「ええ、まずなにより先に宿探しをしなければならないのを忘れていました。ちょっと待ってもらってもいいですか？」

　歩道の端に寄り、スマホを覗く。利用している旅行サイトを開いてとりあえず今日の日付で一泊分の宿を検索してみる。一件だけヒットしたので、藁わらにも縋すがる思いで詳細を見た。

「ティルソ・デ・モリーナ地区のホテルですね。レビューがひとつも付いていないけれど、私はベッドで眠れさえすればいいから……」

「ちょっと待て。その地区のホテルはお勧めできない」

　頭上から厳しい声が振ってきたので、顔を上げる。叶多さんはスマホに表示されたホテルの住所をトントンと指で叩たたいて顔をしかめた。

「この辺りはあまり治安が良くないんだ。とくに、土地勘のない旅行者は犯罪者に狙われやすい」

「でも、他に空いているホテルはないようなので贅ぜい沢たくは言っていられません」

「じゃあ、いっそうちに泊まるのはどうだ？　安全な地区だし、空港へのアクセスも悪くない」

　軽い調子でとんでもない提案をされてぎょっとする。叶多さんを警戒するつもりはないものの、結婚を控えた身で他の男性の自宅に泊まるのはさすがに気が引ける。

「いえ、さすがにそこまでご迷惑をかけるわけにはいきません」

「大使館職員として、危険な地区にひとりで泊まろうとしている女性を放ってはおけない。素直に甘えてくれた方が俺も安心だ」

　大使館職員として、か……。確かに万が一私が事件や事故に巻き込まれたら、実際に彼の手を煩わせる結果になってしまう。しかし……。

「大丈夫、うちにはゲストルームがあるから、別に一緒に寝るわけじゃないよ」

　私の考えを見透かしたような発言に驚き、目を丸くする。叶多さんはふっと笑った。

「女性のひとり旅ではそれくらい警戒心を持っているのが正解だけど、俺のことは信用して。ちゃんと安全な場所を提供する」

　私が宿泊をためらう心情にも理解を示し、さらに安心させてくれるなんて……。彼の優しさや頼もしさは、昔と変わっていないようだ。

「本当にいいんですか……？」

「いいもなにも、提案したのは俺だ。ホテルほどのサービスは提供できないが、好きに寛げばいい。とりあえず、荷物だけ先に運ぼう」

　遠慮は不要というように微笑んで足を進める叶多さん。私も慌ててその後に続き、自宅まで案内してもらった。

　彼の自宅は、マドリードの歴史ある街並みにも溶け込む、レトロ感のあるお洒落な外観だった。彼の部屋は五階建ての最上階だそうだが、荷物を置いてすぐ出かけるので、私はロビーで待たせてもらう。

　夜になったらまたここへ戻ってきて、今度は彼と一緒に部屋に上がる……。

　その光景を想像すると妙に緊張してしまい、気を逸らすように窓から外を眺めた。

　五分ほどで戻ってきた彼と、今度はカフェを目指して歩きだす。

「今から行くのはどんなお店なんですか？」

「窓からマドリードの街が一望できて、うまいコーヒーを淹いれてくれる」

「甘いものもありますか？」

「ケーキも焼き菓子もあるよ。そういえばあの時のパーティーでも、美来は皿にデザートばかり盛りつけていたな」

　叶多さんの悪戯っぽい瞳が、からかうように私を見下ろす。

「忘れてくださいよ、そんな恥ずかしい姿……」

「どうして。よく食べる女性は好きだよ」

『好き』だなんて言葉が彼の口から飛び出したので、ドキッとする。

　社交辞令に違いないのについ過剰に反応してしまうのは、彼が憧れの人だった影響もあるけれど、将来清十郎さんのもとへ嫁ぐため、父に男女交際を禁じられていたせいだ。

　といっても、取り立てて美人でもなく、暇さえあれば本ばかり読んでいた私は男の人から好意を寄せられた経験なんてない。だから交際を禁じられるまでもなかったけれど……。

　そんなことを思っていると、バッグにしまったスマホからメッセージアプリの着信音が流れ始める。

「ごめんなさい、電話みたい」

　立ち止まり、バッグからスマホを出す。メッセージアプリを使って電話をかけてきたのは許嫁の清十郎さんだった。画面に表示された名前を見ただけで全身が強張ったが、無視するわけにもいかない。

「……はい」

『どういうつもりだ？　俺に黙ってひとりで海外旅行とは』

「す、すみません……」

　高圧的な物言いにびくっと肩が震え、心臓が縮こまる。

　本当は彼に黙って旅立つつもりはなかったし、何度も伝えようとした。けれど常に威圧感のある彼を前にすると言い出しづらく、結局伝えられないまま出発の日を迎えてしまったのだ。

　清十郎さんのこうした態度や性格にも、いい加減慣れなくてはいけないとわかっているけれど……。

『いつまでも独身気分でいられては迷惑だ。帰国したらすぐに俺のところへ来い。結婚前に教えておかないと恥をかきそうだから、旅館の仕事を叩き込む』

　旅館の仕事……。紫陽花楼に嫁ぐのだからある程度は覚悟していたものの、こんなに早くから覚えなくてはならないなんて。

　以前から受注していた翻訳の仕事は旅行前にすべて納品し区切りをつけてきたとはいえ、仕事自体を辞める決心はまだできていない。

　葛藤しながらギュッとスマホを握っていると、叶多さんが気づかわしげに私の顔を覗く。どうやら心配をかけてしまったらしい。

〝大丈夫です〟と伝えたくて微笑みを作ろうとしたその時、電話越しに清十郎さんの大きな舌打ちが聞こえた。

『……返事』

「は、はい。わかりました。今後は勝手な行動も慎みますので……」

『当然だ。ま、旅館で必死に働き、家庭では夫である俺のために尽くす。そんな生活をしていれば、勝手をする暇もないだろうがな』

　清十郎さんがフン、と鼻を鳴らしたのを最後に、電話が切れた。張り詰めていた緊張が解け、肩の力が抜ける。

「まさか今のが例の結婚相手か？　苦手な上司を相手にしているような感じの受け答えだったが……」

　私の浮かない表情から察しがついたのだろう。眉根を寄せた叶多さんが問いかけてくる。返事をしようと顔を上げた瞬間、情けなく眉が下がってしまったのが自分でわかった。

「なんて顔だよ。……美来らしくない」

　歩み寄ってきた彼は、いきなり伸ばしてきた手で私の頬をむにっと摘んだ。

　痛くない程度だけれど、急に触れられた驚きで目が丸くなる。

「外交官になるのあきらめるなって俺を励ましてくれた、あの前向きな美来はどこへ行った？　そんな暗い顔して運命に飲み込まれようとしているなんて、きみの言葉を信じて外交官になった俺に失礼じゃないか？」

　諭すように言い聞かせる叶多さん。

　私を見下ろすまっすぐな瞳が懐かしくて、心を揺さぶる。

　八年前のパーティーで、彼と将来や夢について語った時の会話が頭の中に蘇よみがえってきた。まだ高校生だったあの頃の私は世間知らずで、親や実家に対しての反抗心が強く、後先考えない無鉄砲なところがあった。
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「翻訳家？」

「ええ。素敵な物語を、自分の選んだ言葉で世界中の人たちと共有するって、考えるだけでワクワクしませんか？　だから父には悪いけど、私は八束グループで働くつもりはないんです」

　幼い頃から本好きで、父に連れられて行く社交の場で触れる外国語にも興味を持つようになった。だから、高校に入学する頃にはすでに翻訳家になりたいという漠然とした夢を持つようになっていたのだ。

「そうか。運命に抗うことすらあきらめている自分が恥ずかしくなったよ」

「えっ？　どういう意味ですか？」

　叶多さんはパーティーに集まる、肌の色も国籍も様々なゲストたちに視線を投げた。

「俺たちがこうして豪華絢けん爛らんなパーティーに参加している間も、どこかの国同士は戦争をしている。街や家を破壊され、平和に暮らしたい人たちが、犠牲になっている。世界中の一人ひとりを見れば、誰も争いたいなんて思っていないのに。平和に見える日本だって、いくつかの国と緊張状態にあるだろう？　俺は、それがとても悲しいんだ。だから……」

　彼の言葉は私も折に触れて考えることであり、胸に重たくのしかかった。

　今は平和な国々も、いつまでそれが保てるかわからない。もちろん、保とうとする努力を続けなければいけないのは、大前提だけれど。

「父は城後都市開発を継げと言うけど、本当は外交官になりたいんだ。日本の中枢組織の一員になって、国同士の橋渡しに携わる仕事がしたい。少しでも多くの人が、安心して暮らせる世界になるように」

　自分の中の理想をはっきりと語りつつも、お父様の反応が気がかりなのだろう。どこか迷いを断ち切れないような不安定さを、彼の揺れる瞳から感じた。

「だったら、あきらめないでお父様に訴えるべきです」

　考えるより先に、そんな言葉を発していた。

　高校生の小娘が、大学生相手になにを偉そうに語っているんだろう。

　自分でもそう思ったけれど、親の考えによって狭められた将来の選択肢にいつも反発心を覚えていた私は、似た境遇の彼にも夢をあきらめてほしくなかった。

「いつか絶対、外交官になってみせてください。叶多さんの掲げる理想は、世界中の多くの人の願いだと思うから」

「美来……」
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　思い返すと、なんて生意気な高校生なんだろうと笑ってしまう。でも、私の人生は私のためのものだと、前向きな希望に満ちていた当時の自分が少し羨ましい。

「美来」

　八年前を思い返してぼうっとしていたら、叶多さんに呼ばれてハッと顔を上げる。彼の整った顔が思ったより近くにあって、ドキッと胸が鳴る。

「ご、ごめんなさい、なんだか色々懐かしくなっちゃって」

　照れ隠しに視線をあちこち彷徨さまよわせながらも、笑ってみせる。

　叶多さんもホッとしたように目元を緩ませた。

「元気な美来が少しは戻ってきたみたいだな」

　次の瞬間、頭の上に彼の大きな手が乗せられ、ポンポンと軽く叩かれる。彼にとっては大して深い意味のないスキンシップなのだろうけれど、頬が勝手に火照りだしてしまう。

「さ、行こう」

「はい……」

　再び歩きだしながらチラッと窺った彼の表情はとても穏やか。意識しているのは私だけだと思うと余計に恥ずかしくなり、ギュッと目を閉じた。

「そこ、段差あるから気をつけて」

「えっ？　そこって……？　きゃっ！」

　目をつぶっていたせいで、小さな段差につまずいて前につんのめる。

　けれど、倒れ込んだ先は地面でなく、叶多さんの広い胸。目の前のＴシャツからふわりと漂う大人っぽい香水の香りに、胸がドキドキと暴れた。

「……ごめん、歩くのが速かったな」

　そっと私の体を離し、叶多さんが苦笑する。絶対に顔が赤いから見られたくなくて、私は下を向いたまま「いえ、平気です」と呟いた。叶多さんはそれ以上なにも言わなかったけれど、今度はゆっくり足を進めてくれる。

　日本を離れ、久しぶりに再会した男性とマドリードの景色の中を歩いているなんて、まるで物語の住人になったみたい。気を抜くとそんなロマンティックな思いに浸ってしまいそうになるが、私は結婚を控えた身。叶多さんがいくら優しくて紳士的だからって、浮ついた気持ちにならないようしっかりしなくちゃ。

　彼に気付かれぬよう小さく首を振り、キュッと唇を引きしめた。




　叶多さんの案内でやってきたのは、マドリード中心部にある老舗のカフェ。

　五階建てビルの三階に位置し、彼が話していたように、窓からマドリードの街並みが見下ろせる。かわいらしい白木の丸テーブルに、お揃そろいの椅子が二脚向かい合わせに置かれた窓際の席に着くと、白いシャツに黒いカフェエプロンを着けたウエイターが注文を取りに来てくれる。

　叶多さんと相談し、濃いエスプレッソにホットミルクを注いだ『カフェ・コン・レチェ』をふたり分と、甘いものが食べたかった私は焼き立てのシナモンロールを注文した。

「さっき助けてもらったお礼に、ここは私に払わせてください」

「気を遣うなよ。誘ったのはこっちだから俺が出す」

「でも……だったら、おうちに泊めていただく代金をお支払いさせてください」

　バッグから財布を出して、申し出る。最後になるかもしれない旅行を楽しむために、少なからず現金は持ってきているのだ。

「いらないよ。使っていない部屋を提供するだけなんだから」

「そういうわけにはっ」

「わかった、そこまで言うならここで美来にご馳走になることにするよ。きみは強情なところがあるからな」

　クスクス笑われるのは心外だが、強情なところがあるというのは図星だ。久々に会ったというのに私の性格を熟知されているようで、なんだかくすぐったい。話を逸らしたくて、メニューを手に取る。

「せっかくご馳走するのに飲み物だけじゃ悪いですよね。なにか追加しますか？」

「いや、家で軽く食べてきたから大丈夫。スペイン人はランチを豪勢にするけど、俺はやっぱり日本の習慣が抜けなくてね。夕食をしっかり食べたい」

「スペインの食習慣って独特ですよね。朝軽いものを食べて、十時に軽い補食。お昼は十四時頃からゆっくりとって、夕方にまた補食、夕食は遅い時間に少しだけ」

　スペインの夏は日が長く、日没が夜九時以降になることから、多い人で一日五食も食事するという独特の習慣がある。

　シエスタという昼寝文化もあり、実際に寝るわけではなくても、職場などの休憩時間が二時間程度、長めに確保されていたりもする。

「スペインに赴任したばかりの頃は昼休憩を長く取れるのかと少し期待したが、残念ながら大使館にそんな制度はなかったよ」

「忙しそうですね……。貴重な休日を奪ってごめんなさい」

「謝るなよ。貴重な休日だからこそ、美来に会えてよかった。ほら、飲み物が来たんじゃないか？」

　優しい言葉にほんのり頬が熱くなるのを感じつつ、叶多さんの目線を追う。するとウエイターがちょうどカフェ・コン・レチェとシナモンロールを運んできてくれたところだった。

　まずふたり分のコーヒーカップ、そして最後にシナモンロールの皿がテーブルに置かれた。

　グレーズのたっぷりかかったシナモンロールの横にはバニラアイスとミントが添えてあり、見ただけでも心が弾んだ。

「美味しそう……！」

「誰が誰にお礼するんだっけ？」

　向かい側で頬杖をつく叶多さんが、意地悪な笑みを浮かべる。

「だって叶多さんが飲み物だけでいいって言うんですもん……」

「冗談だよ。俺は美来の嬉しそうな顔を見れただけで満足」

「そ、そうですか……」

　ドキドキしてはいけないと思うのに、見た目も言動もすっかり大人の男性になってしまった叶多さんに翻弄されてばかりだ。

　お洒落なカフェの店内を背景にしてコーヒーカップに口をつける姿も、雑誌のモデルのように綺き麗れい。奥さんや恋人はいないと言っていたけれど、さぞ女性からモテるに違いない。

　彼を盗み見しながらぱくっとシナモンロールを口に入れると、焼き立てで蕩ける生地の食感と舌の上いっぱいに広がる甘さに思わず笑顔になった。

「ん～……！　最高……」

　思わず目を閉じ、ゆっくり咀そ嚼しゃくして味わう。すると向かい側でカシャッと、カメラのシャッター音が鳴った。

　驚いて目を開けると、叶多さんが私にスマホのカメラを向けている。

「えっ？　まさか今の……」

「いいだろ？　再会した記念」

「ちょ、ちょっと消してください……っ」

　思わず彼のスマホに手を伸ばしたら、反対の手でガードされ、手を握られるような形になった。単なる偶然とはいえ頬が熱くなり、パッと手を引っ込める。

「ご、ごめんなさい」

「こちらこそ、勝手に手を握ってごめん」

「いえ、男の人と手を握ることなんてないので、ただびっくりしただけで……」

　彼を拒否したようになってしまい、思わず謝る。叶多さんは自由になった手でコーヒーカップを傾けひと口中身を飲むと、静かに私を見た。

「大丈夫か？　そんな状態で結婚なんて」

　痛いところを突かれ、ドクン、と鈍い音を立てて心が揺れる。私が身を投じようとしているのは、愛のない政略結婚。夫となる清十郎さんが望むなら手を握ることも、口づけも……ひいては子作りにだって耐えなくてはならない。

　想像しただけで息が詰まったように苦しくなるが、今さら逃げることはできない。私が覚悟を決めるしかないのだ。

「なんとか頑張ってみます」

　必死で口角を上げ、気を逸らすようにシナモンロールを口に運ぶ。「美味しい」と呟いて彼を見ると、叶多さんの表情もふっと緩んだ。

「無理をするなよ？　美来は昔から頑張りすぎる」

「そ、そうですか？」

「ああ。覚えてないか？　放っておくと深夜も寝ないで勉強してしまうきみを寝かせるために、よく電話をしただろ」

　確かに、初対面のパーティーで親しくなってから、彼とは頻繁に連絡を取り合っていた。

　勉強にのめり込みすぎた私が、連日夜更かしをしていた時もそう。

　叶多さんは寝る前にも関わらず電話をくれて、私になにをしていたのか尋ねた。正直に『今、勉強していました』と答えると、彼はまるで親か教師のように『もう終わりにして寝なさい』とたしなめてくれたっけ。

「ふふっ、思い出しました。懐かしい……」

「親たちの勝手な都合がなければ、未だに連絡を取り合っていたかもな」

「そうですね……。もっと色々な話がしたかったです」

　外交官を目指していた叶多さんと、翻訳家になりたかった私。彼の方が年上だし能力もずっと高いだろうけれど、お互いを励みにして高め合えるような関係になれたらと、高校生の頃の私は夢見ていたのだ。

「だったら、明日も一緒に過ごすか？　話をするのは今からでも遅くない」

「えっ……？」

　思いがけない提案に、目を瞬かせる。叶多さんは窓から街を見下ろして穏やかに笑った。

「幸い俺は明日も休みだ。今日は疲れているだろうから夕食を食べたら家に帰るとして、明日は観光でもなんでも付き合ってやるよ」

「そんな、悪いです……！」

　彼の貴重な休日を二日間も奪ってしまうなんて、申し訳なさすぎる。

　勢いよく首を左右に振ったけれど、叶多さんはどこ吹く風で自分のスマホを操作し、ある画像を私に見せてきた。

「美来、トレドは行ったことあるか？」

　目に飛び込んできたのは、マドリードの南に位置する古代都市、トレドを上空から撮影した美しい写真。以前から行ってみたいと思っていたものの、トレド観光は未体験。魅力的な景観につい釘くぎづけになる。

「ないです……けど」

「じゃ、明日一緒に行こう。少しは気晴らしになるだろ」

　気晴らし……。私が結婚にあまり乗り気じゃないから、気を遣って誘ってくれているのかな。行ってみたい気持ちはあるけれど、清十郎さん以外の男性とふたりで観光するのは後ろめたい。今日のように軽くお茶するのとも違うし……。

　返答に詰まってテーブルに視線を落としていると、叶多さんがクスッと笑う。

「そんなに警戒するなよ。俺はただ、きみに気分転換してほしいだけだ。昔馴染みなんだから、もっと気楽に考えればいい」

「叶多さん……」

「思い切り観光を楽しんで明るい気持ちになれば、結婚のことも前向きに考えられるかもしれないしな」

　彼の優しさに救われたような思いがした直後、〝結婚〟のひと言で夢から醒めたような気持ちになる。けれど、どうしたって望まない結婚から逃れられないのなら、叶多さんの言うように思い切り観光を楽しんだ方がいいのかもしれない。

　思い入れのあるスペインの土地で、独身最後のささやかな思い出作りだ。

「ありがとうございます。お言葉に甘えていいですか？」

「もちろんだ」

　少し気持ちが吹っ切れた私は、その後もカフェで彼との昔話に花を咲かせた。

　楽しい時間を過ごしているとあっという間に夕食どきになり、レストランへ移動することに。叶多さんはすぐに店を予約し、店内でもさりげないエスコートで私の緊張をほぐしてくれた。魚介をふんだんに使った地中海料理はとても美味しくて、食事をしながら彼とたわいのない話をしているだけで、カフェにいた時よりさらに気持ちが軽くなっていった。




「あの……しつこいようですが本当にご迷惑じゃないですか？」

「こんな時間に、きみひとりを外に放り出しておくわけにいかないだろ」

　玄関でまごつく私を呆あきれたように笑った叶多さんが、先に廊下の奥へ進んでいく。

　ここは、叶多さんの住むマンション。昼間はエントランスまでしか入らなかったが、今は部屋の中まで招き入れてもらった。……今夜は本当に、ここに泊めてもらうのだ。

「お邪魔します」

　サンダルのままフローリングの廊下を進み、リビングに入ったところで、叶多さんが用意してくれたスリッパに履き替えた。スペインは基本的に土足文化だけれど、家の中ではこんな風に楽な履物に替える人々も多い。

　南側の大きなアーチ窓の向こうからは、マドリードの夜景が見える。緯度の高いスペインの空は午後九時頃まで明るかったが、十一時を過ぎた現在はすっかり夜の帳とばりが下りていた。

「なにか飲む？」

　赤茶色のテラコッタタイルが敷かれたダイニングキッチンから、叶多さんが私に呼びかける。

「じゃあ、お水をお願いします」

「どうぞ」

　キッチンから出てきた彼はグラスの水を私に手渡し、「立ってないで座ったら？」と、クスクス笑った。

　緊張しながらキャメルのレザーソファに腰を下ろすと、叶多さんもすぐ隣に座る。そして優しい眼差しでグラスに口をつける私をジッと見つめてくるので、座っていたってちっとも落ち着かない。

　ようやく飲み干した水のグラスをテーブルに置くと、叶多さんがドアの向こうに視線を投げた。

「シャワー、先に使っていいから」

「とんでもない、家主の叶多さんからお先にどうぞ」

「その間に部屋を軽く片付けたいんだ。外は暑かったし早く汗を流したいだろ。タオルは棚にあるのを好きに使って」

　まだ遠慮したい気持ちはあったが、そこまで勧められたら断りづらい。素直にお礼を言って席を立ち、廊下に置かせてもらっていたキャリーケースから洗面用具や着替えなど必要なものを取り出した。

　ひとり旅のつもりだったから、寝間着用に持ってきたのは涼しくて楽ちんなキャミソールワンピース。胸元の露出は多いし丈は膝上だし、なんだか心許ない。

　まさかこんなことになるなんて……。でもきっと、叶多さんにとって私は妹みたいなものなのだろう。こうして泊めてくれるのも、明日の観光に付き合ってくれるのも、彼の優しさから。

　この寝間着だって……別になんとも思わないよね。




　シャワーの後、スキンケアとヘアケアを済ませてリビングに戻ると、そこに叶多さんの姿はなかった。シャワーを終えたことを伝えるため、テーブルに置きっぱなしになっていた自分のスマホを回収し、廊下に出る。

　微かな物音と彼の気配がする部屋のドアをノックすると、中から「どうぞ」と返事があった。

「叶多さん、シャワーありがとうございました……」

　声をかけながら、室内に足を踏み入れる。

　最初に目に飛び込んできたのは、寝具がグレーで揃えられた巨大なベッド。

　軽く布団や枕がずれていて生活感があるので、ここは叶多さんの寝室なのだろう。

　普段彼がここで寝起きしている姿を思わず想像してしまい、どきりとする。

　壁の色は白で、カーテンやラグは黒。あまり物が置かれていないシンプルな部屋はリビングやダイニングより武骨な印象で、自分がここで寝るわけではないとはいえ、男性の部屋に来てしまったという実感が今さらのようにこみ上げた。

　叶多さんはベッドの向こうにある本棚に本をしまっているところで、泊めてもらう身の私としては少しでも彼の役に立ちたくて、彼に駆け寄った。

「手伝います」

「ありがとう。でも、もう終わるから大丈夫だ」

　そう言って、最後の一冊を本と本の隙間にストンと収めた叶多さん。本棚に並ぶ本のタイトルには、外交戦略、外交史、国家、安全保障などの単語が並んでいて、私には少し難しそうだ。

「難しそうな本ばかりですね。私は小説や童話の方が好きなので」

「俺とは逆だな。俺は仕事関連の本ばかりで物語は全く読まないから、同僚に勧められた本もなかなか読み進まない」

　彼が視線で示したベッドサイドのテーブルに、読みかけの本が伏せておいてあった。

「どんな話なんですか？」

「最初の方しか読んでいないから、まだなんとも。同僚が言うには恋愛ものらしい」

　恋愛もの……大好きなジャンルだ。どんな話なのかさらに気になる。

「さて、俺もシャワーを浴びてくるよ。美来は明日のためにゆっくり休んで。隣のゲストルーム、片付けておいたから」

　話しながらクローゼットの前に移動した彼は、着替えなどを出してシャワーの準備をしている。私はそろそろ出て行った方がよさそうだ。

「じゃあ、先に休ませていただきますね」

「ちょっと待って」

　こちらに戻ってきた彼が、私の肩からふわりと薄手の服を羽織らせた。視線を落とすと、叶多さんのものなのであろう、大きめのカーディガンだった。夏物なのか、適度にあたたかい反面サラッとした肌触りが心地いい。だからって彼の服を借りるなんて、申し訳なくて慌ててしまう。

「夏だからって、あまり薄着すぎるのもよくない。とくに女性は」

「だ、大丈夫ですよ！　寝る時は布団をかけますし……」

「かわいい寝間着なのはわかるけど、結婚前の女性がこんなに肌を出しちゃダメだよ」

　苦笑した叶多さんに服装を見下ろされ、思わずカーディガンの前をかき合わせた。

　これしかなかったとはいえ、みっともないと思われただろうか。

　ちらっと窺った彼の表情は、微笑んではいるが気まずそうだ。

「じゃ、おやすみ。また明日な」

「はい、おやすみなさい……」

　部屋を出て行く彼を見送ると、ようやく緊張が解ける。けれど、カーディガンからは嗅ぎ慣れない柔軟剤の香りがして落ち着かない。

　きっと、恋愛経験が少なすぎるからこれくらいで動揺してしまうのだ。唯一そばにいる男性といえば清十郎さんだけれど、彼は厳しい人。男性からこんなに優しくされるのは初めてで、調子が狂う……。

　なんとか気を取り直して部屋を出る直前、ふと彼の読んでいた本が目に留まる。

　そういえば恋愛ものって言っていたっけ。どんな本だろう？

　ベッドサイドの小さな丸テーブルに歩み寄り、伏せてあった本を手に取る。

【テルエルの恋人たち】

　表紙にスペイン語で綴られていたのは、スペインでは有名な実話をもとにした悲恋物語のタイトルだ。私も以前目にしたことがある。

　小説、演劇、映画と様々な媒体で人々に親しまれているが、これは戯曲を本にしたもののようで、セリフとト書きが並んでいる。

「確か、ロマンチックな話よね……」

　思わず手に取って、表紙を眺める。昔読んだ内容はこうだった。

　テルエルという町で、裕福な商人の娘と、貧しい男が恋に落ち、結婚したいと願う。けれども、娘の両親はふたりの結婚を許さなかった。

　彼女の両親に認めてもらおうと、男は期限を設けて戦争に出かけ、富を手にするために戦い続ける。娘も一途に彼を待っていたが、約束の日が近づいても男から便りがなかったため、戦争で命を落としたのだと思い込み、父親の決めた縁談相手と結婚。

　しかし、ちょうど結婚式が行われたその日に男が帰還し、娘に会いに行った。そして彼女に口づけを迫ったものの、すでに夫がいると拒まれたため、男は絶望しその場で命を落としてしまう。

　口づけを拒んだばかりに彼を死なせてしまったと後悔に苛さいなまれた娘は、男の亡骸が安置されている教会に駆けつけ、二度と目を覚まさない彼に口づけをすると、後を追うように亡くなってしまった――。

「この話、誰も幸せになってないのよね……」

　死に別れたふたりはもちろん、彼らの両親、そして娘と結婚した夫だって、つらかったはずだ。妻が自分でない相手を想い、そのために命を落としてしまうなんて。

　政略結婚の先に、やはり幸せはないのだろうか……。

　物語に自分の境遇を重ね、複雑な思いに駆られる。

　けれどあまり考えすぎると眠れなくなりそうなので、本をテーブルにそっと戻し、ゲストルームで眠りについた。




　疲労と時差ボケの影響か、私は翌日の昼前までぐっすり眠ってしまった。

　顔を洗ってリビングに移動すると、私より早く起きていた叶多さんがキッチンに立っていた。セットされていないナチュラルな髪型や、シンプルなコットンＴシャツにスウェットという部屋着姿ですらサマになっている。

「おはようございます」

「ああ、おはよう。よく眠れた？」

「はい。ぐっすり」

　素直に答えたものの、昨日助けてくれた時の紳士的で隙のない姿とは違う、休日らしくリラックスした雰囲気を纏った彼につい心が跳ねてしまう。

「なにか手伝いましょうか？」

　気を紛らわせるように、私もキッチンへ移動する。

「コーヒーを淹れてるだけだから大丈夫。ブランチにちょうどいいと思って、パン屋で簡単に食べられるボカディージョを買ってきたから好きな具を選んで」

「ありがとうございます。どれも美味しそう……」

　ボカディージョというのは、バゲットに具を挟んだスペインのサンドイッチだ。

　キッチンに乗っていた紙袋を覗くと、ふわりと小麦の香りが鼻孔をくすぐる。

　私はスペイン風オムレツと野菜がたっぷり挟まったひとつを、叶多さんは生ハムとチーズのシンプルなボカディージョを選んだ。

　ダイニングへ移動して彼とブランチを取っていると、まるで昔に戻ったみたいに心が穏やかになる。その延長で当時の憧れまで思い出しそうになり、時々ハッとしたように瞬きをしては、心を落ち着かせた。

　食事を済ませると、出かける支度をした。

　昨日話していた通り、叶多さんは私をトレドの街に連れて行ってくれるそう。

　トレドはマドリードから高速鉄道を使って約三十分のところにある古代都市。三方を川に囲まれ中世の面影を残す旧市街は、世界遺産に登録されている。

　マンションの前でタクシーに乗り、マドリード最大の鉄道駅、アトーチャ駅へ向かう。運転手とのやり取りも叶多さんがスムーズに進めてくれて、なんなく駅へ到着することができた。

　ドーム型の屋根と時計台が印象的な入り口から構内に入り、自動券売機で切符を求める。

　天井に各列車の出発時刻や行先を知らせる電光掲示板が掲げられているのは、日本の駅と同じ。エスカレーターでふたつ下の階にあるホームに下り、新幹線に似た高速鉄道ＡＶＡＮＴアバントに乗り込んだ。

　私は窓際の席、叶多さんはその隣に座り、走り出した列車の窓から外を眺める。青々とした葉が繁ったブドウ畑がどこまでも続いている風景がのどかだ。スペインはワインの世界的産地だから、あのブドウもきっとワインの原料になるのだろう。

「なんだかワインが飲みたくなっちゃいますね」

「飲めるのか？　最後に会った時はまだ未成年だったから、酒を飲ませちゃいけない気がしてた」

「私だって、いつまでも高校生のままじゃありませんよ」

「それは失礼。じゃ、どんなお酒が好み？　スペインはワインもブランデーもリキュールも、なんでも揃ってるぞ」

　もう子どもじゃないと自分からアピールしたのはいいが、叶多さんの質問がハイレベルすぎて困ってしまう。正直なところ、ブランデーとリキュールの違いもわかっていないのだ。

「叶多さんのおススメはなんですか？」

　そんな風に言ってごまかすと、叶多さんはクスッと笑う。

「そうだな、俺はシェリーが好きだ。発酵中のワインにブランデー加えた酒で、ナッツや干し草に似た独特の芳香がたまらない」

「すごく強そうなお酒ですね」

「飲んだことがないなら、美来が帰国する前の夜にでも一緒に飲もうか。とっておきのものを用意するよ」

「でも、お仕事なんじゃ……？」

「その日は早く終わらせるよ。昔からの友人が日本から来てくれていると言えば、職場の理解も得られる」

　昨日も今日も貴重なお休みを潰させてしまっているのに、最後の夜まで時間を作ってくれようとするなんて……私は嬉しいけれど、そこまで甘えていいのだろうか。

『どうしてそんなに優しくしてくれるんですか？』

　そう聞いてみたいけれど、結局勇気が出ずに口を噤つぐんでしまう。

　元々親切な人だから、きっと深い意味などないのだ。

「あと十分くらいでトレドだ」

「そうですか……」

　実際に経過している時間より、随分早く感じた。おそらく叶多さんの優しさに触れるたび、迫る帰国がどんどん憂鬱になっているせいだろう。

　日本に戻って親の望む政略結婚をし、好きな仕事を奪われ、清十郎さんのためだけに生きる自分に、どんな価値があるのか。自問するたび、心に深い闇が広がった。

「美来？　……泣いてるのか？」

　叶多さんの呼びかけにハッとする。気付けばうっすらと瞳が濡れていて、ごまかすように瞬きをした。これ以上、彼に心配をかけてはいけない。

「いえ、少し眠くて……」

　そう答え、あくびをするふりで口元に手を当てる。それでも彼の心配そうな視線を感じ、気まずくなった私は到着までジッと外の景色ばかり見ていた。




　トレド駅に到着したのは午後二時頃。駅から徒歩でのんびり、旧市街へ繋がるアルカンタラ橋を通る。橋を渡った丘の上に旧市街の一部が見え、その場所だけ中世の時代に閉じ込められたような、歴史のロマンを感じた。

「綺麗……」

「日本にいたら見られない景色だよな。街の中まで行ってみよう」

「はい」

　彼に先導され、旧市街へ続くエスカレーターへ。

　石畳の上を歩いて広場に出ると、ショップやカフェが立ち並んでいた。その一角に、珍しい店を見つけてつい足を止める。

「ここは……何屋さんなんでしょう？」

「ああ、武器屋だな。トレドは昔から武具の製造が盛んだったから」

「武器屋！　なんだかファンタジーの世界みたいです」

　思わず店頭のディスプレイに見入ってしまう。柄や鞘さやに施された繊細な細工、そして銀色に光る刀身そのものも、工芸品のように美しい。

「中世に実在した剣のレプリカなんかも売っているらしい。中に入ってみる？」

「ええ、せっかくだから、ぜひ」

　足を踏み入れた店内には剣だけでなく銃器や盾もあり、武器マニアというわけではなくてもテンションが上がる。外国の冒険物語を読み漁あさっていた子どもの頃なら、もっと興奮していただろう。

「どれかひとつでいいから、トレドの思い出に買ってもいいでしょうか？」

「絶対に後で〝いらなかった〟ってなるぞ」

　なんとなく予想はしていたけれど、苦笑いで武器の購入を止められてしまいがっくり肩を落とす。

「そうですよね。この後ずっと剣をぶら下げて歩くのも、邪魔になりますしね……」

「そんなに残念がるなよ。象ぞう嵌がん細工のアクセサリーはどうだ？　武器の装飾にも使われていて、ブローチやペンダントは女性に人気だよ」

「アクセサリー？　見たいです！」

「急に元気になったな。じゃあ、広場に戻ろう」

　彼に連れて行ってもらった象嵌細工のお店には、アクセサリーだけでなく置時計や皿、花瓶、壁飾りなど、多彩な商品が並んでいた。

　私が気に入ったのは、黒地に金で装飾されたアラベスク模様のバレッタ。華やかな柄だけど色味は落ち着いているので、普段使いもできそうだ。

「これ、素敵……」

「じゃあ俺は、こっちのタイピンにしよう。貸して」

　隣で商品を眺めていた叶多さんが、私の持っていたバレッタをスッと取る。

　そして商品棚から私と同じ柄のタイピンを選ぶと、店主に「会計お願いします」と声をかけた。

　レジカウンターへ向かう彼を慌てて追いかけ、Ｔシャツの背中を引っ張るようにギュッと掴む。

「あの、自分の分は自分で買います！」

「これくらいの金額気にするな。せっかくトレドに来たんだから、プレゼントだ」

　叶多さんはサラッとそう言って、クレジットカードの暗証番号を入力して会計を進める。

　お金のことも気になるが、彼がお揃いの柄の物を買ったのが予想外で、動揺が収まらない。

　会計が済むと、別々に包装してもらった袋のうち、バレッタの袋を「どうぞ」と私に渡した。

「あ、ありがとうございます……」

「どういたしまして。次はどこへ行く？　トレド大聖堂は外せないよな」

　叶多さんはお揃いのアクセサリーを買ったことなんて気にも留めていない様子で、先に店を出ようとする。

　私は彼の後ろ姿と手の中のバレッタとを交互に見つめて混乱する一方で、彼にとっては深い意味などないのだろうと、必死で自分に言い聞かせた。




　ゴシック様式の建物が美しいトレド大聖堂。かつては要塞だったが、現在は軍事博物館になっているアルカサル。この土地で最古の建造物であるクリスト・デ・ラルスなど、観光スポットを巡って数時間が過ぎた。

　夏のスペインはまだまだ明るいが、午後六時を過ぎた頃、お腹が空いたのでトレドを後にして、飲食店の多いマドリードに戻ることにした。

　駅に向かう前に川の向こうから旧市街の全景を眺められる展望台を訪れ、美しい眺望を目に焼きつける。

　また来たいな、トレド。今度はいつ来られるだろう。

「このまま今日が続けばいいのに……」

　目の前の非日常的な風景に後ろ髪を引かれ、思わず呟いてしまった。

　日本に戻ったら、横暴な婚約者との政略結婚が待っている。こんな風に旅に出ることもできなくなり、翻訳家の夢も……捨てなくてはならない。

　喉の奥がぐっと熱くなり、目の前の景色が揺らめく。電車に乗っていた時に浮かべた涙は瞬きで散らしてごまかしたけれど、今度はそうはいかなかった。

「……美来、大丈夫か？」

　私の様子がおかしいのを察したのだろう。心配そうな叶多さんの声が降ってくる。

　私は涙がこぼれないように上を向き、情けない顔で笑った。

「ごめんなさい……ちょっとだけ、弱気になっちゃって」

「思いつめる前に吐き出した方がいい。俺でよければ話を聞くから」

　優しい色をした彼の瞳が、ますます私の涙腺を刺激する。気を抜いたら盛大に泣いてしまいそうだったけれど、なんとかこらえる。

　けれど、自分ひとりで抱え込むのもそろそろ限界だった。

「本当は……政略結婚なんて、したくないんです」

　震える声で本音を打ち明ける。叶多さんは静かに私を見ていた。

「両親と、父の会社のため。そうやって自分を納得させてきたけれど……夢も未来も奪われるとわかっていて、好きでもない相手のもとへ嫁ぐ覚悟なんて。どうしたって、できるわけありません……」

　彼と再会し、夢に満ち溢あふれる過去の自分を思い出した今。理不尽な政略結婚を受け入れるのが、苦しくて、つらい。

　私は今までどうやって自分を納得させていたんだろう……？

　彼に訴えたところでどうにもならないけれど、勢いで感情的になってしまった。興奮気味の自分を宥なだめるように大きく息を吐き、気まずさをごまかすように苦笑する。

「なんて、やっぱりわがままですよね……。すみません、海外にいるからって、気が大きくなっちゃったみた、い――」

　話している途中で叶多さんの大きな影がかかり、手を伸ばした彼にギュッと抱き寄せられた。一瞬なにが起こったのかわからず、大きな温もりに包まれたままぱちぱちと瞬きを繰り返す。

「あ、あの、叶多さん？」

　どうして抱きしめたりなんて……？

　パニックになって問いかけるものの、彼は無言だ。耳のそばで微かに彼の吐息が聞こえ、心臓が暴れる。

「……ごめん」

　やがて、ぽつりとそれだけ言った彼が、ゆっくり体を離す。

　聞きたいことはたくさんあるはずなのにかぶりを振るのが精いっぱいだ。

　……抱きしめられた体が熱い。

　どことなくぎこちない空気に戸惑いながら、無言の彼と再び駅を目指した。










最後の一夜に結ばれて




　スペイン滞在三日目の朝も、叶多さんのマンションで目覚めた。昨日の観光の合間に再度ホテルの予約サイトを開いてみたもののやはり適当な空きはなく、叶多さんが『最終日までうちを宿にすればいい』と言ってくれたからだ。

　とはいえ、今日から彼は仕事。泊めてもらうのにお世話になってばかりでは悪いと、朝食は私が作る約束をした。

　昨夜、帰りがけに買ってきたライ麦パンを焼いて、生ハムを乗せたサラダ、スクランブルエッグとともにテーブルに並べる。最後にコーヒーを淹れていたら、出勤準備を済ませた彼がダイニングにやってくる。

「おはよう。いい匂いだな」

「おはようございます」

　顔を上げた先にいたスーツ姿の彼に、ドキッと胸が鳴る。昨日も一昨日もラフな格好だったから、彼のスタイルの良さを際立たせる細身のスーツにきっちりネクタイを締めた姿が、ぐっと大人っぽく感じる。

「誰かに朝食を作ってもらうなんて実家を出て以来だ。なにか手伝おうか？」

「とんでもない。これくらいしかお役に立てることがないので……温かいうちに食べてください」

「ありがとう。じゃ、お言葉に甘えていただくよ」

　キッチンを覗いた彼を追い出すように、テーブルの方へ促す。

　温かいうちに料理を食べてほしいのも嘘ではないが、それ以上に、ふたりでキッチンに立つシチュエーションに気恥ずかしさを感じてしまったのだ。

「コーヒーにお砂糖とミルクは入れますか？」

「いや、ブラックでいい」

　ふたり分のマグカップをテーブルに置き、私も彼の対面の席に着く。

「簡単なものばかりですが、お口に合いますか？」

「ああ、どれも美味しいよ。今日も一日頑張れそうだ」

「よかった」

　優しい彼のことだからお世辞かもしれないけれど、あっという間に料理を平らげたので、まずくはなかったはずだ。

「今日は付き合ってやれなくて悪いな」

　遅れて食事を始める私の向かいでコーヒーを飲む彼が、申し訳なさそうに苦笑する。

「そんな、気にしないでください。今日と明日は、ひとりで色々見て回ります」

「今夜は遅くなるから夕食も別々になると思うが、明日は早く帰るから。約束通り、シェリーで乾杯しよう」

「はい、楽しみにしてます」

　それから出勤する彼を見送り、食事の後片付けの後、部屋を簡単に掃除して観光に出かけた。しかし、なにを見てもなにを食べても、不思議なほど心が動かない。

　スペインは愛着のある土地だし訪れるたびに違う表情を見せてくれるから、これまではひとり旅でも十分楽しめていたのに……。

　隣に叶多さんがいないから？

　ふと脳裏をかすめたそんな思いつきに、胸の奥がズキッと痛む。

　彼は昔から優しくて、紳士的で、私を教え導いてくれる頼もしさもあって……あの頃から、特別な存在だった。けれど、それがただの憧れなのか恋なのかわからないまま、親の都合で引き離されてしまった。

　でも、今の私ならわかる。この胸に息づく切ない気持ちの正体が……。

「わかりたくなかったよ……」

　すぐに街の雑踏に紛れて消えてしまう小さな声で、ぽつりと呟く。

　だって、わかったところでどうしようもない。私は日本に帰り、許嫁の清十郎さんと結婚するのだ。

　夢も希望も……そしてたった今自覚した、叶多さんへの恋情も捨てて。

　これ以上彼と一緒にいたら余計につらくなる。だったら彼に黙って早めに帰国した方がいいのだろうか。でも……。

『明日は早く帰るから。約束通り、シェリーで乾杯しよう』

　やっぱり、最後の夜はそばにいたい。気持ちを伝えることはできなくても、あと少しだけ、片想いでいいから、彼に恋をさせて――。

　その日は観光を早々に切り上げて彼の帰りを待つことにしたのだが、叶多さんの帰宅は深夜になってからだった。

　ひと目顔が見たくて起きて待っていたけれど、玄関で出迎えた彼は少しそっけなかった。

「寝ていてよかったのに。あと、俺の貸した上着は？」

　彼が帰ってきたと思って慌ててベッドを出たので、例のキャミソールワンピースの寝間着になにも羽織らず来てしまった。それがよくなかったらしい。

「ごめんなさい……。でも、ひと言おやすみなさいを言いたかっただけなので」

「礼儀正しいのは結構だけど、気を遣わなくていい。話を聞いてやれなくて悪いけど、すぐにシャワーを浴びるから、おやすみ」

「……おやすみなさい」

　あまり目を見てくれなかった。

　昨日や一昨日とは違い、仕事で疲れているんだもの……仕方がないよね。

　顔が見られたのは嬉しいけれどどこか寂しくて、私はとぼとぼゲストルームに戻って眠りについた。




「今夜は外食か、それとも家で食べるかどっちがいい？」

　四日目の朝、昨日と同じように彼と朝食を囲んでいたら、さりげなくそう聞かれた。

　昨夜そっけない態度だったのは、やはり単に疲れていたかららしい。今夜の約束を彼自身楽しみにしているような雰囲気も感じられ、心が浮き立つ。

「私は家がいいです。叶多さん、お金は受け取ってくださらないし、感謝の気持ちを込めて、お料理を作ってあげられたらなって」

「昨日も今日も、朝食を作ってくれたじゃないか」

「それじゃ、こちらの気が済まないんです。長い間泊めていただいてとても助かったんですから、もっと手の込んだものでおもてなしさせてください」

　料理がそれほど得意なわけではないが、叶多さんのためになにかがしたかった。

　物をプレゼントすることも考えたものの、彼の趣味に合わないものを選んでゴミになってしまったら意味がない。だったら形には残らなくても、お酒に合う料理を作って、彼と楽しい時間を過ごすことで恩返しできたらと考えたのだ。

「そこまで言うなら、お言葉に甘えるよ。七時までには帰れるようにするから」

「わかりました。じゃ、その時間に合わせて料理を仕上げますね」

「ああ。酒の準備は俺に任せて」

　彼となら夕食についてたわいのない会話をするだけで、胸がほわっと温まる。結婚相手が叶多さんだったなら幸せになれたのかな……なんて、無意味な想像はやめよう。

　交互にやってくるときめきと切なさに心を乱されつつ、今日も凛々しいスーツ姿で出勤していく彼を見送った。




　昼間のうちにスーパーで夕食の材料を調達し、午後の早い時間から料理に取りかかった。

　メイン料理はラム肉と夏野菜をトマトで煮込んだチリンドロン。その他に、お酒に合うタパスを何品か作った。

「……うん。美味しい」

　自作したカルパッチョソースをスプーンで味見し、ひとりごちる。

　傍らに置いたスマホの時間は、七時十分前。そろそろ帰ってくるかなと思いつつ、花のように広げて並べたサーモンの薄切りに、ソースをかけた。

　テーブルにカトラリーを並べていると、叶多さんが帰宅した。

「お帰りなさい。時間ぴったりですね」

「ただいま。ほら、ご所望のシェリー」

　微笑んだ叶多さんに、昨日のような疲労の色は見えず安心する。

　キッチンにやってきた彼は、手に提げていた紙袋からワインボトルに似た褐色の瓶を取り出した。

「わぁ、飲むの楽しみです」

「最後の夜だ。楽しくやろう」

　ポン、と私の頭に手を乗せた彼は、「着替えてくる」と一旦寝室へ向かう。

　そうよね、本当に最後なんだから。楽しまなくちゃ……。

　暗くなりそうな気持ちを鼓舞し、テーブルにてきぱきと料理を並べた。

　ラフな格好に着替えてきた叶多さんと乾杯し、初めてのシェリーに口をつける。少し口に含んだだけでかぁっと口の中全体が熱くなり、びっくりして噎むせてしまった。

「大丈夫か？　ストレートがきつかったら、炭酸で割ってもいいんだぞ」

「だ、大丈夫です……。アルコールはとても強いですけど、香りも味も好きです」

「それならいいけど、料理と一緒に少しずつ楽しんだ方がいい。くれぐれも飲みすぎないようにな」

「気をつけます」

　神妙にうなずき、シェリーは食事の合間に少しずつ飲むことにする。

「これ、美味しいな。タコとじゃがいもの」

「よかった。ガリシア地方の料理らしいです」

「へえ。スペインに赴任して長いけど、初めての味だ」

　料理を褒められ、くすぐったい。思わずグラスのシェリーに手を伸ばし、照れくさいのをごまかす。その後も叶多さんがすべての料理を褒めてくれるので、思いのほかお酒が進んでしまい、体がポカポカしてきた。

　酔っていることを自覚し、火照っているであろう頬に手のひらをあてる。

「私、赤くなってます……？」

「なってる。そろそろやめさせないと、きみの婚約者に怒られそうだ」

　冗談めかして言った彼が、私のグラスを奪おうと手を伸ばす。しかし、〝婚約者〟のひと言に急に動揺してしまった私は、グラスを自分の方へ引き寄せ、瓶から追加のシェリーをとくとく注いだ。

「美来？」

「楽しくやろうって言ったじゃないですか……。あの人の話はしないでください」

「そうだったな……ごめん。それは謝るけど、酒はもうやめよう。グラスを貸して」

「いやです……っ」

　子どものように首をぶんぶん横に振り、一気にグラスの中身を呷あおる。瞳が潤んで、熱い吐息がはぁっとこぼれた。

「逃げているだけかもしれません。でも帰国したら、きっと生きている実感さえ得られない毎日になる。待っているのは、児童文学を翻訳する夢も叶えられず仕事を奪われ、ただ許嫁に尽くすだけの日々……理不尽な運命に抗いたいと思っても、私の味方なんて日本にはひとりもいません」

　こんな風に嘆いたところで状況は変わらないし、叶多さんを困らせるだけ。

　そんなのわかっているのに……。

「美来」

　叶多さんの優しい声に、俯うつむいていた顔を上げる。

「この間も言ったはずだ。運命に飲み込まれないよう、必死に抗うきみを信じて俺はここまでこれたって。無責任なことを言うつもりはないが、あきらめてほしくない。なにか方法がないか、一緒に考えさせてくれないか？」

「叶多さん……」

　力強い彼の眼差しに胸が高鳴った瞬間、テーブルの上に置いていたスマホが短い着信音を鳴らす。

　なにげなく視線を動かすと、メッセージの通知が目に入る。差出人は【藤間清十郎】となっていた。ドクン、と心臓が重たい音を立て、おそるおそるスマホを手に取った。

【お前が帰国したらすぐに紫陽花楼で花嫁修業ができるよう、八束社長に話してきた。今後の生活も当然俺の実家でしてもらう。異論は受けつけない】

　命令とも呼べるそのメッセージに、こらえ切れずに涙がこぼれた。

　清十郎さんは、心の準備すらさせてくれないらしい。私が仕事を失おうが、一変する生活に不安を抱こうが、彼にとっては興味も関心もないのだ。

　政略結婚だもの、仕方がない……今までそう思えていたのに、叶多さんに再会してから、どうもダメだ。本当は別の未来もあるんじゃないかって、そんなに自分を殺さなくてもいいんじゃないかって、もうひとりの自分が激しく訴えるから、胸が苦しい。

「美来……少し落ち着こう。ソファで休むか？」

　叶多さんが静かに席を立ち、私のもとへ歩み寄る。差し伸べられた手を取ると温かくて、こんな時まで優しい彼に、涙が止まらない。

「迷惑ばかりかけて、ごめんなさい……っ」

「気にするなって。歩けるか？」

　椅子から腰を上げたものの、脚に力が入らなくてそのまま床に倒れそうになる。とっさに私を抱き留めた叶多さんと、至近距離で視線が絡む。

　このまま好きだって言えたらいいのに……政略結婚もなにもかも投げ出して、彼とふたりで生きていけたらいいのに。

　胸の内で呟くと同時に、涙がひと筋頬を滑り落ちた。

「……俺だったら、そんな顔をさせないのに」

「え……？」

「たったひとりで苦しみに耐えるきみを見ているのも、もう限界だ」

　切なそうに言った彼が、両手で私の顔を包み込む。ドキン、と鼓動が大きく跳ねた直後、長い睫まつ毛げを伏せた彼の顔が近づいてきて、唇同士が触れた。

　どうして、キスなんて――。

　戸惑う反面、胸は熱く高鳴っていた。今までで一番叶多さんの香りや熱を近くに感じて、胸が詰まるほどの幸福に包まれる。

　一度唇が離れたものの、愛おしそうな目をした彼に見つめられ、また唇を塞がれる。

「ん、ふぅっ……」

　角度を変えて重なる唇の隙間から、シェリーの香りがする熱い吐息がこぼれた。

　キスの理由を彼に聞く勇気はないし、聞いたところで無駄だ。

　だって、一緒にいられるのは今夜が最後なんだもの……だったらこのまま、彼の熱に酔わされていたい。私がそう思った直後、濡れた舌が唇の隙間から入り込んだ。甘い感触に体の力が抜け、腰が砕けそうになる。

「つかまってて」

「えっ……きゃっ」

　キスでぼんやりしていた思考が、突然のお姫様抱っこで覚醒する。

　慌てて彼の首にしがみつくと、彼はスタスタと廊下を通って、彼の寝室へ移動する。

　私を休ませてくれるつもりか、それとも……。勝手に期待しそうになる胸を宥めているうちに、初日に見たグレーのベッドの上に仰向けに寝かされた。

　ギシッとベッドのスプリングが軋きしみ、彼が四つん這ばいで覆いかぶさる。煽せん情じょう的な眼差しで私を見下ろし、慈しむように頬を撫なでた。

「きみを悲しませる婚約者のことなんて……今は忘れろ」

　頬に触れていた手が、首筋から肩をなぞるように滑り落ちる。それだけで、これから起こることを察した体がじわじわ熱を帯びていった。

「叶多さん……」

　からからの喉で、かろうじて彼の名前を呼ぶ。心臓が口から飛び出しそうだ。

「嫌なら俺の頬を打て」

　真剣な目をして告げられ、彼の大きな影がかかる。

　拒まなきゃ……。そう思うのに、アルコールの回った体に力が入らない。せめて言葉で抵抗しようと思うものの、酔ってぼんやりする頭の中で言葉を探しあぐねているうちに、やわらかな唇が重なった。苦しいくらいに、鼓動が激しくなる。

「ダメ、です……」

　一度唇が離された瞬間ようやくそんなひと言を発するも、叶多さんはそれには答えず、いっそう激しいキスで私を黙らせる。そのうち、服の中に彼の手が滑り込んだ。

　叶多さん、どうして……。

　望まない結婚生活に飛び込もうとしている私を、慰めてくれているつもりだろうか。それか、弱っている女だから付け込めると思った？

　多くを語らない彼がなにを思っているのかわからないけれど、私にとっては好きな相手。彼の前に肌を晒すのは恥ずかしかったけれど、嫌ではなかった。わずかに残るためらいを溶かすように全身にキスを落とされ、なすがままにされる。

　彼の手が触れればどこだって痺しびれるような快感を覚えたし、誰にも触れさせたことのない脚の間も、恥ずかしいほどすぐに熱く蕩けた。

　一度高みに連れていかれ、肩で息をしながら、避妊具を着ける彼を待つ。

　――と、その時、隙間の開いたドアの向こうから、微かに電話の着信音が聞こえてきた。ダイニングに置きっぱなしになっている、私のスマホの音だ。

　また、清十郎さんかもしれない……。

　とっさに体を強張らせると、叶多さんが私の不安を察したように、唇に優しいキスを落とす。

「気にするな。彼だとしても焦らせておけばいい」

　不愛想にそう言った彼が、私の耳元に唇を近づける。

「……美来は俺に集中して」

　吐息たっぷりに囁ささやかれた直後、大きく開かされた脚の付け根に鈍い痛みが走った。

　思わずギュッと目を閉じて息を詰めると、「力を抜いて」と優しく諭され、慈しむように髪を撫でられる。ただの慰めや、自分の欲をぶつけているという感じではなく、大切な人を抱くような態度に、胸がギュッと締めつけられる。

　そんな風にされたら……もっと好きになってしまうよ。

　恋心が加速するのを感じると同時に体の緊張もほどけ、様子を見るように動き出した彼に、徐々に翻弄され始める。苦痛はすでになくなり、腰を打ちつけられるたび、自分のものではないような恥ずかしい声が漏れた。

「きみは渡さない、誰にも」

「叶多さ、ん……あぁっ」

　独占欲の滲んだ発言もまるで本気のように聞こえ、感情の高ぶりと同時にのぼりつめる。

　もしも人生をやり直せるのなら、もう一度彼と出会い直して、今度はちゃんと愛し合いたい――。

　薄れゆく意識の中で叶わぬ願いを呟き、私はそのまま意識を手放した。




　翌朝目を覚ますと、ベッドには私ひとりで横たわっていた。ハッとして体を起こすと薄手の布団が肌を滑り落ちる。露わになった素肌の胸元にかぁっと頬が熱くなり、慌てて布団を手繰り寄せた。

　彼との一夜は夢じゃなかったんだ。どうしよう、私、取り返しのつかないことをしてしまったんじゃ……。

　微妙に倦けん怠たい感かんの残る体でベッドを抜け出すと、布団の上に昨日脱いだ服が畳んで置いてあった。床に落ちていたはずだが、叶多さんが拾ってくれたようだ。

　とりあえずその服を身に着けてリビングダイニングを覗くと、叶多さんはキッチンにいて、コーヒーを淹れていた。昨夜は遅くまで体力を使ったと思うのだけれど、今日も疲れを一切感じさせない完璧なスーツ姿だ。

　ゆっくり室内に足を踏み入れると、私の姿に気付いた彼が「おはよう」と微笑む。それだけでギュッと胸が締めつけられて、泣きたいような気持ちになった。

「おはようございます。あの、昨夜はごめんなさい……」

　彼の前に歩み寄り、ぺこりと頭を下げる。顔を上げると微かに憂いを帯びた目をした彼と視線が合い、どきりとする。

「どうして謝る？」

「どうしてって……私は結婚を控えた身なのに、酔っぱらってあんな……」

「後悔してるのか？」

　美しい彼の瞳が、私の心の奥を探るようにジッと視線を注ぐ。

　心に浮かんだ答えは「いいえ」だけれど、それを口にしたら私の気持ちがバレてしまう。

　だからといって「はい」とも言えず、俯いてきゅっと唇を噛かみしめた。

　叶多さんはそれ以上私を問い詰めることはなく、こちらにそっと手を伸ばす。

　軽く曲げた彼の指先が顎に添えられてくいっと引き上げられ、強引に見つめ合う形になった。

「俺は、後悔してない」

　凛りんとした声音に、強い眼差しに、心をまっすぐ射貫かれるようだった。大きく見開いた私の目に、強い決意を滲ませた彼の表情が映る。

「半端な気持ちできみに触れたんじゃないんだ。美来が幸せなれる結婚なら邪魔するつもりはなかったが、ずっとつらそうな顔をしているきみを見ているうちに、気持ちがこらえらえれなくなった。……本気で美来が好きだ。今度は俺が、きみの夢を叶える手助けをしたい」

「叶多さん……」

　そういえば、彼は昨夜も私の気持ちに寄り添い、励ましてくれた。

『この間も言ったはずだ。運命に飲み込まれないよう、必死に抗うきみを信じて俺はここまでこれたって。無責任なことを言うつもりはないが、あきらめてほしくない。なにか方法がないか、一緒に考えさせてくれないか？』

　あの時、微かに胸に光が差したような気がしたけれど、直後に清十郎さんからの連絡があったせいで、私はまた臆病になっていた。運命に抗っても無駄、あきらめるしかないと。

　でも、果たしてそれが私の本音なの？　本当は、あきらめたくなんてないはずだ。昔のように、自分を信じて前向きに人生を歩みたいと思っているはずだ。

　自問しながら彼を見つめていたその時、この部屋に置きっぱなしになっていたスマホが短い着信音を奏でる。ハッと我に返ってテーブルからスマホを取ると、またしても清十郎さんからのメッセージだった。

【無視を決め込むのは勝手だが、すでに伝えた予定を変えるつもりはない。とにかくさっさと帰ってくるんだ】

　ずっと返信せずにいる私に苛いら立だっているのか、不機嫌そうな文面だ。すでに伝えた予定というのは、帰国直後に清十郎さんの実家で暮らし、旅館の仕事を教えられる件だろう。

　もう負けたくない……だけどなんて返事をしたらいいの。

「美来」

「叶多さ――」

　呼ばれて振り向こうとしたところを、背後からギュッと抱きしめられた。彼は私が握りしめるスマホを優しく奪い、テーブルに戻してしまう。

「もうすぐ出勤しなきゃならない。きみの気持ちだけ、聞いておきたい」

　熱を孕はらんだ声音が耳元で震え、先ほど彼に告白されたことを思い出す。

　まだ実感がないけれど、本当に叶多さんは私を……？

「とても嬉しいんです、叶多さんの気持ち。私もきっとあなたを……愛しています」

　自分の心と向き合いつつ、勇気を出して想いを伝える。口にしてはいけないと思っていたけれど、いざ素直になってみると、枷が外れたように心が楽になった。

　彼とこのまま愛し合えたらどんなに幸せだろうと思う。だけど、今の私の立場はあまりにも中途半端だ。叶多さんを本気で愛しているならなおさら、日本で待つ両親や清十郎さんに、きちんと事情を話さなければ。

　私はそっと体の向きを反転させ、正面から叶多さんを見つめた。

「だからこそ一度、日本に帰ろうと思います」

「帰る？」

　これまでは、自分が我慢して政略結婚を受け入れるしかないとあきらめていた。でも、今は少し疑問に思う。八束グループも紫陽花楼も、本当に政略結婚という手段でしか発展できないのかと。

　そう思えるようになったのは、多分叶多さんのおかげだ。

「父や婚約者に、叶多さんという大切な人ができたことを報告して、正当な方法であなたと幸せになりたい。それが正直な気持ちだから……」

　清十郎さんはともかく、父の説得はそう簡単にはいかないのはわかっている。政略結婚を蹴る理由が、そして私が愛した人が城後叶多であると知ったら、腹を立てるに違いない。

　それでも運命に抗い、自分の人生を歩きたいのだ。叶多さんに出会った頃のような、自分を信じて夢にまっすぐ向かえる強さを取り戻して。

「しかし……俺は来月いっぱいまで大使館勤務だ。美来が助けを求めたいと思っても、すぐに駆けつけてやれない」

「大丈夫です。叶多さんと出会った頃の私はかなりじゃじゃ馬だったのを覚えているでしょう？　あの時の気持ちを思い出して、もうこの娘は手が付けられないって、父が匙さじを投げるまで頑張ってみます」

　力強く宣言し、微笑みかける。叶多さんは切なそうに眉を曇らせ、私を見つめた。

「今この瞬間ほど、外交官という自分の職業を恨んだ覚えはない……」

「恨む必要なんてありません。実力で自分の夢を実現させた叶多さんは私の目標なんですから。叶多さんはここでやるべき仕事を続けて、私は日本で父たちを説得する。そして二カ月後、笑顔で会いましょう？」

　励ますようにそう口にしても、叶多さんはまだ複雑な表情をしている。

　どう話せばわかってもらえるのか、しばらく考えてもうまい言葉が見つからず、私は思い切って自分から彼の顔を両手で包み込み、唇を合わせた。

　離れても、絶対にあなたへの気持ちは変わらない。そんな気持ちを伝えるように、触れるだけの長い長いキスを続ける。

「変わらないな、八年前と」

　唇を離し、お互いに息をついたところで、叶多さんがぽつりと呟く。

「八年前……？」

「ああ。あの時も、きみはその屈託のない明るさと前向きさで、俺の心に光を灯してくれた」

　叶多さんは過去を懐かしむように目を細めてやわらかい笑みを浮かべる。

「俺が外交官の夢を叶えられたのは俺の実力だとさっききみは言ったが、決してそれだけじゃない。美来がくれた心の灯が、ずっと人生の道標になってくれたから……俺は夢を見失わずにいられたんだ」

「叶多さん……」

　自分がそれほど彼の人生に影響を与えていたとは思いもよらず、胸に熱い感情がこみ上げる。

「離れていても、お互いの存在が心の中にあれば強くいられる。私たちならきっと、そんなふたりになれます」

「ああ。そうだな」

　しっかりとうなずいた叶多さんは、頬にあてられた私の手に自分の手を重ね、温もりを確かめるようにギュッと握った。

「それで、具体的にはいつ帰るんだ？」

「……もともと旅行は五日間の予定でしたし、決心が鈍らないよう、叶多さんが仕事に行っている間に日本へ発ちます」

「そうか……帰ったら、もうきみはいなくなっているんだな」

　切なそうに笑った彼が、私を抱き寄せる。最後に私の温もりを確かめるように、きつく腕に力を込めて。

「必ず、迎えに行くから」

「はい。待ってます」

　二カ月なんてあっという間だ……。強く自分に言い聞かせ、涙をこらえる。

「愛してる」

「私だっ――」

　私だって愛しています、そう言おうとしたのに、熱い唇に口を塞がれて声を奪われた。こぼさないと決めていた涙がひと筋、頬を滑り落ちていく。

　唇を離すと、泣き顔を見られたくなくて彼の胸にギュッと顔を埋めた。

「Qué tengas mucha suerte.」

　叶多さんが耳元でそっと囁く。八年前からずっと私を支えてくれていた、魔法の言葉。しばらくの間そばにいられないからこそ、心に沁しみ渡る。

　私も『叶多さんにたくさんの幸運がありますように』と、強く祈りたい。

「Qué tengas mucha suerte.」

　涙ながらに必死で彼に伝える。微笑んだ彼の瞳もうっすらと張った涙の膜で揺れていて、切なさに胸が詰まった。

　それからはお互いにもう言葉を発することもできず、叶多さんが仕事に遅れないギリギリの時間までただ抱きしめ合い、別れを惜しんだ。




　午後四時前、タクシーでマドリード・バラハス空港に到着した。インターネットで予約していた航空券を発券し、飛行機の時間までしばらくロビーのベンチで待つ。

　到着日時を清十郎さんに知らせておくべきだろうか。手荷物からスマホを取り出して、逡しゅん巡じゅんする。

　もう逃げないと決めたのだから、どんなに不安でも彼にもきちんと向き合うべきだよね……。

　メッセージアプリを開いて彼へのメッセージを打とうとしたその時、不意に画面が切り替わって清十郎さん本人から電話がかかってきた。ちょうど彼のことを考えていたので驚いたが、話をするいい機会かもしれない。

「はい」

『ようやく出たか……帰国はまだなのか？』

　開口一番、ため息交じりに聞かれる。彼との会話はいつも緊張するが、ゆっくり深呼吸をして口を開く。

「今、マドリードの空港で飛行機を待っているところなので、明日にはそちらへ着きます。あの……大事な話があるのですが」

『なんだ』

　間髪入れずに聞き返される。大事な話だと言っているのに、その口調は煩わしそうだ。さっそくめげそうになる自分をなんとか奮い立たせる。

「私たちの結婚を、考え直していただきたいと思っています」

『……理由は？』

「大切な人ができたんです……彼のことを心から愛しています」

　包み隠さず、正直な思いを打ち明ける。緊張してスマホを握る手に汗を滲ませる私の耳に、清十郎さんのため息が聞こえた。

『スペイン人の男にナンパでもされたのか？』

「ち、違います……！　彼は在スペイン日本国大使館に勤めている日本人の男性で、二カ月後には日本に戻ることが決まっています」

『つまり、外交官ということか。そんなエリートがお前のような能なしに興味を持つとは思えない。お前だけが熱を上げているんじゃないのか？』

　叶多さんと自分が人間的に釣り合っていないのは自覚があるので、清十郎さんの指摘にずきりと胸が痛む。

　でも、これから彼に見合うような女性に成長するつもりなのだ。叶多さんならきっと広い心で、私が追いつくのを待っていてくれる。

「彼とは昔からの知り合いで、お互い励まし合うような関係性だったんです。それで、今回偶然再会して、やっぱり息が合うとわかって」

『恋に落ちたというわけか』

「……はい」

　抑揚のない清十郎さんの声からは感情が読めず、会話の行方が見えない。

　結婚前に裏切られたと怒っているか、呆れているか、もしくはその両方かも……。

『どうやら、俺はお呼びじゃなさそうだな』

「えっ？」

　予想外の言葉に、目を瞬かせる。彼の声が突然やわらかくなったようにも聞こえた。

『俺から八束社長に報告しよう。美来はスペインで運命の恋人と出会ったらしく、俺のことは眼中にないと』

　ほ、本当に……？

　絶対に嫌みを言われるだろうと思っていたのに、人が変わったように優しい物言いをする清十郎さんに拍子抜けする。

「父には私から話すつもりでしたが、清十郎さんからも伝えていただけると心強いです。でも……本当にいいんですか？」

　簡単に味方になってもらえてありがたい反面、それが本心なのかどうか怪しく思ってしまう。

「もちろん。美来が政略結婚を嫌がっているのはわかっていたが、これまでお前に男の影はなかったし、両家の繁栄のためと思って、結婚は致し方ないと思っていた。しかし、本当に心を寄せる相手ができたのなら話は別だ」

「じゃあ、政略結婚を取りやめてもよいと……？」

「ああ。決まった相手がいないのならまだしも、他の男性を好いている女性を娶めとるなんて、残酷なことはできない。男としてのプライドも少なからず傷つくしな」

　冗談めかしてはいたが、後半は清十郎さんの本音に聞こえた。他の男性に心奪われている私を妻にすることは、プライドの高い彼にとって確かに許しがたいことだろう。

　政略結婚のメリットと天てん秤びんにかけても、つり合いが取れなかったのかもしれない。

　安易に信用してはいけない相手だとは思うが、清十郎さんのプライドの高さを鑑みて、彼が嘘を言っているようにも思えなかった。決して性格がよいとは言えない清十郎さんだからこそ、今回の言い分は信じてもいいと思えたのだ。

「ありがとうございます。このたびはご迷惑おかけしました」

『それで、飛行機はいつこっちに着くんだ？　空港まで迎えに行く』

「いえ、電車かタクシーで帰れますから」

『直接詳しい話を聞きたいんだよ。自宅まで送ってやるから遠慮するな』

　確かに、電話では伝えきれない部分も多々ある。一緒に父を説得してくれるなら、その相談もしたい。

「お忙しいのにすみません。この電話を終えたら、メッセージで時間を送りますね」

『わかった。気をつけて帰ってこい』

　清十郎さんが私を気遣うなんて……。政略結婚の相手ではなくなったから、逆に他人行儀になったとか？　別人のように優しくなった彼に戸惑いつつも、飛行機の時間を彼に知らせるため、再びスマホでメッセージを打ち始めた。




　飛行機に搭乗してシートに深く身を預けると、大好きなスペインの景色を目に焼きつけるように、窓の方を向いた。

　愛する人と離ればなれになるのは苦しいけれど、苦労すると思っていた清十郎さんの説得が意外すぎるほどすんなり済んだのはホッとした。

　彼の協力があれば、父の説得だってうまくいくはずだ。

　離陸直前のアナウンスが流れ、とりあえず体を休めようと目を閉じる。なにせ日本までのフライトは、直行便でも十四時間かかるのだ。

　それに昨夜から今朝にかけて叶多さんに思い切り愛された影響か、体のあちこちがだるかった。

　本当に、幸せな時間だったな……。

　昨夜の甘い時間を反芻し、夢と現実の狭はざ間まを揺蕩たゆたいながら徐々に深い眠りに落ちた。










敵だらけの日本




　日本時間で翌日の午後、私を乗せた飛行機は成なり田た空港へ到着した。

　到着ロビーにはすでに清十郎さんの姿があり、私に気付いてベンチから立ち上がった彼の方へ、緊張しながら歩み寄る。

　清十郎さんは身長一七〇センチ強、緩いパーマで波打つ焦げ茶色の前髪から、一重瞼の鋭い切れ長の目が覗いている。職業柄普段は和服を纏まとうことの多い彼だが、今日は和柄の開襟シャツにブラックデニムを身に着けたラフな服装をしていた。

「お待たせしました」

「それほど待ってない。行くぞ」

　私のキャリーケースを奪うように引き、スタスタと歩きだす彼を慌てて追う。歩きながら聞いたが、清十郎さんは空港の駐車場に自分の車を停めていて、私を白しろ金かねの実家まで送り届けてくれるそうだ。

　彼の愛車は丸いライトがかわいらしいクラシックな白い小型車。駐車場でトランクに荷物を積み、ふたりで乗り込んだ。

「八束社長は今頃仕事。話をするのは夜になるな」

　空港の敷地を出て高速道路に入ったところで、清十郎さんが口を開く。

「清十郎さんは、お仕事大丈夫なんですか？」

「今日はたまたま宿泊客が少ない。両親や紫陽花楼の従業員には明日詫わびるよ」

「私のせいで、ごめんなさい……」

　清十郎さんの態度がやわらかいせいか、自分でも驚くほどすんなり、謝罪の言葉が口から出た。しかし、前を見据える彼の表情は変わらず、いつものような辛辣な言葉もないが、優しいフォローがあるわけでもなかった。

　沈黙が気まずくてバッグからスマホを取り出すと、叶多さんから【無事に着いたか？】とメッセージが届いていた。ふにゃっと顔が緩みそうなのをこらえ、【着きました。これから家に帰ります】と打ち込む。

　清十郎さんが味方になってくれたことはメッセージより電話でゆっくり話した方がわかりやすそうなので、あえて伝えなかった。

【気をつけろよ。それと、帰ったらゆっくり休んで】

　優しい気づかいに【ありがとうございます】と返して、ふう、と息をつく。

　離れていても、こうして連絡は取り合えるんだもの。二カ月くらい耐えられるはずよね……。

　スマホの中に叶多さんがいるわけではないけれど、なにげないメッセージだけでも勇気づけられた気がして、返信した後も私はしばらくスマホを両手で握りしめていた。




　夕方五時頃、実家に到着した。

　閑静な住宅街の中でもひときわ大きな西洋風の屋敷だ。

　重厚な門の前でインターホンを鳴らし、対応した家政婦に帰宅を告げる。清十郎さんも一緒だと告げ、車が中に入れるように門を開けてもらった。

　車で庭を抜けた先にある駐車場に車を停め、正面玄関から建物の中へ入る。すると、巨大な玄関ホールの中心にあるらせん階段から、シンプルな紺の襟付きワンピースとエプロンを纏った我が家の家政婦が急いだ様子で下りてきた。

「お帰りなさいませ、美来様」

「ただいま、泉いず美みさん」

　私より三つ年上、清十郎さんと同じ二十七歳の京きょう本もと泉美さんは、肩の上で切り揃えたボブヘア、色白で清せい楚そな顔立ちが特徴の、住み込みの家政婦。この家にはもうひとり年配の家政婦の綿わた貫ぬき妙たえさんという女性もいて、妙さんが炊事担当、年の近い泉美さんは私の身の回りの世話を担当している。妙さんの姿が見えないのは、キッチンで夕食の支度をしているからだろう。

　私は世話係なんていらないと言ったのに、両親は結婚前の私を泉美さんに見張らせて安心したかったらしい。さすがに海外旅行にまでは付き添わなかったけれど、泉美さんはいつもさりげなく私を気にかけてくれる存在だ。

　私の母は仕事をしていないものの、趣味のテニスやお茶の稽古に忙しくしていて、家事は一切ノータッチ。広い家の掃除や洗濯、その他の雑務も妙さんと泉美さんが協力して行ってくれており、ふたりとも八束家には必要不可欠な存在だ。

「お荷物、部屋までお運びしますね」

「それなら自分でできるわ。それより、清十郎さんにお茶をお願いできる？」

「かしこまりました。では藤間様、こちらへ」

　泉美さんと清十郎さんは、階段下の廊下を通ってリビングの方へ消えていく。

　私はキャリーケースを持ち上げて階段をのぼり、二階の自室へと運んだ。

　部屋の明かりを点け、ふうっと息をつく。ナチュラルな木製家具と、小花柄のカーテンや寝具カバーで揃えてある十畳の部屋は、旅行に出てくる前となんら変わりない。

　とりあえず、清十郎さんの実家でなく自分の家へ帰って来れてよかった。

　見慣れた部屋の景色に安あん堵どの息をつき、旅行の荷物を簡単に片付けて部屋を出た。

　一階に下りてリビングの戸を開けた瞬間、パリン、と食器が割れるような音が聞こえて驚く。慌てて音のした方へ駆け寄っていくと、清十郎さんが腰かけるソファの足元で、紅茶のカップが割れていた。

　ソファの横では泉美さんが真っ赤な顔で口元に手を当て、立ち尽くしている。

　どうしたんだろう。割れたカップを片付けもせず……。

「泉美さん？」

　彼女が心配でそっと顔を覗くと、彼女はハッとして私に頭を下げる。

「申し訳ございません、私の不手際です。すぐに片付けて新しいものを用意します」

「清十郎さん、お怪我は？」

「俺はなんともない」

「本当に申し訳ございません……」

　今にも泣きだしそうな顔をして、泉美さんが一旦この場を離れていく。私はカップの破片を避けるようにして清十郎さんの対面に座り、「なにがあったんですか？」と尋ねた。

「別になにも。彼女の手が滑っただけだ」

「そうですか……珍しい、泉美さんの仕事はいつも丁寧なのに」

　妙さんは私が生まれる前から八束家にいるベテラン家政婦だが、おおざっぱなところがある。それに対し、五年前にこの家に入った泉美さんはどんな仕事も丁寧なので、いつも感心していた。

「それより、美来は自分の心配をした方がいいんじゃないか？　八束社長を説得するのは一筋縄じゃいかない」

「わかっています……。絶対にあきらめません」

　話しているうちに泉美さんが戻ってきて、ゴム手袋をした手で割れたカップの欠片かけらを拾ってビニール袋へ入れ、仕上げに掃除機をかける。最後に紅茶がこぼれた床を丁寧に拭くと、新しい紅茶を淹れるため、キッチンの方へ駆けていった。

　その一部始終を見ていると、なんとなくだがやはり彼女の様子がいつもと違う気がした。




「――美来！」

　紅茶を飲みながら、清十郎さんとあまり盛り上がらない会話をして過ごすこと数十分。いつもよりだいぶ早い時間に帰宅した父が、血相を変えて私たちのもとへやってきた。

　オールバックにきっちり撫でつけられた髪、メタルフレームのスクエア型眼鏡、いつもへの字に曲がった口元が威圧的で相変わらず近寄りがたい風貌だが、八束グループの社員たちからの信頼は厚いらしい。

「お父さん？　仕事は？」

「藤間くんに連絡をもらって、早めに切り上げた。しかしそんなことはどうだっていい。お前は、結婚前になんという真似をしてくれたんだ……！」

　立ったまま、強い口調でまくし立てる父。清十郎さんが父にどんな連絡をしたのかは知らないが、私と叶多さんとの関係について言いたいのだとは理解した。

「ちょっと落ち着いてよ。冷静に話し合いましょう？」

「落ち着いていられるわけがないだろう、美来。私は、父親として恥ずかしい。藤間くんという許嫁がありながら、彼を裏切り、海外で不貞を働くような娘に育てた覚えはない……！」

「不貞って……そんな言い方しないで。私なりに悩んで出した結論よ。自分の未来は自分で決めさせてほしいの」

　父に負けじと、思わず立ち上がって反論する。私たちの言い合いを聞きつけたのか、泉美さんと妙さんも、リビングの端で成り行きを見守っていた。

　しかし父にたじろぐ様子はなく、眉間の皺しわをますます深める。

「数日一緒にいただけで、真剣な愛が芽生えるわけがない。向こうだって遊びだったに決まっている」

「どうしてそう決めつけるの？　彼はそんな人じゃないわ……！」

「目を覚ますんだ美来。お前には、藤間くんという立派な相手がいるじゃないか」

　手のひらを清十郎さんの方へ向け、なんとか私を諭そうとする父。助けを求めるように清十郎さんを見ると、彼はスッと立ち上がって、私たちのそばに立つ。

「八束社長。美来さんを許してあげてください」

「なっ……きみまでなにを……！」

　清十郎さんの優しい声音に、感情的だった心が落ち着きを取り戻す。

　そう……いくら父が反対しようと、清十郎さんはこちらの味方。許嫁の彼に結婚する気がなくなれば、父だって強引に結婚話を進めることはできない。

　清十郎さんの存在を初めて頼もしく思い、彼の横顔に好意的な眼差しを向けた、その時。

「私は、美来さんが外で愛人を作っても構わないと思っています。彼女が妻になってくれるのなら、それ以上は望みません」

「え……？」

　今、彼はなんて……？

　聞こえてきた言葉が呑のみ込めず、ただ清十郎さんを見つめる。

　呆あっ気けにとられる私と同様、父も驚きを隠せない様子だ。

「きみは許すと言うのか？　このだらしない娘を」

「美来さんは私より三つも若いですから、結婚を窮屈に思う気持ちがあったのでしょう。その上、嫁ぎ先は伝統と格式を重んじる紫陽花楼。若女将としての仕事を任される前に、海外で思い切り遊びたくなった心情も理解できます」

　電話で話した時とはまるで違う言い分に、愕がく然ぜんとする。

　あれは、私に自分を信用させるための嘘だったの……？

「だけど美来さん」

　唐突に手を握られ、ビクッと肩が跳ねる。戸惑いながら見つめた清十郎さんがどこまでも静かな目をしていて、私にはそれがとても……とても怖かった。

「ひとりで海外に行くなんて危ない真似は、もうやめてほしい。空港できみの姿を見つけるまで、心配で気が気じゃなかったんだ。本当に無事でよかった」

　清十郎さんは声を震わせながら話し、握った私の手を持ち上げ自分の頬にあてる。

　一見、とても愛情深い言動に見える。けれどその裏側にある清十郎さんの本音はまったく逆なのではないかと思えて、背筋を冷たい汗が伝った。




　すっかり安心しきった父は、帰ってきたばかりなのに『仕事に戻る』と言って忙しなく家を出て行った。清十郎さんと話がしたいが、リビングでは家政婦さんたちの目があったため、仕方なく彼を自室へ連れて行った。

「どういうつもりですか……？」

　部屋に入ってすぐ、彼を振り返って問いかけた。清十郎さんは遠慮する様子もなくベッドに腰を下ろし、足を組んで寛ぎ始めてから口を開く。

「どういうつもりって、当初の予定通りだ。俺はお前を妻にして、紫陽花楼を成長させる」

「他に好きな人がいる私とは、結婚したくないんじゃなかったんですか……？」

　彼が猫をかぶっていると想像しなかったわけじゃないが、電話での会話は本心だとばかり思っていた。

「ばかばかしい。お前も相手の男も、海外での火遊びで一時的に心が盛り上がっているだけだ。俺という許嫁の存在があるからこその罪悪感も、セックスのいいスパイスになったんじゃないか？　少しは感謝されたいね」

「なんてことを言うんですか……？」

　私と叶多さんの一夜を勝手に想像された上、遊びの恋愛だと断じられた怒りで、頭にかぁっと血がのぼった。

　確かに、海外で偶然再会して舞い上がってしまったのも否定しない。でも、叶多さんにはそれ以前から惹かれていたのだ。一時的な気の迷いだなんて思われたくない。

「電話でも少し話しましたが、彼とは今回のスペイン旅行が初対面じゃなく、高校生の頃から親しくしていて、憧れを抱いていたんです」

「高校生？　いつどこで出会っていたんだ？」

「それは……」

　叶多さんとの出会いや親しくしていた時期について詳しく打ち明けるのは、ためらわれた。

　八束グループと城後都市開発の因縁が生まれてしまった時期ともかぶるし、父は今でも社長である叶多さんのお父様について悪しざまに語る。

　叶多さんとの交際を認めてもらうために、その因縁はいつか越えなければならないハードル。けれど、このタイミングで清十郎さんに知られるのは明らかに分が悪い。

　黙りこくる私をジッと見つめていた清十郎さんは、しばらくしてハッと乾いた笑いを漏らした。

「その場しのぎの嘘など俺には通用しない。嘘をつくのならもっと周到にストーリーを練り上げてからにしろ」

「嘘なんかじゃありません……！」

「だとしても、俺との結婚の方が先に決まっていただろう。お前のパソコンの中身をひと通り見させてもらったが、翻訳の仕事は大して金にならない案件ばかり。子どもっぽい夢を追うのはさっさとあきらめて紫陽花楼で俺のために働け」

　机に乗ったパソコンの方を顎でしゃくった彼を見て、背筋に冷たいものが走る。

「パソコンの中身……？」

「夫婦になるんだ、別におかしくないだろう。見られて困るものでもあったのか？」

　彼が許嫁としてこの家に出入りする機会はあるのはわかっているが、無断で私の部屋に入り、パソコンの中身を覗き見るなんて行動は予想もしていなかった。

「パソコンにはパスワードでロックがかかっているはずですが……」

「あの、馬鹿丸出しの数字の羅列のことか？　ロックが解除された瞬間、俺はてっきり、どうぞ見てくださいと言われているんだと思ったよ」

　私のパソコンのロックを解除するパスワードは【８２３９】。

　や８つ２かみ３く９るの名前を数字に当てはめただけなので、簡単すぎただろうか。

　覚えやすいので変えたくないが、他人にパスワードを解除されてしまったのは事実。

　すぐにでも新しい数字の組み合わせに変えようと決めると同時に、どこまでも人を馬鹿にした態度を貫く清十郎さんに、軽蔑の気持ちが膨らんでいく。

「ひどい……」

　別に、他人に見られて困るようなものがあるわけじゃない。だけど、ロックが解除できたからって中身をすべてひっくり返して覗き見るなんて、彼の倫理観はいったいどうなっているのだろう。

　心から彼に失望して言葉を発せずにいると、清十郎さんはギシッとベッドから立ち上がり、私の前に立った。

「いくらここで言い合っていても、俺の計画に変更はあり得ない。さらに、お前が一番助けを求めたい相手は遠い国のエリート外交官で、帰国は二カ月も先だ。……ご愁傷様」

　最後のひと言を耳のそばで囁かれ、ぞくっと肌が粟立つ。思わず肩を竦すくめた私をおもしろがるように笑って、清十郎さんは部屋を後にした。

　扉の音が締まる音がすると同時に、その場にペタンと座り込む。

「どうしよう。どうしたら……」

　彼の発言は最低なものばかりだったが、中には事実もあった。叶多さんが遠い国、スペインにいて、任期を終え帰ってくるのは二カ月後だということ……。

　今そばにいてくれたら、どんなに心強いだろう。

　だけど、ずっと夢だった外交官の仕事に就いている彼の邪魔をしてまで、助けを求めたくはない。彼が帰ってくるまでは、私ひとりで……なんとかこの状況を変える努力をしなければ。きゅっと唇を噛みしめたその時、ドアがノックされた。

「美来様、カモミールティーはいかがですか？」

　泉美さんの声だ。ふっと緊張が抜けて、立ち上がる。

「いただくわ。入って」

「失礼いたします」

　静かにドアが開き、サービストレイを手にした泉美さんが入ってくる。

　トレイの上には、薄い黄色のカモミールティーにカモミールの白い花を浮かべたガラス製のティーポットと、お揃いのカップがのっている。

　彼女は部屋の中央に位置する猫足のローテーブルにトレイを置くと、毛足の長いラグに膝をついて、カップにお茶を注いでくれる。正面に座って頬杖をついた私は、たちのぼる湯気から香るフルーティーな甘い香りに心を和ませた。

「ありがとう。私が下で紅茶を残していたのに気付いてくれたのね」

「はい。それに、旅行疲れもおありでしょう？」

「旅行……それ自体はとっても楽しかったの。疲れたのは、この家に帰ってきてから」

　彼女も見ていたであろう父との言い合いを思い出し、私は苦笑した。泉美さんには普段から本音で接しているので、虚勢を張る必要もない。

「お話、少し聞こえてしまったのですが……美来様にはスペインに想い人がいらっしゃるんですか？」

　泉美さんが尋ねながらカップをこちらに差し出す。受け取ったカモミールティーをひと口飲み、優しい味にホッと息をついてから答えた。

「ええ。マドリードで偶然再会したの。とっても素敵な人。外交官なの」

「優秀でいらっしゃるんですね」

「そう。それに優しくて情熱的で……王子様みたいな人よ」

　叶多さんの色々な表情や仕草を思い出しただけで甘い気持ちになり、説明する声にもつい熱がこもった。ふと我に返ると、泉美さんが微笑ましそうに私を見ていたので、のろけてしまったようで恥ずかしくなる。

「ねえ、もっと話したいから、このお茶、泉美さんも一緒に飲みましょうよ。ついでに甘いお菓子もお願い」

「ふふっ。では、お言葉に甘えてご相伴にあずかります。カップとお菓子お持ちしますね。美来様が元気になられたようでなによりです」

　一旦部屋を出て行く泉美さんを見送って、熱くなった顔をパタパタと手で扇ぐ。

　彼女が言った通り、少し話をしただけでも心は軽くなっていた。

　問題はなにも解決していないけれど、誰に文句を言われようと、叶多さんを想う気持ちだけは譲れない。

　そうやって自分に正直にいれば、おのずと道は開けると思うのだ。




　泉美さんとのささやかなお茶会は和やかで、話題は自然と恋愛方面へと移った。

「泉美さんは気になる男性いないの？」

「私ですか？　私は、恋愛があまり得意じゃなくて……」

　泉美さんは苦笑し、ラングドシャでチョコレートをサンドしたお菓子をサクッとかじる。

　その頬はほんのり赤く染まっていた。

「得意じゃないってことは、経験はあるのよね？」

「いえその……恥ずかしいので勘弁してください」

「ダメ？　どんな男性だったかだけ教えてもらえない？」

　祈るように両手を握って泉美さんをジッと見つめる。泉美さんは顔を真っ赤にして視線を泳がせ、ボブヘアの毛先を弄りながら口を開く。

「ハ、ハリネズミみたいな方、ですかね」

「ハリネズミ？」

　まさか小動物の名前が飛び出すと思わず、ぽかんとする。本物のハリネズミは確かにつぶらな黒目がかわいらしいけれど、見た目の話ではないだろう。

「自分の身を守るために、わざと棘とげを纏っているんですけど……その棘のせいで誰も彼に近寄れないから、助けを求めたい時でも、周囲には誰もいない。そんな人なので放っておけない気がして」

「……泉美さん、優しいのね」

　ぼんやりとした想像でしかないけれど、棘を持った男性のそばにいるのは泉美さんだって痛いだろう。それなのに放っておけないと思うなんて、優しい女性でなければできない。

「優しくなんてありません。結局は彼のもとから逃げ出してしまいましたし」

　泉美さんは小さくかぶりを振って、憂いを帯びた視線をテーブルに落とす。

　好きな人と離れてしまう寂しさを現在進行形で痛いほど実感している私は、泉美さんの想いが過去のものではないと察した。

「でも、今も好きなのね？」

「……いえ。彼には別のお相手がいますから」

「そんな……」

「いいんです。そのお相手の方は強くてお綺麗で、眩まぶしいくらい素敵な女性なので、今度こそ彼が幸せになってくれれば、それで」

　泉美さんが、明るく笑う。その笑顔が無理に作られたものだとしても、相手の幸せを願って身を引いた彼女は、やはり優しく思いやりに溢れた女性だと思った。




　自分が思うより疲れがたまっていたらしく、夜九時を過ぎると早くも眠気に襲われ、ベッドに入ることにした。寝間着のワンピース姿で横になる直前、叶多さんに【おやすみなさい】のひと言でも送ろうかとスマホを持つと同時に、画面が電話の着信を知らせる。

　――叶多さんからだ。

　マドリードの現地時間は、日本より七時間ほど遅れている。

　彼は今日仕事のはずだが、時間的にちょうど昼休みなのかもしれない。

　帰国してから心細い思いをしていたせいもあり、全身が震えそうになるほど嬉しくて、すぐに通話のマークに触れる。

「も、もしもし、叶多さん？」

『今、話せるか？』

「もちろんです、寝ようとしていただけなので」

『いかにも俺の声が聞きたかって感じだな。……違うか？』

　優しい笑い声に鼓膜をくすぐられるだけで、胸がときめく。

　恥ずかしいけれど、離れているぶん素直になりたい。

「はい……その通りです」

『俺も同じだよ。それに、こうして声を聞いていると、顔が見たくなるし……美来に触れたいって思う』

　触れたい。そう言われただけで、彼の声が私を抱きしめてくれているような気分になる。

　その錯覚にもっと浸っていたくて、目を閉じ、ここが自分の部屋だという視界情報を遮断する。

「私もです。あの、目を閉じてみてくれませんか？」

『えっ？　どうしたんだ急に』

「その方が、叶多さんが近くにいるような気がするんです。日本でもスペインでもないどこかで、ふたりだけで会っているような」

『美来……』

　名前を呼ばれただけで、そこに〝愛おしい〟という言葉まで溶けているのがわかる。

　今、本当に彼がそばにいてくれたら、きっとキスをしてくれる。そう思うとますます胸が熱くなり、叶多さんの甘い唇の感触まで思い出しかけていた、その時。

『乾杯！』

『おめでとう！』

　にぎやかなスペイン語が聞こえてきて、パッと瞼まぶたを開ける。

「叶多さん、今のって……」

『ごめん、やかましい声が聞こえた？　今度結婚する同僚がいて、これからお祝いの昼食会なんだ。俺が席に戻るまで乾杯を待ちきれなかったらしい』

「ご、ごめんなさいっ……！　そうとは知らず私ったら！」

　自分がひとりの夜を過ごしているからって、つい彼にも同じテンションを要求してしまった。恥ずかしいことこの上ない。

『いや、むしろうれしいよ。美来の心の中で俺がどれだけ大きな存在なのかがよくわかった』

「叶多さん……」

『お父さんとはどう？　さすがに昨日の今日では、ゆっくり話せていないか』

　甘い会話でふわふわしていたところに、核心に触れる質問が飛んできてどきりとする。しかし、父を説得するために帰国したのだから、彼が気にするのはあたり前だ。

「そうなんです。相変わらず忙しい人だから、同じ家に住んでいるとはいえ、すれ違ってしまって」

　愛する人に嘘をつく後ろめたさで、胸が微かに軋む。それでも彼に心配をかけたくない気持ちの方が勝っていた。

『そうか。政略結婚を蹴って、因縁のある相手の息子と一緒になろうとしているんだ。簡単には認められないと思う。くれぐれも無理はするなよ』

「ありがとうございます。焦らず頑張ってみます。もっと話していたいところですが、そろそろ食事の席に戻ってください。みなさん叶多さんを待っているでしょうし」

『ああ、またゆっくり話せる時にかける。おやすみ』

「おやすみなさい」

　名残惜しい気持ちを振り切って、スマホを耳から離す。

　本当は父の説得に失敗し、非情な本性を露わにした清十郎さんとの関係は以前よりも険悪。しかし、それを叶多さんに気取られずに済んで、とりあえず安心した。

　今後の身の振り方をじっくり考えようと思うものの、今日は色々あったせいでとても眠い。また明日から、父や清十郎さんに対抗する術を考えなくては……。

　ベッドの中でそう思っているうちに、私は深い眠りに落ちた。




　単純な疲労と、それから時差に振り回されたせいもあるのだろう。翌日は昼過ぎまで泥のように眠り、目覚めとともに空腹を感じたので、寝間着のまま階下へ下りた。

　キッチンにいたのは、炊事担当の家政婦である妙さん。ふくよかな体といつもニコニコした細い目が親しみやすい印象で、実際の性格もとてもおおらか。

　若い頃に海外で料理を学んだ経験があるらしく料理の腕はプロ級で、今も夕食の仕込みに没頭している。バットに入れた手羽先に調味料やハーブを熱心にすり込んでおり、最後に空気が入らないようぴっちりラップをかけた。あの肉はきっとオーブンで焼くか、油でからっと揚げるのだろう。想像しただけでお腹がぐうと鳴った。

「あら美来様、おはようございます。元気な腹時計が聞こえましたね」

　妙さんがそう言って、からっと笑う。

　嫌味なところがない人なので、こうしてからかわれても腹は立たない。

「おはよう妙さん。だってそのお肉、美味しそうなんだもの。今晩の夕食？」

「ええ。オリーブオイルをたっぷりかけて、じゃがいもと一緒にオーブンで焼くんです。絶品ですよ」

「聞いただけでさらにお腹が減ったわ。なにか食べられるものあるかしら？」

「美来様がそう言うと思って、ケークサレを焼いてあるんです。召し上がりますか？」

　妙さんが作る、チーズとベーコン、ほうれんそうといったシンプルな具材の入ったケークサレは絶品で、幼い頃からの好物だ。彼女もそれをよく知っているので、いつも絶妙なタイミングで用意してくれる。

「さすが妙さんね。ふた切れちょうだい」

「かしこまりました。サービスで大きめに切っておきますね」

「ふふっ、ありがとう」

　私は昔からそうなのだが、両親より妙さんや泉美さんと過ごしている時の方が、心が寛ぐ。

　両親にはもちろん家族としての情やこれまで育ててもらった恩を感じているが、素直に甘えたり、悩みを打ち明けたりする対象は、もっぱら家政婦さんふたり。

　窮屈な八束の家でもなんとかやっていけているのは、ひとえに彼女たちのおかげなのだ。

「美来様、お荷物が届いております」

　八人掛けの広いダイニングテーブルでひとり気ままに妙さんのケークサレを楽しんでいたら、泉美さんが大きな箱を手にして私のもとにやってきた。

「荷物って、いったい誰から？」

「差出人は、奥様のお名前になっています。中身はお着物のようです」

「着物……？」

　しかも、母からとはどういうことだろう。

　昨夜は親しい社長夫人たちの集まりに参加しており、今日も私が起きた時にはすでに習い事に出かけた後だったので、顔を合わせていない。結婚の件も母はイマイチどう考えているのか読めないが、父や清十郎さんの説得に協力してもらえないか、ダメもとで頼んでみようと思っていたところだ。

　中身が本当に着物なら汚したくないので、食事を終えてからリビングで箱を開けてみた。丁寧に畳まれて入っていたのは、松竹梅の柄が施された、緋ひ色いろの美しい振袖だ。

　手触りの心地よさや柄の仕上がりから見るに、一級品の着物のよう。

　母は、これをなぜ私に……？

　不可解な贈り物に首を捻っていたら、テーブルの上でスマホが鳴る。手に取ってみると母からの電話だった。

「もしもしお母さん？　さっき届いた着物って……」

『よかった、ちゃんと届いたのね。それは、再来週の結納で着るあなたの着物。美来ったら何度呉服屋さんに誘ってもついてきてくれないんだもの、勝手にあなたの体型を伝えて仕立ててもらったのよ』

「ちょっと待って。結納……？」

　寝耳に水もいいところだ。しかも、再来週だなんて急すぎる。

『スペインでの無責任な行動について、お父さんに聞いたわ。清十郎さんは黙っていてくれるそうだけれど、彼のご両親が聞いたら婚約破棄をされてもおかしくないわ。もうちょっと、自分の立場をわきまえなさい』

「お母さんまで……」

　呆れたような声に、落胆する。母に協力を仰ごうというのは無理な話だったようだ。

『あなたの目を覚まさせるため、お父さんが藤間さんに頼み込んで、美来の誕生日に結納ができるよう手はずを整えているところよ。美容室も後で私が予約しておくから、いい加減に腹をくくりなさい。あなたが藤間美来になるのは、もう決定事項なの』

　反論したいのに、悔しすぎて喉が詰まったように苦しくなり、声にならなかった。

　誕生日に、結納。藤間美来になるのは決定事項。

　自分が生まれた日のお祝いをこんなに悲しく思ったのは初めてだ……。

『返事くらいしなさい。育て方を間違えたかしら？』

「……いや」

『なに？　声が小さくて聞こえないわ』

「私は八束家の道具じゃない。親の言いなりになるのはもうやめたの」

　はっきりと自分の意思を伝えたつもりなのに、スマホからは母の盛大なため息が聞こえてくる。

『美来、勝手を言うのもいい加減にしなさい』

「どうしてわかってくれないの……」

　これ以上話していたら感情的になりそうで、母の返事を待たずに通話を切った。

　締めつけられるように痛む胸を、思わず手で押さえる。自分を落ち着かせるために深呼吸を繰り返す最中、ふと目の端に鮮やかな緋色の着物が目に入り、私は思わず箱を手で払うようにして遠ざけた。

「美来様」

　遠慮がちに声をかけてきたのは、泉美さん。なにも聞かずに私の隣に膝をつき、背中をさすってくれる。

「自分が心から好きだと思う人と結婚したい。ただ、そう願っているだけなのよ？」

「ええ、わかります、美来様」

「なのに、あんな悪魔みたいな男に、一生を捧げなければならないなんて」

　やりきれない思いは爆発寸前で、思わず床に爪を立てる。すると、背中を撫でる泉美さんの手がぴたりと止まって、彼女がそっと私の顔を覗き込んだ。

「いっそ、日本を離れて彼のもとへ行ってしまったらどうですか？　こちらにいても、美来様はつらい思いをするだけです。私や妙さんがいくら美来様の味方をしても、所詮は使用人……旦那様や藤間様たちの考えを変えるなんて、到底無理ですから」

「日本を、離れる……」

　叶多さんに大丈夫だと言った手前、こんなに早く音を上げてしまうのは悔しい。だけど、これほどまでに味方のいない状況を打破する方法が見つからない。昨夜は叶多さんも『くれぐれも無理をするな』と言っていた。

　だったら、一度スペインに戻って策を練り直した方がいいのかもしれない。

　なにより、叶多さんに会いたい。

「もし旅立たれるなら、旦那様や奥様が帰ってくる前にお支度を」

「……ええ、そうね」

　泉美さんの冷静な助言にうなずき、立ち上がった。目尻にほんの少し滲んでいた涙を指先で拭い、二階の自室へ急ぐ。

　使ったばかりのキャリーケースはまだ中身を完全に片づけてはおらず、旅行用の洗面用具や未使用の衣類などがそのままになっている。そこに足りないものを追加して数日は向こうで過ごせる準備をした。

　あとは貴重品の財布やスマホ、パスポートを手荷物に――。

「えっ？」

　いつもパスポートをしまっている机の一番上の引き出しを開けた私は、思わず眉根を寄せた。そこには銀行印や通帳など、大事なものがまとめてあるのだが、昨日しまったばかりのパスポートが見当たらない。……別の場所に片づけた？

　小さな胸騒ぎを覚えながらも、自分の勘違いかもしれないと、他の引き出しの中をくまなく捜す。机以外の、アクセサリーやコスメを保管しているキャビネットや小物入れ、本棚の隙間など、あるはずのない場所までひと通り捜したけれど、それでも見つからない。

　焦りが募って、鼓動が不穏な音を立てる。

　私はいつもの場所にしまったはずよ。それなのにどうして……。

「美来様、お支度は整いましたか？」

　ノックの音がした後、泉美さんがドアの向こうから呼びかけてきた。

　私はすぐに彼女を部屋に招き入れ、開けたままにしてある机の引き出しの方を示すように振り返った。

「いつもの場所に、パスポートがないの……」

「えっ？」

「誰かが隠したのよ。父か母……あるいは、清十郎さんかもしれない」

「そんな、さすがに藤間様は関係ないのでは」

　家人ではない彼に、そんな芸当は無理。そう思う気持ちもわかるけれど、彼に限っては疑いの余地がある。

「あり得なくはないわ。パスワードを勝手に予想して入力し、パソコンの中身を覗き見るような人だもの」

「だとしたら、目的は……美来様を日本から逃さないため……？」

　泉美さんの呟きに、思わず身震いがして両手で自分の二の腕をさする。まだ、彼の仕業と決まったわけではない。それでも、彼が今の私を見たら高らかに笑い声をあげ、先日のように耳元で『ご愁傷様』と囁くのではないかと思えて、寒気がした。

　とりあえず両親と清十郎さんにパスポートのありかを尋ねるメッセージを送ってみたが、全員知らぬ存ぜぬの一点張りだった。

　両親や清十郎さんと話し合っても平行線。叶多さんのもとへ逃げ込む道も絶たれた。

　暗い場所にひとり放り出されたような心許なさが、私の中の強くて前向きな部分を、ゆっくりと着実に奪っていった。










誰にも邪魔されない場所で




　七月二十二日、土曜日。母に連れられて行った美容室で着物の着つけとヘアメイクを済ませた後、タクシーで結納会場である八束グループのホテルへ向かった。都内にいくつか展開しているホテルの中でも、とくに結婚式や結納などのセレモニーに特化している、厳かでラグジュアリーなホテルだ。

　控室で待ち構えていた父は、ようやく肩の荷が下りたとでも言いたげな顔でどっかり椅子に腰かけている。

「さすがに観念したようだな」

「そうみたい。この子、今日はずっと大人しいのよ」

　母はそう言ってクスクス笑うけれど、私がひと言も発する気になれないのは、決して観念したからというわけではない。どうしたら今日の結納をぶち壊しにできるかと、朝からずっと考えていたからだ。

　いくら『行きたくない』と駄々をこねたところで、両親の考えを変えるのは難しい。

　だったらいっそ、清十郎さんと彼のご両親の前で大きな失態を犯せば、あちらから結婚を断ってくれるのではないか。そう思いついたのはいいものの、その〝失態〟の内容が定まらないまま、とうとう結納会場まで来てしまった。

「藤間さん方が到着する前に会場へ向かおう。人がよすぎるあのせがれも、お前の晴れ姿を見たら安心するだろう」

「そうね。清十郎さん、きっと美来に惚ほれ直すわ」

　人がよすぎるせがれ？　惚れ直す？

　相変わらず両親はなにもわかっていない。紫陽花楼を八束グループの傘下に入れたら、そのうち清十郎さんの腹黒い策略で内側から食い尽くされてしまうんじゃないかしら……。

　声に出さずに思いながら、ホテルの長い廊下を進む。途中でホテルの内装が近代的なものから和テイストに切り替わり、襖ふすまで仕切られた一室の前に【藤間家　八束家　御結納式会場】と書かれた立札が立っていた。

　中に入ると、ホテルスタッフの手によってすでに結納品が床の間に飾られていた。両親とともに下座についてしばらく待っていると、清十郎さんとご両親が入室する。

　藤の花の家紋が入った羽織袴を着用した清十郎さんはちらりと私を一いち瞥べつすると、口元に一瞬だけ酷薄な笑みを浮かべて室内へ足を進めた。私が好き好んでこの場所にいるわけではないと、察しがついているのだろう。その上で強引に結納を交わし、逃げ道を完全に塞ごうとしているのだ。

　私はいったい、どうしたら……。

　手だてがまったく思いつかないまま、結納の儀が始まった。

「このたびは美来様と、私どもの清十郎との縁談を快くご承諾くださいまして、ありがとうございます。本日はお日柄もよろしいので、婚約のしるしとして結納品を持参いたしました。幾久しくお納めください」

　紫陽花楼の支配人である清十郎さんのお父様が、口上を述べた。

　その声音には少しの緊張と喜びとが滲んでおり、息子を思う親心が垣間見える。

　この結納を台無しにしたら、なんの恨みもない清十郎さんのお父様やお母様まで傷つけてしまう。

　今さらのようにそんなことに気付き、抗いたい気持ちが折れそうになる。

　葛藤している間も次々両家の間で結納品、そして返礼の品がやり取りされ、儀式は婚約記念品のお披露目へと移る。

　清十郎さんが私に優しい眼差しを向け、初めて口を開いた。

「婚約記念品として美来さんに婚約指輪をお贈りしますので、お披露目させてください。美来さん、こちらへ」

　清十郎さんが私を呼んでいるけれど、凍り付いたように体が動かない。指輪なんていつの間に用意したのだろう。

　それを嵌はめてしまったら、私はもう……。

「どうしたの、立ちなさい」

「なにをしているんだ美来、早く」

　両親に代わるがわるせかされ、心がどんどん追い詰められていく。

　ダメ……もう、この場にいられない。

　耐えきれなくなった私は、思わず席を立つ。

「ごめんなさい……っ」

　それだけ言って扉の方へと向かい、ホテルの通路へ飛び出した。

「待て、美来……！」

　自分では走っているつもりだが、着物と草履では早歩き程度の速度にしかならない。

　焦りが募ったが、やがて追いかけてきた清十郎さんに腕を掴まれ、振り向かされた。

「……随分派手にやってくれたな。大人しく言いなりになることもできない、役立たずめ。こっちへ来い」

「いや、離して……っ」

「黙れ」

　清十郎さんは私の意思など無関係に無理やり手を引き、人目につかない通路の突き当たりまで連れて行く。私を壁に追い詰め、逃げ場を塞ぐように正面に立った彼が、蔑むような目で私を見下ろした。

「今から会場に戻って〝気が動転していました〟と謝れば許してやる。……ただし、今日のところは、というだけだ。俺に恥をかかせた罪は、一生をかけて償ってもらう」

「……戻れません」

　恐怖に耐え、言いなりになるつもりはないと告げるように彼をキッと睨にらみつける。清十郎さんは聞こえよがしに大きなため息をついた。

「随分反抗的になったな。お前には勿もっ体たいないほどの指輪だって用意してやったのに……この恩知らずが」

　じりじりと距離を詰めてくる清十郎さんに、ごくりと喉を鳴らす。このまま暴力を振るわれるのではと思うほどに狂気を孕んだ瞳に見つめられ、体が小さく震え出したその時だった。

「美来……！　そこにいるのか？」

　通路の少し離れた場所から、聞き覚えのある声に呼びかけられる。

　ううん、聞き覚えがあるどころかこの声はまさか――。

「誰だ……？」

　うっとうしそうに背後を振り返った清十郎さんの向こうに見えた人影に、私は言葉を失った。

　スーツ姿が誰より映える長身、息を呑むほどの美麗な顔立ち。スペインにいるはずの愛しい相手が、その瞳に私を映していたから。

「叶多……さん？」

　信じられない思いで、ぽつりと呟く。

　今日の結納のことは叶多さんに伝えていない。今日を迎えるまでの間、彼と何度か電話で話す機会はあったけれど、伝えたところで彼は日本には来られないし、心配をかけてしまうだけになる。あと少しの任期をまっとうしてほしくて、結局言い出せずにいたのだ。

　とくにここ数日は、来月行われる日本とスペインの友好イベントの準備に忙しくしていると聞いていたから、余計に重荷になりたくなくて……。

「……アイツか」

　清十郎さんがボソッと呟いた直後、駆けつけた叶多さんが彼と対峙する。叶多さんは怯えたように身を縮こまらせた私に気付くと、「こっちへおいで」と手を差し伸べてくれる。

　頼もしい手に引き寄せられ、彼の背に庇かばわれた。

「どうして彼女の意思を無視して結納を？」

　厳しい口調で、清十郎さんを問い詰める叶多さん。その口ぶりから、今日の結納を知っていてここへ助けに来てくれたのだとわかる。でも、どうやって知ったのだろう。

「上流階級である城後家のご子息ならおわかりなのでは？　家同士のしがらみで、時には望まない結婚でも受け入れなくてはならないと」

「……私を知っているんですか？」

「ええ。排除すべき邪魔者のことは、知り尽くしておかないと」

　清十郎さんは不気味な笑みで笑っている。彼の思惑がわからず私はハラハラしてしまうが、叶多さんにそれほど焦った様子はない。

「それなら、城後家と八束家の因縁についてもご存じというわけですか」

「いかにも。ここで美来を連れ出したとしても、その犯人があなただと知ったら八束社長はますます態度を硬化させるでしょうね」

「そのことなら想定の範囲内です。美来を愛すと決めた以上、私の手ですべての問題に決着をつける覚悟はできています」

　よどみなく言い放った叶多さんの横顔は凛々しかった。

　清十郎さんは弱みを握ったつもりなのかもしれないが、叶多さんにとっては過去の因縁も、自力で越えるべきハードルのひとつに過ぎないのだろう。どこまでも前向きな彼の発言に、私も勇気づけられる。

「ほう、頼もしい限りですね」

「ですから、私が彼女の恋人だと八束社長に報告なさっても構いません。いずれ必ず、私たちの関係を認めさせてみせます。あなたの思い通りにはさせない」

「それは楽しみです。……では、私はこれで。城後叶多が大切なお嬢さんを連れ去ったとさっそく社長にご報告させていただきたいので」

　静かなお辞儀と不気味な微笑みを残し、清十郎さんが私たちの前を去る。

　張り詰めていた緊張が解けたせいか、軽いめまいに襲われて体が傾いた。

「おっと」

　異変に気付いた叶多さんが、倒れかかる私の肩をしっかりと両手で支えてくれる。

「ごめんなさい……」

「きみはひどく疲れた顔をしている。今日のことでずっと悩んでいたんだろう。間に合ってよかった」

　美しい彼の双そう眸ぼうから、あたたかい日差しのような眼差しが降り注ぐ。

　政略結婚に背いた私は親不孝者だろうかとか、清十郎さんのご両親に心労を与えてしまったとか、拭いきれない罪の意識で弱り切っていた心が、彼の優しさに癒やされていく。

　大丈夫……彼だけは、なにがあっても私の味方だ。

「でも、どうして突然日本に？　それに今日が結納だって誰から聞いたんですか？」

「話す前に安全な場所へ移動しよう。とりあえず、タクシーへ」

　安易に重要な話をしないのは、仕事で機密事項を扱う外交官としての癖みたいなものなのだろう。ホテルにはスタッフや他の客たちもいて、誰が聞き耳を立てているかわからない。

　エントランスから外に出て、車寄せに待機していたタクシーに乗り込む。そしてこれから向かうらしいマンションの住所を運転手に告げると、叶多さんはようやく緊張が解けたように息をついた。

「きみの許嫁……藤間については、俺も知っておく必要があると思ってね。時間の許す時で構わないから、紫陽花楼の若旦那について調べてくれと、日本にいる弟に頼んでいたんだ」

「弟さん……？」

　彼に弟がいるというのは知っていた。八年前のパーティーの時は大学受験を控えていたために欠席で、その後も実際に会う機会はなかったのだけれど。

「ああ。俺と違って城後都市開発での仕事を心から楽しんでいる、頼もしい弟だ」

　兄としても自慢なのか、少し得意げな表情になる彼に心が和む。

「弟は人の懐に入るのが得意だから、つい先日紫陽花楼に宿泊して、彼に近しい従業員にそれとなく話を聞いたそうだ。そこで八束グループの令嬢と結納を交わすという情報を得た。俺にも運よく休暇申請の許可が出たのは、なにかの運命だったのかもな」

「弟さん、探偵みたいですね」

「まあな。でも、話を聞き出せたのは、紫陽花楼の従業員は藤間の親戚や縁者ばかりで構成されているのも大きそうだ。彼らは藤間ときみが結婚することで、自分たちの給与や待遇がよくなるのではないかと期待していたらしい」

　つまり、私がこうして身勝手な行動を取ったせいで、間接的に紫陽花楼の従業員たちにも迷惑をかけている……？　清十郎さんとの政略結婚が周囲に与える影響の大きさを改めて思い知らされ、叶多さんのおかげで薄れていた罪悪感が再燃する。

　従業員にも家族がいて、生活がある。私のせいで彼らの穏やかな暮らしが脅かされるのだとしたら、どうやってお詫びすればいいのか……。

「なんとも他力本願な従業員たちだ」

　俯く私の横で、叶多さんがふっと苦笑を漏らした。

「えっ？」

「だってそうだろう？　そんな棚からぼた餅のような幸運を期待するのではなく、日々紫陽花楼を訪れる客たちに心づくしのおもてなしをして、宿泊客に〝また来たい〟と思わせる努力をする方が何倍も大切だ」

　彼の視点や発想が新鮮で、私は目を丸くする。けれども説得力のある意見だった。

「八束という巨大企業の力に頼ってなにもしないのでは、一時的に従業員の待遇が向上したとしても、旅館の経営自体は衰退するに決まっている」

　結納から逃げ出してしまった後ろめたさで曇っていた視界が、本質をとらえた彼の言葉でパッと開けたような気がした。

　叶多さんの言う通りだ。もちろん、私の行動が周囲に与える影響は大きい。しかし政略結婚によって八束の後ろ盾を得たとしても、紫陽花楼の従業員がそれに胡坐あぐらをかいて誠心誠意接客をしないのなら、遅かれ早かれ旅館はダメになる。いくつものホテル経営者である父も、口癖のように言っているもの。

『宿泊業界は、人対人。どんなに便利な時代になろうと心のこもったサービスを忘れてはいけない』と。今は父に対して複雑な気持ちを抱いているけれど、そういった姿勢に関しては、昔から尊敬しているのだ。

「だから、美来はなにも悪くない。悪者は俺だけだ」

　私の抱える罪悪感に気がついていたのだろう。叶多さんが言い聞かせるようにそう言って、シートの上に置かれた私の手に自分の手を重ねて握る。そこから伝わる温かさにホッとして、怯えたように縮こまっていた心臓もようやくいつものリズムを刻み始めた。

「叶多さんは悪者なんかじゃありません」

「ありがとう。しかし、八束社長や藤間はそうは思わないだろうな。もしかしたら、今後も美来にはつらい思いをさせるかもしれない」

　確かに、父は未だに叶多さんのお父様を恨んでいる。こうして私と一緒にいることを清十郎さんが報告すれば、関係ないはずの叶多さんにまでますます敵対心を募らせそうだ。

「だけど……どんなに悪者扱いされようと、俺は美来を返すつもりなんてないから」

　彼の澄んだ瞳が、まっすぐに私を見つめる。愛情深いその眼差しから、胸が痺れそうになるほどの熱い思いが伝わってきた。

「私も、叶多さんとずっと一緒にいたいです」

「ありがとう」

　父や清十郎さんが、今どんな会話をしているのか。これからどう出るのかを想像すると怖くなる。でも、私たちは浮気や不倫をしているわけでもなく、政略結婚さえなければ誰に後ろ指を指される関係でもないはずだ。

　どうか私たちをそっとしておいてほしい。そして、どんなに時間がかかってもいいからいつの日か、彼と愛し合うことを許して。




　タクシーが止まった場所は再開発の進む港みなと区く虎とらノの門もんエリアの一角、新築と思しきタワーレジデンスの前だった。振袖姿で動きづらい私を気遣って、先に車を降りた叶多さんが手を引いてくれる。

　車外に出た私は眩しいガラスの外壁に目を細めつつ、巨大な摩天楼を見上げた。

「ここは？」

「美来を匿かくまっておく、秘密のアジトとでもいったところか」

「アジト……？」

　物騒な響きに目を瞬かせていると、叶多さんは警戒するように周囲にぐるりと視線を巡らせた後、ぐっと私の手を引く。

「誰が見ているかわからない。早く中へ」

「は、はい」

　コソコソしなければならないのは不本意だが、自動ドアから建物の中へ入る。入ってすぐの場所に設置されたパネルに叶多さんが暗証番号を打ち込むと、ふたつ目の自動ドアが開いて、広々としたエントランスホールが現れた。

　磨き抜かれた白い大理石調の床に、壁は落ち着いたグレー。高い天井にシンプルでモダンなシャンデリアが輝く無機質な空間に、観葉植物の緑が唯一鮮やかだ。

　叶多さんは入り口左手のコンシェルジュカウンターに立つコンシェルジュに目礼し、奥のエレベーターホールへと進む。

「ここは城後都市開発が管理する物件なんだ。本来は九月の俺の帰国に合わせて住めるよう手配していた部屋だが、美来の結納の情報を得てすぐに、弟に無理を言って入居できるようにしてもらった。だから、家具や家電もすべて揃っている」

「ありがとうございます……。そこまで先回りして考えてくださっていたなんて」

　日本に帰ってきてからはたったひとりで戦っているような気がしていたけれど、叶多さんもスペインにいながら、私を守るために奔走してくれていたのだ。

「もちろんきみの存在を口外したりしないよう、コンシェルジュにも伝えてある。俺がスペインに戻ってしまった後も、美来が安心して暮らせるように」

　話している途中でエレベーターが到着し、彼いわく〝アジト〟があるらしい二十階のボタンを押す。上層階用のエレベーターなのでものの数十秒で一気に二十階へ到着した。エレベーターを降り、静かな通路を歩きながら隣の彼を見上げる。

「休暇はいつまでですか？」

　叶多さんは任期を終えて帰国したわけではなく、あくまで一時的に日本に来ているだけ。こうして顔を見られるのも今だけなのだと思うと心細い。

「明後日の午前中には、スペインに発つ。今日と明日は一緒にいられるよ」

「丸二日もないんですね……」

　思わず本音が口からこぼれてしまったが、すぐにハッとする。

　彼の重荷になりたくないと思っていたはずが、いざ彼と会えたら気が緩んで欲張りになってしまったようだ。

「ご、ごめんなさい……！　決して叶多さんの仕事を恨んでいるわけじゃないんです」

「わかってるよ。少しも寂しがってもらえないより、ずっと嬉しい」

　離れている間は勝手にひとりで強がって、こうして顔を合わせたらわがままになるなんて幼稚すぎる。なのに、そんな私のすべてを広い心で受け止めてくれる叶多さんに、ときめきと切なさを同時に覚えて胸が苦しい。

　ほんの束の間一緒にいられるだけなのに、どんどん彼を好きになってしまう……。

　そうこうしているうちに部屋の前に到着し、叶多さんがドアノブに取りつけられたスマートロックに自分のスマホをかざし、玄関の鍵を開けた。

　まだ誰も住んでいないだけあって、どの部屋もモデルルームのように生活感がなかった。二十畳ほどの広々としたＬＤＫには、ふたりでは持て余してしまうほど広いＬ字ソファ、正面の壁にかけられている大型テレビ、ガラスのローテーブルが配され、景色のいい窓際に小さな椅子とテーブルのセットが置かれている。

　ダイニングセットは六人掛けで、開放感のあるペニンシュラキッチンの奥には、落ち着いたグレーの巨大冷蔵庫が見えた。

「こんなに立派な部屋に匿ってもらうなんて、なんだか悪いですね」

　部屋の中央で立ち尽くし、一歩後ろに立っていた叶多さんを振り返る。歩み寄ってきた彼は後ろからふわりと私を抱きしめ、耳元に唇を近づけた。

「そんなことはいい。俺の方こそ、そばにいてやれなくてすまない。……誕生日なのに、プレゼントも用意してやれなくて」

「私の誕生日、知ってたんですか？」

「ああ、美来の誕生日に合わせて結納をするのだと聞いた。だから余計に嫉妬した。このマンションのセキュリティに頼るだけでは足りない。もっと厳重に鍵をかけた檻おりにでも、きみを閉じ込めておかなければと思うくらいに……」

「叶多さん……」

　閉じ込めておきたい、その気持ちが溢れ出したかのように彼の腕に力がこもる。痛いくらいの抱擁が切なく、愛おしい。

　彼の顔が見たい。そう思ってゆっくり体の向きを変えると、頬に手が添えられて、鋭く目を細めた彼に瞳を覗かれた。

「振袖姿もとても綺麗だが、俺のために着たわけではないと思うと複雑だ」

「そんな、今日の私はただ着せ替え人形にされただけです」

「美来はそう思っていても、藤間の方は違ったはずだ。こんなに美しいきみを、ようやく自分のものにできると優越感を覚えたに違いない。……一瞬でもヤツにそう思わせた自分に腹が立つ」

「叶多さ……んっ」

　たまらずといった感じに唇を合わせた彼に、声を奪われる。彼が清十郎さんへの嫉妬をここまで露わにするなんて意外だった。結納会場のホテルから私を連れ出す時は、冷静で落ち着いているように見えたのに。

「きみは誰にも渡さない」

　角度を変えて何度も重なるキスの合間に、叶多さんが低い声で囁いてまた私の唇を塞ぐ。

　軽く食むようなキスが、次第に貪るような深い口づけに変化していく。唇の隙間から舌が差し込まれ、濡れた音を立てて口内を探られる。

　甘くて心地よくて膝が砕けそうになるけれど、叶多さんの大きな手がとっさに私の腰をぐっと抱き寄せ、激しいキスを終わらせてくれない。着物の締めつけのせいもあるのか段々と酸欠になり、もがくようにして彼のスーツに縋った。

「……着物、脱がせていいか？」

「えっ？」

「窮屈そうだし、なにより俺が、アイツのために美しく正装したきみをもう見ていたくないんだ。すべて剝ぎ取って、俺の痕跡をもう一度、その美しい体に刻みつけたい」

　頬に添えられていた手がゆっくりと下に移動して、首筋をつうっと撫でる。触れられた肌はじわじわと熱を持ち、もっと触れてもらいたいと主張するように、赤く染まった。

　彼と一緒にいられる時間はあとわずか。恥じらうばかりで素直にならなかったら、後できっと後悔する。

「私も……同じ気持ちです」

　叶多さんの目をジッと見つめて告げた私は、勇気を出して自分から触れるだけのキスをした。

　唇を離した直後、叶多さんが唐突に身を屈め、私の体をひょいと抱き上げる。お姫様抱っこにときめきを覚えたのも束の間、運ばれた寝室のベッドの上で、体を覆う着物や帯を一つひとつ順に剝がされていった。

　和装に合わせてアップにしていた髪もほどかれ、ようやく生まれたままの姿になった私は、叶多さんに思い切り愛でられると、あっという間に達してしまった。その熱が冷めやらないうちに、昂った彼自身を受け入れる。

「美来……」

「あ……っ」

「かわいい。ちゃんと、奥まで満たしてやるからな」

　余裕たっぷりに告げた彼が、一度引いた腰を激しく打ちつける。

「それ、ダメっ……」

「そんなに甘い声で言われても、説得力ないよ」

　呆れたように言われて、頬に熱が集まる。自分でも、彼に啼なかされている時の声は、恥ずかしいくらいに甘ったるいとわかっているから……。

「叶多さん、好き、です……っ」

　思考が真っ白になってしまう前に、息を切らしながら告げる。

　叶多さんはたまらなく愛おしそうな目をして私を見つめ、腰の動きを速めた。

「わかってるか？　美来……その言葉、なにより俺を煽あおる媚び薬やくなんだって……っ」

　体の中で、叶多さんがドクドク脈打つのを感じる。彼も私と同じ気持ちなんだと感じて、幸福で胸が詰まった。心と体がひとつになって、全身が甘く痺れる。

　逃げているだけではダメだと頭ではわかっている。だけど今だけはこうして、叶多さんという檻に守られていたい。




　私たちはその日、そして翌日も、食事やトイレ、シャワー以外は昼夜の境なくほとんどベッドの上にいた。叶多さんの弟さんがクローゼットの中にたくさんの衣類を用意してくれていたし、食べ物や生活必需品はコンシェルジュに頼めば調達できた。

　父や清十郎さんとの唯一の連絡手段であるスマホはバッグの中に入れたまま、見ることすらしなかった。もしも警察に相談されていたらと思うと不安だったけれど、娘が駆け落ちして行方不明などという事実は、一企業のトップである父にとってはあまり公にしたくないスキャンダル。おそらく大事にはしないだろうと叶多さんは予想していて、私もその見解に納得した。

　そうしてあっという間に叶多さんが発つ日がやってきた。

　私は空港まで見送りに行きたかったけれど、居場所が特定される危険が増すからと、叶多さんが断固反対。寂しいけれど、玄関での静かな見送りだ。

「俺が帰国するまで、美来は絶対にここを出てはダメだ。買い物ならネットで済ませるか――」

「コンシェルジュに頼む、ですよね？　もう聞き飽きました」

　切なさを振り切るように、明るく笑ってみせる。しかし『聞き飽きた』と言う言葉の半分は冗談でなかった。

　彼がスペインでの赴任を終えて帰国し、そばでちゃんと私を守れるようになるまでは、とにかく外出禁止。それが、昨日から何十回と言い聞かされた、私がここでひとりで暮らす上のルールなのだ。その他に、藤間家・八束家の人間との連絡も一切禁止。もちろん、家政婦も含めてだ。

「窮屈な思いをさせてごめん。でも、俺たちが一緒になるために、今は耐える時だ」

「わかってます。ずっとここにこもっていれば、父や清十郎さんも私を捜しようがありませんから。叶多さんが帰ってくるまでは、大人しくしています」

「……心配だな。美来はお転婆だから」

「そんな、信用してくださいよ」

　クスクス笑って、叶多さんの胸を軽く拳で叩く。けれど、途中でふと笑い声が途切れ、切なさが胸に押し寄せる。彼の胸に拳を置いたまま俯く私に気付いた叶多さんは、私の手を取って自分の頬に当て、温もりを確かめるように目を閉じた。

「必ず帰るから、待っていて」

「……ええ。行ってらっしゃい」

「愛してる。世界で一番」

　瞼を開いた彼は愛おしそうな目をして、私の唇に最後の口づけを落とす。いつもより短いキスだったのは、これ以上名残惜しくならないようになのかもしれない。

　それでも、彼の唇の甘さや感触を忘れまいと、私は目を閉じてジッと叶多さんを感じていた。




　叶多さんを見送ってしまうと、なんだか気が抜けてリビングのソファにドサッと腰を沈めた。すると、ここへ来た初日から置きっぱなしになっている着物用のバッグが目に入る。

「そうだ、スマホ……」

　バッグからスマホを出し、結納の日以来初めてまともに確認すると、連絡を寄こしていたのは意外にも父だけだった。

【どこにいるんだ】

【連絡しなさい】

【皆心配している】

　などの短いメッセージが続き、それ以降は電話もメッセージも届いていない。この分なら少しの外出くらい問題なさそうな気はするが、叶多さんとのルールに背いてまで外に出たいわけじゃない。

「眠い……」

　スマホの画面を見ていたら、唐突に瞼が重くなってくる。そういえば叶多さんと愛し合うことばかりにかまけて、まともに睡眠もとっていなかった。

　倒れるようにソファに横になるとすぐに意識は薄れ、そのまま深い眠りにのみ込まれていった。










許嫁の反撃




　父や清十郎さんからの音沙汰がないまま、月は変わって八月になった。世間はお盆期間に突入しているが、家に閉じこもっている私はあまり実感がない。

　叶多さんの勤める在スペイン日本国大使館もスペインの祝日に合わせてお休みとなるので、日本のお盆休みにあたる連休はなく、忙しい合間に時々電話で話す日々が続いていた。

『夏バテ？』

「そうなんです。全然食欲がわかなくて……でも、冷たいものなら少し食べられるので、昨日はガスパチョを作ったんですよ」

　家にいるだけなので身の回りで大きな事件が起こることはないが、最近体が少し不調だった。とくに胃が弱っているらしく、なにも食べたくならない。

　仕事ができないほどではないので、もともと旅行で休暇予定だった期間も終わったし、この家に用意されていたパソコンを使って、少しずつ翻訳の仕事を再開している。必要書籍や辞書は、インターネットで新たに購入した。

『心配だな。往診をやっている医者に来てもらったらどうだ？』

「私くらいの年齢で、歩けないわけでもないのに往診なんか頼んだらお医者様だって迷惑ですよ。ひどくなったら自分の足で病院に行きます」

『せめてタクシーを使えよ。どこで藤間が見ているかわからない』

「八月は旅館の繁忙期ですよ？　さすがに私に構っている暇はないと思います」

『……美来』

　楽観的な私に釘をさすような、低い声。

　いけない、叶多さんは私を心配してくれているのに、その気持ちを無下にするような発言をしてしまった。それにしても、往診に来てもらえと言うのは過保護だと思うけれど。

「ごめんなさい。もし病院に行くとなっても、細心の注意を払うから心配しないでください」

『ああ、そうしてくれ。じゃ、明日も早いからそろそろ休む』

「ええ。おやすみなさい」

『おやすみ』

　こちらは午前八時だが、マドリードは深夜一時。叶多さんは隙間時間を見つけてマメに連絡をくれるけれど、毎回の通話自体は短く、少し物足りなかった。

　彼が帰ってくるまであと半月ほどなのだから、贅沢を言ってはいけない。そうは思うけれど、体調が優れないせいもあってか、なんだか気持ちが塞ぐ。外出できない生活への欲求不満も自分が思っている以上に溜まっているのかもしれない。

　タクシーで病院に行って、その帰りに少し気分転換の寄り道をするのはどうだろう。カフェで一杯コーヒーを飲んで帰りもまたタクシーに乗れば、それほど人目には触れないのではないだろうか。

　今の時代なら、カフェの美味しいコーヒーでもデリバリーで自宅に届けてもらえるけれど、それでは意味がないのだ。少しの間でいいから外に出たい。

　目を向けた窓の外は晴天。空も太陽も背中を押してくれている気がした。

　私はさっそくスマホで近所の内科クリニックとカフェを調べ始める。が、途中からはカフェの情報ばかり気になって、食欲がないのに料理やドリンクの写真まで眺めた。

　私は気に入った一軒を見つけると、続けて内科クリニックの診療をネット予約する。

　午前中の受付にギリギリ間に合ったため、その時間から逆算してちょうどよくタクシーがマンションに来てくれるよう、同じくネットで予約を済ませた。

「……なにを着ていこう」

　こんな時、実家にある自分のワードローブが懐かしくなってしまうが、取り寄せるわけにもいかない。この家のクローゼットにもともと用意されていた服の中からライトブルーのシフォンワンピースを選んで着替えると、パウダールームに移動した。

　そこには洋服同様、基礎化粧品やメイク道具、ヘアケア用品までハイブランドのものが揃っているため、メイクには不自由しない。

　外出の準備を済ませるとちょうどタクシーが下に到着した知らせがスマホに届く。

　マンションの建物を出たところですぐにタクシーは目に入ったが、乗車する前に大きく深呼吸をして、新鮮な空気を思い切り胸に吸い込んだ。




　しかし、束の間の大冒険も順調とはいかなかった。クリニックがとても混んでいて、私の順番まであと一時間以上かかるというのだ。待つ間外出は可能だと言われたので、ネットで目星をつけていたカフェはあきらめ、病院近くでコーヒーを飲める店を探すことにした。

「うーん……この辺りはファミレスやチェーン店ばかりね」

　病院から近い場所に適当なカフェがなく、スマホを片手に肩を落とした。

　外に出た瞬間はありがたみを感じた日光も、今はただただ暑くて仕方がない。地面のアスファルトと周囲に並ぶビルの照り返しの熱も相まって、くらくらしてくる。

　コーヒーより先に日傘が欲しいくらいかも……。

　汗を拭いながらとぼとぼ歩いていると、暑い中でも大勢の人が行列を作っている飲食店の前を通りかかる。私の求めるようなカフェではなく食事処のようだったのですぐに素通りしたけれど、その直後、店のダクトから流れてくる揚げ物の匂いが鼻につき、唐突な吐き気に襲われた。

「うっ……」

　口元にハンカチをあて、そそくさとその場から離れる。そのうち揚げ物の匂いはしなくなったが胃のむかつきは軽快せず、やがて歩くのもつらくなって、歩道の植え込みのそばでうずくまる。

　体調が優れないというのに、久々の外出だからって調子に乗りすぎたみたいだ。

　病院で大人しく待っているんだった……。

　今さらのように後悔し、なかなかその場を動けずにいた、その時。

「大丈夫ですか？」

　親切な女性に声をかけられ、虚ろな目をしながらも顔を上げる。

「えっ……？」

　私の顔を見て驚いたように目を見開いたのは、あろうことか八束家の家政婦、泉美さんだった。Ｔシャツに細身のデニムを合わせた私服姿に大き目のエコバッグを手にしているので、買い出しにでも来ているのかもしれない。

　反射的に〝逃げなくちゃ〟と思い、無理やり立ち上がって彼女に背を向ける。

「待ってください、美来様ですよね？」

　背後から、心配そうな声が追ってくる。すぐに否定してこの場から立ち去りたいのに、体がふらついて思い通りに動かない。結局数歩進んだだけで、私はもう一度その場にしゃがみ込む羽目になった。

　駆け寄ってきた泉美さんも身を屈め、私の背中にそっと手を添える。

「ご気分が悪いんですか？　救急車を呼びますか？」

「いいの、放っておいて。少し吐き気がするだけだから……」

「少しという感じには見えません。一緒に病院に行きましょう？　私、付き添います」

　泉美さんの優しさは、実家にいた時と変わらない。突然実家を出た私にその理由を聞いたりもせず、ただただ寄り添ってくれる。

　八束家の人間に会ってしまったのは大きな誤算だけれど、優しい泉美さんを冷たく突き放すなんてできない。

「ごめんなさい」

「こんな時になに言ってるんですか。私は美来様の味方です。お会いできてよかった」

「泉美さん……」

「立てますか？　私に掴まっていいですからね」

　泉美さんに支えられ、なんとか立ち上がる。信頼している女性がそばにいるからなのか、ゆっくりではあるが歩き出すことができた。泉美さんに内科クリニックを予約してある旨を伝え、来た道を引き返していく。

「少しお痩せになったように見えますが、お食事は取れていますか？」

「いいえ、ここ一週間くらい、スープや飲み物しか胃が受けつけないの」

「それじゃ、体力が持ちませんよね……」

「それに、なんだか嗅覚が敏感で……さっきもあの店から揚げ物の匂いがしただけで吐き気が」

　先ほど行列だった飲食店を遠巻きに見て、呟く。店の前を通る時はギュッとハンカチで鼻を押さえるとともに、息を止めて通り過ぎた。

「あの、美来様」

　不意に泉美さんが足を止めたので、私も自然と立ち止まる。彼女は言いにくそうに軽く唇を噛んだ後、意を決したように私を見た。

「月のものは、ちゃんと来てらっしゃいますか？」

「えっ？　生理なら確か……」

　言いかけて、はたと気付く。そういえば六月の半ばに生理が来て以降、七月は一度もなく、今月に入ってからもまだない。

　これってもしかして――。

「妊娠……？」

　可能性はある。叶多さんは毎回きちんと避妊してくれるけれど、百パーセントではないし……。

　夏バテのような症状がやけに長引いているのも、悪阻つわりだと考えれば辻つじ褄つまが合う。

「だとしたら、内科では検査ができないかもしれません。キャンセルして、産婦人科の予約を取り直した方が」

「ええ……わかったわ」

　妊娠の可能性があるならなおさら、年の近い女性である泉美さんがそばにいてくれて心強い。彼女のアドバイス通りに産婦人科に連絡し、待ち時間は多少あるものの検査をしてもらえることになった。

　少し距離があるのでタクシーを手配し、泉美さんとふたりで乗り込む。

　タクシー特有の香りでまた少し気分が悪くなったけれど、〝叶多さんとの赤ちゃんがお腹にいるかも〟と思うと、なんとか気丈にしていられた。




「今、八週目ですね。赤ちゃんの心臓もとても元気に動いていますよ」

「八週……」

　初めて訪れた産婦人科の診察室で、手の中にある白黒のエコー写真を見る。その中にぽっかり空いた丸い部屋に、おぼろげにではあるが、人の形をしたような白いものが見える。

　これが赤ちゃん……？　なんて小さいんだろう。

「予定日は三月下旬頃になりそうですが、次回の健診で決定しましょう。母子手帳と、公費で健診を受けられる受診票を、お住まいの区役所でもらってくださいね」

「はい……」

　喜びと感動が大きすぎて、事務的な話は上の空で流してしまった。詳しい手続きをあとでネットで調べなくては。

　診察室を出ると、待合室のベンチでソワソワと結果を待っていた泉美さんにも、妊娠を報告した。

「おめでとうございます。でも、おひとりで大丈夫ですか……？」

　泉美さんも微笑んで祝福しつつも、半分は不安そうだ。

　病院に着くまでの間に現在の暮らしについて説明してあったため、妊娠の件で余計に心配をかけてしまったらしい。

「実家では泉美さんや妙さんに頼ってばかりだったから、私ひとりではなにもできないと思っているんでしょう。大丈夫よ、来月には彼も帰国するんだし」

「そう、ですよね。美来様なら大丈夫ですよね」

　なんとなく寂しそうな表情なのは、実家に戻るつもりはない私の意思を察しているのだろう。

　その時はそう思って深く考えなかったけれど、産婦人科を出て泉美さんと別れる直前、彼女は思いつめたような顔で私に近づいてきた。

「あの、大変失礼な質問をしてもよろしいでしょうか？」

「失礼な質問？　なにかしら」

「その、赤ちゃんの父親って……？」

　質問の意図がよくわからず、キョトンとする。

　父親は叶多さんでしかあり得ないが、泉美さんはなにを気にしているんだろう。

「今、彼が日本にいないから不思議なの？」

「それもありますが、あの、例えば藤間様に乱暴されてできてしまった可能性はありませんか……？」

　今にも泣き出しそうな顔をする泉美さんを見て、彼女がなにを心配してくれていたのかを察する。私の話を通して清十郎さんの腹黒さをよく知っている泉美さんだから、彼に無理やり孕まされた子なのではないかと疑ってしまったに違いない。

「いいえ、絶対にそれはないわ。先月のスペイン旅行でできた子よ」

　泉美さんはホッとしたように目を閉じ、小さく微笑む。

「そうですか……。すみません、変なことを聞いてしまって」

「泉美さんの気持ちはわかってるわ。色々心配かけてごめんなさい。それと最後にお願いがあるんだけど、今日私と会ったって父や清十郎さんには――」

「もちろん、口外しません。どうかお体に気をつけて、元気な子を産んでくださいね」

「ありがとう。今日、泉美さんに会えてよかった」

　別れのあいさつを交わしていると、手配していたタクシーがやってくる。泉美さんは私が車内に乗り込んだ後もその場に残り、発車するまで見送ってくれた。

　叶多さんの帰国まではあと半月弱。すぐに妊娠を伝えたい気持ちもあるけれど、過保護な彼が私の体調を心配するのは目に見えている。大使館での仕事に支障が出ても申し訳ないし、なにより喜ぶ彼の顔が間近で見たいのもあり、帰ってきてから伝えて驚かせようと決めた。




「えっ？　清十郎さんが？」

『ああ。週末のパーティーの参加者名簿に名前があった。俺はスペイン側のゲストの調整に忙しくしていたから、気付くのが遅れたが……うかつだった』

　叶多さんの帰国を一週間後に控えた金曜の朝、まだ木曜日の夜を過ごしている疲れた様子の彼から電話があった。

　今週末の土曜の夜に、大使公邸で行われる日本とスペインの文化交流パーティーがある。そこに清十郎さんが参加するという情報を得て、連絡してくれたようだ。

　パーティーのテーマは『動』と『静』。スペイン側のゲストとして招待されているのは、フラメンコのダンサーにフラメンコギターの職人、世界的なプロリーグで活躍するサッカー選手、前衛芸術の若手アーティストなど、溢れんばかりのエネルギーで『動』を表現する一流の方たち。

　対して日本からは、和菓子業界を牽引する『道みち重しげ堂どう』の社長、『醍だい醐ご流香道』の家元、京きょう都との老舗料亭『伏ふし見み』の若旦那などを招き、奥ゆかしい日本の『静』の文化の魅力を伝えてもらうのだそう。その中に、清十郎さんの名前もあったらしい。

「紫陽花楼は、確かに昔ながらの旅館ですけど……偶然なんでしょうか」

『それは俺にもわからない。純粋なゲストとして来るのか、それとも俺に文句を言いに来るのか』

「さすがに、暴力をふるったりはしないと思いますが……彼には不気味なところも多いので、気をつけてくださいね」

『わかってる。隙は見せないさ』

　頼もしい声を聞き、安堵する。清十郎さんがなにか仕掛けてきたとしても、叶多さんならうまく立ち回るだろう。

『ところで美来、体調は？』

「はい。前よりはよくなったので、もう心配いりません」

　悪阻の症状は続いているが、原因がわかっただけでも以前より気が楽だ。

『前よりは、ということはまだ本調子じゃない？』

「大丈夫です。それより、叶多さんに会えない寂しさの方がつらいです」

　あと一週間。ようやく再会の日が近づいている待ち遠しさの裏返しで、軽く弱音を吐く。

『俺も同じだよ、美来』

「本当ですか？」

『あたり前だろ。スペインでは短いはずの夜が長く感じるし、気が付けば空を見上げてる。美来は今なにをしているんだろうって考えながら』

　私を想いながら、遠い異国のスペインで空を見上げる叶多さんを想像しただけで、心が温まる。離れていても心は繋がってるって、こういう関係を言うのかもしれない。

「私は毎日マンションにいて、叶多さんに会える日を指折り数えて待っています。もちろん仕事もしていますけど、それ以外は本当に、頭の中あなたのことばかり」

『今そばにいたら、すぐに抱きしめて安心させてやれるのに』

「声は聞こえるのに、遠いですね」

『……好きだよ、美来』

「私もです」

　それきり私たちは黙り込むが、離れて暮らしている今、こうして沈黙を共有しているだけでも貴重だ。時折聞こえる彼の息遣いすら、聞き逃したくないと思う。

　しかし彼の呼吸音に心が安らいでいくにつれて瞼が重くなり、「眠い？」と尋ねる彼に「大丈夫です」と答えつつ、そのまま寝落ちしてしまった。




　次に叶多さんから連絡があったのは、パーティーの直後。清十郎さんと少し話す機会があり、私の居場所についてそれとなく探りを入れられたらしい。しかし叶多さんはしらを切り通し、清十郎さんもそれ以上深く追及はしなかったそう。

　とりあえずこのマンションは今まで通り安全だろうと言われ、私もホッとした。

　週明けには妊娠初期の血液検査や子宮がん検診を済ませ、どれも問題がないとわかった。次回の健診の時にはもう叶多さんも日本にいるし、安定期も近い。

　実家とぎくしゃくしていなければ家族にも妊娠を伝えて喜んでもらいたかったけれど、まだコンタクトを取る気にはなれない。家族に話す時期については、叶多さんが帰ってきてからじっくり検討するつもりだ。

　そうして平穏な日々を過ごすこと数日。とうとう叶多さんが帰国する九月一日がやってきた。昨夜、出発する前の叶多さんから電話があり、どうしても空港に迎えに行きたいと訴えたら、渋々許可してくれた。

　健診の時だけ外出していたのはまだ内緒にしているが、妊娠を伝えたらさすがに彼も私を責めたりしないだろう。

「これでいいかな……」

　空港に出かける前に、鏡の前で最終チェック。まだ暑いけれど今日から九月なのでちょっぴり秋を意識して、衿や袖がひらひらと波打つマスタード色のカットソーに落ち着いた黒のフレアスカートを合わせた。

　髪はシニヨンにまとめ、仕上げにスペインで叶多さんがプレゼントしてくれたバレッタをつけた。たったそれだけでにやけてしまうほど、今日の私は浮かれている。

　悪阻もピークは過ぎたようだけれど、タクシーの匂いは未だに苦手。外出禁止令も今日で解除になるので、羽はね田だ空港までは電車を使うと決めた。

　マンションを出て、最寄りの駅から地下鉄に乗るために歩き出す。

　この辺りは少し歩いただけで駅にたどり着けるので助かる。

　二十メートル先にもう駅の入り口が見えて、少し足を速めたその時だった。

「美来」

　道路の方からよく知る男性の声に呼ばれた気がして、立ち止まる。

　今の声……まさか、そんな。

　おそるおそる視線を向けた路肩には、一台のタクシーが止まっている。後部座席のドアからゆったりとした動作で降りてきたのは、和服姿の清十郎さんだった。

　逃げ出したいのに、足がすくんで動かない。

「どうして、ここが……？」

　一歩一歩歩み寄ってくる彼にからからの喉でそれだけ尋ねると、清十郎さんは切れ長の目を細めて微笑む。それから私の耳のそばに顔を近づけた。

「お前のことはなんでもお見通しだ。未来の夫だからな」

「嘘です……そんな真似ができるわけない」

「だったらなんだ。どちらにしろ鬼ごっこは終わりだ。……来い」

　有無を言わさぬ瞳に睨まれて、ぐっと手首を掴まれる。そのままタクシーの方へ私を引っ張っていく彼に、必死で抵抗する。

「離して……っ」

「騒いだって無駄だ。俺とお前は許嫁同士。ただの喧嘩だと説明すれば、誰もお前を助けてはくれない」

「私をどこへ連れて行くつもりですか……？」

「どこって、お前の嫁ぐ家に決まっている」

　淡々と告げた彼はタクシーの後部座席に無理やり私を押し込み、自分はその隣に座った。

「浅草の紫陽花楼まで」

　彼が運転手に告げた行き先は、実家の旅館。得体のしれない場所ではないが、当初の彼の目的通りに仕事を教わるという空気ではない。乱暴される可能性も考え、警戒心は解けない。

「これから私、スペインから帰国する彼を空港まで迎えに行くところだったんです。私がいないとわかれば、彼はあなたの仕業だってすぐに気付きます。だから、こんなことをしても無駄です」

「なにを言ってる。城後叶多が今日帰国すると知っているからこそ、俺はお前を迎えにきたんだ。ようやくふたりで……いや、腹の子と三人で幸せになれるとでも思っていたか？」

　清十郎さんの冷ややかな流し目に、ぞくりと肌が粟立つ。

　どうして彼が私の妊娠を知っているの？　私の妊娠を知っているのは、自分以外ではただひとり。家政婦の泉美さんだけなのに――。

「まさか、泉美さんにもなにかしたんじゃ……？」

「人聞きの悪いことを言わないでもらえるか？　彼女は自ら進んで俺の手足となっているんだ」

「泉美さんが？　そんなはずないわ。彼女はいつだって私の味方で……」

「だったら〝これ〟をお前の部屋から拝借したのは誰だろうな？」

　清十郎さんが懐に手を入れ、スッと取り出したのは、赤い背表紙のパスポート。

　言葉を失う私に顔写真のページを見せつけて、それが間違いなく私のものであると示した。

「誰って、あなたが勝手に取ったんじゃないんですか？」

「パソコンは覗いた覚えがあるが、パスポートは俺が取ったんじゃない。俺が、彼女に頼んだんだ。美来が二度とスペインに渡れないよう、パスポートを奪えと」

「嘘……」

　清十郎さんが指示したというのは真実味があるが、彼の言いなりになってパスポートを持ちだしたのが泉美さんだとはどうしても信じられない。

「使用人との仲良しごっこに酔っていたのはお前だけだったんだよ。彼女は今頃、空港に城後叶多を迎えに行っている」

「えっ？」

　泉美さんが空港へ？　どうして……。

「その後は、なりふり構わず城後叶多を誘惑しろと指示してある。八束家の使用人である彼女なら、彼も油断するだろう？　酒の力でも借りて男の本能に訴えかければ、エリート外交官は影も形も消え失せてただの雄になる。お前を裏切ってな」

　なにを言っているの？

　叶多さんと泉美さんの人柄を考えれば、清十郎さんの思い描くシナリオ通りに事が運ぶわけがない。それだけふたりを信頼しているし、清十郎さんの口車に乗せられて悲劇のヒロインを演じるつもりもない。

「ふたりとも、そんな簡単に私を裏切る人じゃありません。どうしてあなたはそこまでして、私たちの邪魔をしたいんですか？」

　こうまで周到な計画を練るなんて、尋常じゃない執念だ。その出どころは、きっと政略結婚で紫陽花楼を発展させたいという思いだけではない。

　もっと暗く重たいなにかが、彼を突き動かしているのでは……？

「さぁな。ただ俺は……」

　車窓の外、どこか遠い一点を見つめる清十郎さん。

　その横顔にどんな思いが溶けているのか知りたくて、ジッと彼に視線に注いでいたけれど。

「お前だけ幸せになるのは、絶対に許さない」

　こちらを見据えた光のない眼差しに、心が凍り付く。

　彼はどうあっても私と叶多さんの仲を壊して自分と結婚させるつもりなのだと、思い知らされただけだった。










離れていても募る想い――side 叶多




　父に美来を紹介されたのは、八年前。今と同じく夏の季節に大使公邸で開催された立食パーティーだったと記憶している。スペインに進出している日系企業の関係者が多く参加していて、城後都市開発と八束グループも、これからオープンさせる予定のホテル事業への期待から、招待されていたようだ。

　四つ年下の彼女はまだ高校生だったが、胸元がレースになったミントグリーンのロングドレスを纏い、落ち着いた様子で父親である八束社長の隣に立っていた。

　その時はさほど緊張していないように見えたが、他の参加者への挨拶もひと段落しふと辺りを見回すと、居心地悪そうに会場の端に立っている彼女に気付く。

　浮かない表情とは裏腹に、皿の上にはスイーツがてんこ盛り。

　その光景がおかしくて彼女にちょっとした興味を持つとともに、同じ日本人として話し相手になってやろうと彼女に声をかけた。

「八束さん」

「あっ……ええと、城後さん？」

「叶多でいいよ。それ、全部食べ切れるの？」

　からかうように皿を指さすと、美来がかぁっと頬を赤く染める。

「はしたなくてすみません。見たことのないお菓子がいっぱいだったので……」

「別にそんなことは思ってない。作った人はきっと喜んでるだろう。あと、俺も学生の身だからそんなに緊張しなくていい。ただでさえ堅苦しいパーティーだから、楽に行こう」

「ふふっ、そうですね。ありがとうございます。私のことも美来でいいです」

　おどけてネクタイを緩める仕草をすると、美来が初めて笑ってくれた。大人っぽいドレス姿でも、笑顔は年相応に幼くて愛らしい。きっと、同年代の男たちは彼女に夢中だろう。

　その時ふと、四つも下の彼女を女性として見ている自分に気付き、小さく頭を振る。

　初対面の女子高生に変な感情を抱くなよ……。

　ひとりで勝手に気まずくなった俺は咳せき払いをして、あえて色気のない話題を探す。

「こういうパーティーで食品ロスが出るのが国際的な問題なのは知ってる？」

「ええ。飢餓で苦しんでいる人がいる中、先進国では毎日大量の食品ロスが出ている。将来的な食糧難や環境破壊を防ぐためにも、自分にできることから始めていきましょうって、学校でも習いましたし、時々自分でも考えます」

　意外な返答だった。大学などで俺の周囲にいるいわゆる〝お嬢様〟たちは、自分を飾るためのファッションや美容、写真うつりのいい流行りの食べ物ばかりに夢中で、社会問題には無頓着。

　俺も彼女たちを飾る道具としてたまに恋人候補に選ばれたりするが、いくら見た目が美しくても中身がスカスカの女性には生憎興味がなく、試しに交際してみてもうまくいかない経験ばかり。恋愛自体にあまり魅力を感じなくなっていたところだった。

　しかし目の前のお嬢様は、とても神妙な顔で会場のテーブルに並んだ料理を見つめている。食糧問題について自分でも考えると言うのは、口先だけではないのだろう。

「勉強熱心だな」

「自分の知らない世界のことを学ぶのは好きなんです。将来は翻訳家になりたくて」

「翻訳家？」

「ええ。素敵な物語を、自分の選んだ言葉で世界中の人たちと共有するって、考えるだけでワクワクしませんか？　だから父には悪いけど、私は八束グループで働くつもりはないんです」

　自分の将来をまっすぐ見据えた彼女の澄んだ瞳に、大きく心が揺さぶられた瞬間だった。

　城後都市開発の後継者として教育されてきた俺だが、本当は外交官になるのが夢だ。

　英語はもちろん、母国語としての話者数は中国語についで世界第二位の重要な言語であるスペイン語を学び、外務省専門職員の試験対策も粛々と進めている。

　しかし、俺に期待する両親の気持ちや、俺が後継者にならなければ今度は弟がその役割を強いられるかもしれないという懸念から、未だにその夢について家族に言い出せていなかった。まだ高校生の彼女でさえ、こんなにしっかりした信念を持ち、自分の手で人生を決めようとしているのに……。

　彼女に感化されたのか、気が付いたら俺も正直に自分の夢を打ち明けていた。

「父は城後都市開発を継げと言うけど、本当は外交官になりたいんだ。日本の中枢組織の一員になって、国同士の橋渡しに携わる仕事がしたい。少しでも多くの人が、安心して暮らせる世界になるように」

　理想論だと馬鹿にされるのが嫌で、大学の友人にも話していなかった本音。それが美来の前では不思議とためらわずに口にできた。

　彼女なら、背中を押してくれる気がした。

「だったら、あきらめないでお父様に訴えるべきです」

　まるで自分のことのように真剣な目をして、美来が言った。今日初めて会っただけの年下の女の子に励まされるなんて情けない。そう思う反面、胸の中でくすぶっていた外交官になるという夢が、息を吹き返したように輝きだしたのも確かだ。

「いつか絶対、外交官になってみせてください。叶多さんの掲げる理想は、世界中の多くの人の願いだと思うから」

　彼女の放つ言葉の一つひとつが俺の中で勇気へと変わり、家族ともきちんと向き合って話し合う決意をする。こんな気持ちにさせてくれた彼女に、なんとお礼を言えばいいだろう。

　考えている途中で足音が近づいてきて、振り向いたら父が立っていた。

「叶多、話が済んだら来てくれ。遅れて到着したゲストに、息子の顔を見せてくれとせがまれた」

「わかった。すぐ行くよ」

　そばにいた美来に軽く会釈し、父が離れていく。もう少し彼女と話していたい気持ちもあったが、呼ばれたのに無視して父の立場を悪くするわけにもいかない。

　少し考えた後、俺は手近に置かれていた紙ナプキンに連絡先を記し、美来に渡した。

「きみとはまた話してみたい。次は日本で会おう」

　まだ高校生だから、男から誘われ慣れていないのだろう。美来は恥ずかしそうに頬を染め、もじもじしながらもうなずいた。

　その姿がかわいらしく、後ろ髪を引かれるような思いで、俺はこう口にしていた。

「Qué tengas mucha suerte.」

「ケ、テンガス……なんですか？」

「あなたにたくさんの幸運がありますように、という意味のスペイン語だ。翻訳家になる夢、応援してる」

　美来は長い睫毛をぱちぱちと瞬かせてから、嬉しそうに微笑む。

　その笑顔に満足して彼女の前から去ろうとしたら、「叶多さん」と呼び止められた。

「ごめんなさい、もう一度さっきの言葉を教えてもらえますか？」

　話している途中で、離れた場所から父親が「叶多」とせかすように呼んだ。とっさに寂しそうな目をした彼女に、もう一度だけ、ゆっくり告げた。

「Qué tengas mucha suerte.」

「……ありがとう、覚えました。日本に戻ったら必ず連絡します」

「ああ、またな」

　その出会いをきっかけに、日本に戻ってからも連絡を取り合い、彼女に勉強を教えたり、食事をしながらたわいのない話をする間柄になった。いわゆる、友達以上、恋人未満の関係に近かったように思う。

　そのうち俺は彼女に惹かれるようになっていたが、就職に向けての準備も忙しく、徐々に会う頻度が減りつつあった。けれどそのまま関係を終わりにしたくはなくて、美来に自分の想いを伝えようと決めた矢先――。

「叶多、お前はたまに八束の娘と会っているようだが、即刻やめなさい」

　美来との出会いから約半年後、突然に父からそう告げられ、困惑するしかなかった。

「会うなって……突然どうして？」

「八束は裏切り者だ。ヤツのせいで、スペインにオープンさせる予定だった客室数一千二百の巨大ホテル計画が吹き飛んだ。向こうは向こうでこちらの裏切りだと思っているらしく、娘を使って探りを入れてくる可能性も否定できない。だから連絡を取るのもやめろ」

　あのホテル計画が吹き飛んだというのには驚いたが、美来をスパイのように扱うのは納得できなかった。

「探りって……美来はまだ高校生だぞ」

「わかっている。しかし、逆にお前が妙な疑いをかけられても困るんだ。父親としてでなく、城後都市開発の社長として頼む。八束の娘とは、金輪際関わらないでくれ」

　父の微妙な立場を理解し、それ以上反論はしなかったものの、美来への想いは断ち切れない。彼女も自分の父親から同じようなことを言われているのだろうか。

　とにかく話がしたくて電話をかけてみたが、すでに繋がらなくなっていた。

　後味の悪い失恋を経験した俺は、美来が応援してくれた外交官の夢を追うことだけに専念しようと決意し、彼女との思い出は大切に胸にしまったのだった。
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「美来……」

　最愛の女性の名を呟く自分の声で、ぼんやり目が覚めた。瞬きを繰り返しつつ、テーブルに突っ伏していた上半身を起こす。すると、正面で頬杖を突きニンマリ微笑んでいる同僚と目が合った。

「おはよう、カナタ」

　流暢に日本語を使いこなす彼は、現地採用職員のホルヘだ。俺と同い年で、スッキリ額を出した短髪と立派な顎ひげ、愛嬌のある垂れ目がトレードマーク。

　大使館で日系企業の支援業務に従事する俺と、窓口で接客業務をしているホルヘとは業務上のかかわりはない。しかし、親切で世話焼きな彼は、時たまこうして自宅に俺を呼んで酒や料理を振舞ってくれる。

　酒好きの彼が手作りしたという自家製のリキュールは爽やかなオレンジの香りがして、口当たりがよいのでついつい深酒してしまったらしい。思わず腕時計を見ると、午後十時半を過ぎたところ。八時頃から飲み始めてうたた寝していたのはほんの十分程度だが、せっかく招いてくれたホルヘに申し訳ない。

「寝てたか……悪い」

「気にしないで。明日のパーティーの準備に追われて、あまり寝てなかったんだろ？」

「ああ。おかげで準備は滞りなく進んでる」

　ホルヘが差し出してくれたグラスの水で喉を潤し、そう答えた。パーティーの準備自体は、なにも問題ない。しかし、招待客リストの中に藤間清十郎の名を見つけてから、胸騒ぎがしている。

　美来には昨日電話して彼がスペインにやってくる事実を伝えはしたが、その目的については不明。こっちに来ている間は美来に接近できないにしろ、なにをしでかすつもりかと身構えてしまう。

「ところでカナタのアモールは、ミクルって名前なんだ。写真ないの？」

　寝ぼけて彼女の名を呼ぶのを聞かれていたらしい。興味津々のホルヘが、テーブルの上にある俺のスマホを指さす。

「あるにはあるが、一枚だけ。もっと撮っておくんだったよ」

　スマホを操作し、美来とスペインで再会した日、美味しそうにシナモンロールを頬張る彼女の写真をホルヘに見せた。

「ははっ、かわいい。結構年下なんじゃない？」

「四つ下だ。でも、芯のしっかりした女性だよ。意外とセクシーな面もあるしな」

　写真の美来は確かに幼い印象かもしれないが、常に凛とした雰囲気を纏っていて、堂々と発言すべきところではする、自立した女性だ。手を握っただけで頬を染める初心なところもかわいいが、ベッドの上で戸惑いながらも素直に乱れる彼女もこの上なく魅力的。

　……惚れた弱みか、欠点がひとつも見つからない。

「そういうの、なんて言うんだっけ。ベタボレ？」

「そうだな……べた惚れ、その通りだよ」

　ためらいなく、自分の気持ちを口にする。他人の前で隠したりごまかしたりできないほど、美来への想いは日に日に成長していた。

「早くニホンに帰りたい～って顔してる」

「まぁな。やっぱり、電話だけじゃ足りないよ。顔が見たいし、抱きしめたい」

　この言葉を美来が聞いたら、おそらく照れるであろう。真っ赤になったその顔を想像しただけで、胸の奥に熱いものが滾たぎる。

「ミクルもそう思ってるさ」

「ああ、わかってる。だからこそ、そこに付け込む男が現れないか心配だ。マンションに閉じ込めて外出禁止にしていても、安心できない」

　藤間の接近が心配なのはもちろんだが、それ以外の男も一切寄せつけたくない。こんなにも独占欲を覚える相手は美来が初めてで、自分でも戸惑っているくらいだ。

「ちょっと待ってカナタ。それって監禁じゃ……？」

　ホルヘが完全に引いた顔で俺を見ている。美来に対する愛情が行き過ぎている自覚はあるが、さすがに犯罪まがいのことはしない。

「ああ、誤解させる言い方だったな。完全に閉じ込めているわけじゃないし、外出しようと思えばできる環境だ」

「よかった……」

「一瞬、俺を危険なヤツだと思っただろ」

　本気で安堵しているらしいホルヘを、じろりと睨みつける。

「思った。誰からも好かれる有能で公平な外交官は仮の姿で、自国では恋人を虐げるとんでもない暴君なのかと」

「やめてくれ。むしろ、守りたいからこその措置だ。俺たちの関係自体にはなんの問題もないが、日本には敵が多くてね」

「敵？」

　藤間清十郎はもちろん、美来の両親も説得しなければならない。それには、お互いの父親同士の因縁について、詳しく知る必要があるだろう。あのホテル計画が白紙になってしまった詳しい原因、そして父と八束社長はどうして互いを裏切り者と断じ憎み合うようになったのかを。

　今、弟に頼んで探りを入れてもらっているところだが、仕事で多忙な彼に頼りきりでは申し訳ないので、帰国したらもちろん自分自身で動くつもりだ。

「ホルヘに借りた本があっただろ？　まだ途中までしか読んでいないが、彼女にはあのヒロインのように親の決めた縁談があるし、俺は彼女の親から疎まれているんだ」

「テルエルの恋人たち？　カナタもそうだったのか……意外とありふれた話なのかもね、結婚に親が絡んでくるっていうのは」

　実は、ホルヘもつい最近まで恋人との結婚を親に反対されていた。

　俺たちと事情は違い、彼の場合は相手が同性だからである。彼は両性愛者なのだ。

　スペインでは同性婚が可能だが、信仰する宗教や個人の考え方次第で、中には受け入れられない人もいる。それでもホルヘはあきらめずに辛抱強く対話を重ね、互いの両親に先月結婚を認めてもらったところだ。

　その話を聞いた直後、大使館職員の中でも親しい仲間内で昼食会を開き、幸せ真っただ中のホルヘを冷やかしながら祝った。

「だけど、俺は彼女との恋を悲劇にするつもりはないし、美来も俺を信じて一緒に戦ってくれている」

　守られるばかりでなく、自分ひとりでも運命に抗おうとする彼女の姿はいつも眩しく、俺の心を鷲掴みにする。強く気高い精神が、彼女をいっそう輝かせているのだ。

「ブラーボ、カナタが惚れ込むのもわかる、素敵な女性だね」

「俺のだからやらないぞ」

「馬鹿言わないでくれ。浮気なんかしたらダミアンに殴られちゃうよ」

　大袈裟に両手を振って怯えたそぶりをするホルヘがおかしくて、くすくすと笑う。

　ダミアンこそが、彼の婚約者。カタルーニャ州のバルセロナで仕事をしているので今はそちらに住まいがあるが、結婚したらマドリードで一緒に暮らす予定だそうだ。

「今日、俺と酒を飲むってちゃんと伝えてあるか？」

「もちろん。カナタのことは彼も信頼してるから大丈夫」

「そうは言っても、意外と寂しがってるかもしれないぞ。美来がいつもそうなんだ。離れた土地にいる俺に気を遣って、すぐ強がりを言う」

　素直に甘えてくれる日もあるが、そうじゃない時の方が多い。

　あのがらんとしたマンションにひとりでいて、寂しくないわけがないのに……。

「わかった。ちょっとダミアンに電話してみるよ」

「それがいい。俺は帰るよ、明日のパーティーには敵のひとりがくるから、気を張らなきゃいけないしな」

「頑張って」

　ホルヘがにっこり笑ってエールをくれる。最愛の美来に会えないのはつらいが、ホルヘを含め、こちらに来てから知り合った人々はみな一様に親切な人たちばかり。外交官をしていてよかったと思うのは、そうした人々に出会い、笑顔に触れた時だ。

　人の優しさに、国境はない。同僚や上司からは『甘ちゃんだ』と言われたりもするが、外交官になる前からずっと胸に携えているその信念は間違っていないと、自信を持つことができるから。

「ありがとう」

　心からのお礼を告げて、ホルヘの家を辞す。自宅までの道を歩く途中、ふと夜空を見上げて美来を想った。

「Te añoro.（あなたが恋しい）」

　酔った勢いで、瞬く星に向けて恥ずかしいセリフを吐く。美来を想っている時の俺は、恋を覚えたての十代とそう変わらないくらい、周りが見えなくなる。

　それほど彼女を愛しているし、もっと愛したいと思う。

　俺の手で城後家と八束家の因縁を解決に導き、美来を幸せな花嫁にしたい。

　頭上に手のひらをかざし、瞬く星のひとつを掴むようにギュッと拳を握る。その手の中に自分たちの明るい未来があると信じて、家に着くまでの間、大切に握ったままでいた。




　パーティーは翌日の十八時からだった。開始前にざっと会場と招待者リストの最終チェックを行ってからは、いち参加者としてフロアに出る。参加者たちに挨拶をひと通り済ませたところで、会場の一番目立つ場所に作られたステージに、大使が登壇してスピーチする。

　日本とスペインの外交が樹立して百五十年余り。今後も互いの文化を認め合い尊重し、さらなる友好関係を築いていこうと宣言し、乾杯の運びとなった。

　外交官はこうしたパーティーの場にパートナーを連れてきてゲストに紹介するのが一般的だが、残念ながら美来はここにいない。なので、結婚の予定や恋人の有無を尋ねられた時は「日本に恋人がいて、これからプロポーズする予定なんです」と答える。

　するとたいていのゲストは相好を崩して健闘を祈ってくれ、そこから和やかに会話を進めることができた。

　ゲストに挨拶をするうちに、先ほど大使がスピーチしたステージに畳が敷かれて即席の座敷ができあがった。司会者の紹介で、日本から招かれた香道の家元、醍醐万ばん斎さい先生が一礼して座敷に上がる。威厳と風格のある羽織袴姿に、ゲストたちから感嘆の声が漏れた。

　実はマドリードに到着してすぐの醍醐先生に挨拶をした時、彼の顔色が優れず体調が悪いのではと心配していた。聞けば先生は飛行機が大の苦手で、日本からスペインまでの長旅で疲れてしまったらしい。

　いつもなら家族を同伴させて気を紛らわせるそうだが、奥様が第二子を妊娠している状況なので今回はひとりで参加したと、真っ青な顔で教えてくれた。

　パーティーへの参加が難しければ欠席でも構わないと伝えたが、そこはさすが家元。今は凛とした表情で香道の点前作法を披露し、スペイン人のゲストに香りのもてなしをしている。茶道や華道なら知っていたが、香道文化に触れるのは恥ずかしながらこれが初めて。座敷の方から漂ってくる上品な香りがほんのり鼻先をかすめただけで、心が鎮まっていくようだ。

「さすがは醍醐先生、素晴らしいお点前ですね。彼の人気にあやかれば、宿泊客が増えるかもしれない。紫陽花楼にぜひお泊りくださいとあとでお願いしなくては」

　その時、穏やかに凪ないでいた俺の心を瞬時に乱す男の声がした。振り向いた先には予想通り、藤間清十郎の姿があった。醍醐先生と同じような和服姿だが、藤間からは独特の憂いと妖しげな色香を感じる。

「藤間さん……お久しぶりですね」

「これはこれは城後さん。〝うちの〟美来がご迷惑をおかけしています。彼女ときたら、未だにあなたとの恋愛ごっこに熱を上げているようですね。節操のない許嫁で申し訳ありません」

「恋愛ごっこ……？」

　つまらない挑発だと理解しつつも、苛立ちを抑えきれずに聞き返した。藤間は勝ち誇ったように鼻を鳴らして笑う。

「だってそうでしょう？　海外での情熱的な逢瀬も、結納から逃げ出した彼女を連れ去るのも、わざとらしいほど芝居じみています。それも、かなり退屈なお芝居です」

　藤間清十郎という男は、人の神経を逆撫でする能力に長けているらしい。

　彼のペースに流されるつもりはないが、静かに反論する。

「言ってくれますね。義両親の前で下手なお芝居を演じ続けているのはあなたの方ではなかったですか？」

「下手で結構。あなたが美来を連れ去ったことで私の目的は達成しています」

「目的とは？」

「八束社長の城後家に対する嫌悪感は増幅し、逆に私ども藤間家は信頼を得た。これ以上ない産物だ」

　スラスラと得意げに話し続ける藤間だが、俺の考えでは、一時的に八束の者に嫌悪されるのは想定内。自分の株を下げてでも、美来自身の身を守ることを優先したかったのだ。

「今は彼女の居場所さえもわからないのに？」

「それは、城後さんがコソコソ隠しているからでしょう。美来はどこにいるんです？」

　目線の先にあるステージからはいつの間にか畳が消え、フラメンコの演技が始まっていた。力強く鳴り響くギターの音色に乗せた情熱的なダンスは、端から見たら談笑しているように見えるであろう俺と藤間の、内なる怒りを表現しているかのよう。

「あなたになにをされるかわかりませんから、教えるはずがありません」

「海外で彼女をそそのかし、体まで奪った張本人がなにを言いますか」

　藤間は切れ長の目を細め、クスクスと俺をあざ笑う。どうやら、このまま彼と話していても無駄な言い合いが続くだけのようだ。

　その時ちょうど、一曲目のフラメンコの演奏とダンスが終わった。

　俺は小さく息を吐くと、藤間にまっすぐ視線を向ける。

「ええ、そうですね。美来の体も心も、すべて俺が奪いました。もちろん、今後もお返しするつもりはありません。……仕事がありますので、失礼します」

　藤間の返事を待たず、彼のもとを離れて会場の出入り口へ向かう。すると背後の藤間が聞こえよがしに深いため息をついたので、眉根を寄せて振り返る。

「困りましたね……。帰国はいつとおっしゃっていましたっけ？」

「九月一日です。昼前には日本に着くと思いますので、あなたの勝手もそれまでだ」

「そうでしたか。これは参りました。いい加減、私の負けかもしれませんね」

　薄ら笑いを浮かべながらそう言った藤間だが、とうてい本心とは思えない。相変わらず食えない男だ。

　不気味なものから目を逸らすようにして、今度こそ会場を後にする。扉を出たところで、ポケットに入れていたスマホが鳴った。

　画面に表示されている名は城後隆りゅう多た。城後都市開発で専務の役職に就いている、三歳年下の弟だ。日本は深夜のはずだが、緊急の用事だろうか。

「俺だ。どうした？」

『少し情報が入ったんだ。八年前、ホテル計画が白紙になった理由』

「本当か？」

　話しながら、人気のない廊下へ移動する。こんなに早く核心に触れられるとは思わず、スマホを握る手に力が入る。

『ああ。世界的に評価されているスペイン人シェフ、トーレス氏が手掛けるレストランを、別の地元ホテルに取られてしまったのが最大の原因らしい。こちらが提示した契約金の情報がどこからか漏れて、地元ホテルがさらに高額で彼を雇ったのではないかという話だ』

「漏れたって、どこから？」

『わからない。それが明らかになったのが八年前で、知らせを受けた父さんは八束のせいだと言い張り、八束社長は父さんのせいだと言っていたようだ』

　どちらかが嘘をついているのか、それとも真相は別のところにあるのか……。

　普通に考えれば後者だろう。父も八束さんも、情報を漏らしたところで得などないのだから。

「そうか……。しかし、たったひとりのシェフの存在があるかないかで、ホテル計画全体に影響するのか？」

『トーレス氏が手掛けたレストランは世界的なガイドブックの格づけで常にふたつ星以上。予約は半年待ちだし、彼のレストランをホテルに入れることで、かなり収益を見込んでいたんだろう。それがなくなって、採算が取れなくなったんじゃないかな』

　つまり、トーレス氏のレストランはホテル計画全体の目玉だったわけか。それが潰れて、事業は白紙。父も八束さんも嘘をついていないのだとしたら、寝耳に水の話だっただろう。すべてが明らかになったわけではないが、今回得られた情報だけでも有益だ。

「忙しいのに悪かったな。連絡は明日でもよかったのに」

『有能な兄貴を持ったせいで、さんざん辛酸を舐めてきたからね。今回の件を早く片付けて、兄貴にも父さんにも実力を見せつけてやろうと思ったんだ』

「隆多……」

　小さな頃から『兄貴、兄貴』と俺を慕ってくれた、かわいい弟の本音は少し意外だった。兄としては、なんでも要領よくこなし器用に人の懐に入り込む隆多の方が、俺よりよっぽど生きるのが上手だと感じていたのに。

「そんなやり方をしなくたって、お前の優秀さは俺も父さんもよくわかってるぞ？」

『どうかな。父さん、兄貴の前では『城後都市開発を継いでほしかった』って嘆いてるかもしれないけど、俺には誇らしそうに話すんだ。『叶多は社長室に収まる器じゃなかった。外交官として存分に世界を見てきてほしい』って』

「……初耳だな」

　父に認められていたのが意外で、少々気恥ずかしい。父も同じように思っているから、俺の前では態度に表さないのかもしれない。

『それって逆に、俺が器の小っちゃい男って言われてるみたいじゃん？　だからそのコンプレックスを跳ねのけるために死に物狂いで仕事して、ようやく形になりそうなんだ、スペインにもう一度ホテルを開業する計画。もちろん八束グループと共同でだ』

　深夜まで仕事をしているというのに、隆多の声には活気が満ちていた。

　一度失敗した計画を練り直すのは、相当な苦労だったはずだ。今の俺は企業人ではないが、日系企業と協力して現地の都市開発に携わる機会もあるので、隆多の並々ならぬ努力を察する。

　やっぱりお前は優秀な弟だ。兄として素直に感心するし、誇らしく思う。

「ちなみにそれ、父さんも知ってるのか？」

『ああ。本心では八束社長と和解したいんだと思うよ。今回の計画は俺に全部任せるって言ってくれた』

　八束社長はともかく、父に和解の意思があるとわかっただけでもホッとした。しかし、その前に明らかにしておくべきことがある。

「そうか。じゃあ俺は、こっちにいるうちにトーレス氏に会って話を聞いてくるよ。日系ホテルへの出店を取りやめた理由、その真相はなんなのか。それがわかれば、父さんたちの態度も和らぐだろう」

　世界的なシェフである彼は多忙に違いないが、交渉事は得意分野だ。どうにか時間を作ってもらい、八年前の真相を聞き出してみせる。

『それが済めば、マンションに幽閉してる美来さんをやっと迎えに行けるね』

　真面目な話をしていたのに、隆多が急にひやかすような口調になる。幽閉だなんて人聞きが悪い。ホルヘといい隆多といい、俺をなんだと思っているんだ。

「幽閉じゃなくて保護、な」

『はいはい。マンションに用意する服のサイズに色、柄、種類まで、彼女に似合うよう事細かに指定して用意させたくらいだもんな。美来さんが兄貴のお姫様だってのは、よーくわかってるよ』

「ああ、その節は世話になった。帰国したら酒でも奢おごる」

『楽しみにしてるよ。じゃ、いい加減疲れたしそろそろ寝るわ。アディオ～ス』

　隆多は調子のよい声でそう言って、電話を切った。隆多のおかげで、パーティーで藤間と対峙していた時の苛立ちや緊張感も抜け、心に余裕が戻ってきた。

　まずはトーレス氏とアポイントを取り、八年前の真相を聞き出す。並行して父たちを引き合わせる準備をし、帰国したら美来にも事情を話してその場に同席してもらう。それで結婚を認めさせる手はずは整う。

　美来と幸せになる未来がようやく手の届くところまで近づいてきた。

　あと、もう少しの辛抱だ……。




　帰国まで日数がなかったので急いで任務を遂行し必要な情報を得ると、間もなく日本に帰れる日がやってきた。

　美来がどうしても『空港に迎えに行きたい』と言うので、厳重に注意するよう言い聞かせ、許可した。俺自身、早く彼女に会いたいという思いが募っていたのもある。

　飛行機は日本時間の昼前に羽田に到着し、美来に【着いた】とメッセージを送る。

　彼女からの連絡はとくにないのでまだ移動中かもしれない。到着ロビーのベンチにいったん荷物を置き、周囲をそれとなく見回していた、その時。

「城後叶多さん……ですか？」

　遠慮がちに近づいてきたひとりの女性が、なぜか声をかけてきた。肩の上で切り揃えられた丸いボブヘアが印象的な、若い女性だ。彼女はスマホと俺の顔とを見比べ、自信のなさそうな顔をしている。

「そうですが、あなたは？」

「私、八束家で家政婦をしております、京本と申します。もっときちんとご挨拶したいのですが時間がありません。美来様を助けたいので一緒に来ていただけませんか？」

　美来の家の家政婦……？　それに美来を〝助けたい〟とはどういう意味だ？

　平静を装いつつも、胸はざわめいていた。もしかしたら、俺が空港へ来てもいいと許可したせいで、美来が危険な目に遭っているのではないだろうか。

「とにかく状況を教えてもらえますか？」

「紫陽花楼の若旦那はご存じですよね？　彼は紫陽花楼に美来様を連れて行き、乱暴するつもりなんです。お願いです、信じてください。私は……美来様だけでなく、彼のことも助けたいんです」

　涙ながらに訴えた京本さんの話に、嘘はないと判断する。それに、八束家にふたりいる家政婦はどちらも信頼できる人物だと、美来の口から聞いている。

「わかりました。移動しながら、話の続きを聞きます」

「ありがとうございます……！」

　京本さんと連れ立って空港のターミナルを抜け、タクシー乗り場へ急ぐ。

　乗り場に待機していた一台に乗り込み行き先を告げると、走ったせいで少し息の上がった京本さんが、胸に手を当てながら状況を説明してくれた。

「私は、美来様ご本人にはあなたの味方だと言いながら、時折藤間様に美来様の情報を渡していました。今住んでいる場所も、偶然美来様とお会いした日に後をつけて知っていて……彼には言わないでおこうと思っていたのに、結局は黙っていられませんでした」

「もしかして、弱みでも握られているのですか？」

「……ええ。見透かされているんです。私がまだ、彼を愛していると」

　京本さんは声を震わせ、膝の上でギュッと手を握る。彼らの意外な繋がりに驚くとともに、彼女が藤間を〝助けたい〟と言った理由にも合点がいった。

　黙ったまま耳を傾けていると、京本さんは続ける。

「藤間様とは事情があって別れましたが、美来様がスペインから帰国された日……一緒に八束家にやってきた彼に、突然キスをされて頼まれたんです。『協力してほしいことがある』と」

　京本さんの純粋な好意を利用し、そこに付け入る藤間のやり方に憤りを覚える。彼女も複雑な心境だったのだろう、時折ためらうような表情をしながら、休み休み言葉を紡ぐ。

「私はその時、持っていたティーカップを落として割ってしまうくらい驚きましたが、彼に必要とされることに喜びを感じる自分もいて……葛藤しながらも彼の操り人形になることを選んだんです」

「なるほど。それで、時々藤間に美来の情報を」

「すみません。美来様は城後様を一途に思ってらっしゃるから、彼の行動は裏目に出るだけ。そうして失敗を繰り返すうち、目を覚ましてくれるんじゃないかと期待していたんです。でも、逆にエスカレートしていくばかりで……今日の計画に至りました」

　車窓の方に視線を投げた京本さんの横顔は、あまりにも痛々しかった。

　家政婦として美来をよく知っている彼女だからこそ、藤間が自然とあきらめるのを望んでいたのだろう。しかし、そううまくはいかなかった。

　パーティーで帰国日と時間を藤間に知らせた俺もうかつだった。彼が美来に近づく隙などもうないと主張したつもりが、逆効果だったようだ。

「彼は、どうしてそこまで美来との結婚に固執するんです？　紫陽花楼の経営改善のため？」

「それは、多分私が……」

　視線をこちらに戻した京本さんが、手のひらで自分のお腹に触れる。

　その仕草の意味を考えるより先に、タクシーが紫陽花楼の前に到着した。

　美来が危険な状況かもしれない。事情を聞くのは後だ。

「彼が美来を連れて行く場所に心当たりは？」

　タクシーを降り、紫陽花楼の建物に近づきながら、後をついてくる彼女を振り返る。

「あります。正面玄関より、こちらを通った方が早いです」

　なぜか紫陽花楼の構造に詳しい京本さんに先導され、建物の裏手から中へ入った。

　邪魔なキャリーケースはその場に置き、奥歯をぎりっと噛みしめ、軋んだ音を立てる古い旅館の廊下を駆ける。

　待っていてくれ、美来。今、助けるから――。










そばにいられる喜び




　タクシーはおよそ十五分で紫陽花楼に到着した。質素でありながら趣のある和風の建物は、築八十年。藤間家が先祖代々引き継いできた、歴史ある旅館だ。

　清十郎さんは瓦屋根のついた門の格子戸をあけ、奥に見える正面玄関ではなく、建物の反対側へと私を連れて行く。砂利の上に敷かれた飛び石を渡って小さな裏口から中へ入ると、暗い板張りの廊下に繋がっていた。

　従業員専用の通路なのか、ひっそりとしていて誰の気配もない。なんとなく不気味に思いながらも、清十郎さんに手を引かれてひとつの部屋の前にやってきた。襖で仕切られた客室の出入口とは違い、ここだけ木製の引き戸だ。

「ここは……？」

「仕置き部屋だ」

「えっ？」

　残酷な響きに眉根を寄せると同時に、清十郎さんが勢いよく戸を開けて、中に私を引き込む。敷かれているのは畳でなく、冷たい板の間の部屋だ。

　清十郎さんは静かに戸を閉め、じりじりと歩み寄ってくる。

　恐怖で目を逸らした先には、座椅子の予備や新品の電球など、旅館で使用するのであろう備品の数々が壁に寄せて並んでいる。どうやら物置きにしている部屋のようだ。

　迫りくる清十郎さんから逃れるように後ずさりしていたら、トン、と背中が壁にぶつかった。勇気を出して彼と目を合わせ、問いかける。

「私をどうするつもりですか？」

「どうって……言っただろう？　仕置きだ。俺という許嫁がありながら他の男に子種を注がれるなんて裏切りをしておいて、ただで済むと思ったか？」

　狂気に満ちた目をして、清十郎さんが私の両手を壁に縫いつける。悪意の滲んだ言葉が恐ろしい。

　ドクッと鼓動が嫌な音を立て、全身の肌が粟立った。

「やめてください……っ。今乱暴されたら、赤ちゃんまで……」

「知ったことか。どうせ俺が父親になるんだ、好きにさせろ」

　冷淡な声で言い放った彼はますます強い力で私を壁に押しつけ、顔を近づけてくる。

　いやいやと首を振り、必死で強引な口づけから逃れようとしていた、その刹那――。

「美来！」

　扉が勢いよく開く音と最愛の人の声がして、清十郎さんの動きが止まる。

　その隙に全力で抵抗して手首の拘束から逃れると、部屋の入り口に立つ叶多さんに駆け寄り、その胸に飛び込んだ。

「叶多さん……」

　カタカタと震える手で、スーツの背にしがみつく。そのままギュッと私を抱きしめた彼のネクタイにはお揃いの象嵌細工のピンが輝いていて、じわりと目が潤んだ。

「なにもされてないか？」

「はい、大丈夫です」

「少し待ってくれ。藤間と話をつける」

　ゆっくり体を離した彼は、私をその場に残して清十郎さんの方へ足を進める。入れ替わるようにして私のそばにやってきたのは、瞳を濡らした泉美さんだった。

「美来様……申し訳ございません。私」

「泉美さん、教えて。いったいあなたと清十郎さんの関係は――」

　彼女に尋ねようとした途中で、ダン！と大きな音が鳴る。驚いて振り向くと、叶多さんが清十郎さんを部屋の隅に追い詰め、壁に手をついていた。

　清十郎さんは暗い目をして、皮肉げに口の端を上げている。

「……随分とお早いお帰りで」

「予定通りの便だが、彼女に〝急いで紫陽花楼に向かってほしい〟と頼まれたんだ」

　怒りをこらえたように声を震わせる叶多さんが、ちらっと泉美さんを一瞥する。清十郎さんはため息をつき、嘲るように鼻を鳴らした。

「思ったより使えない女だったな。飴あめを与えるために一度抱いておくべきだったか？」

　清十郎さんの心無い発言に思わず泉美さんの方を見ると、彼女は痛みをこらえるようにギュッと目を閉じ、胸の前で合わせた両手を握りしめていた。

「……どこまで腐っているんだ。彼女はずっとお前を心配していたんだぞ」

「心配してくれと頼んだ覚えはない」

「いい加減にしろ！」

　叶多さんが声を荒らげても、壁に背中を預けた清十郎さんは気だるそうな表情をしている。

「一度愛した女性をこれ以上傷つけるのはよせ。もちろん、美来のこともだ」

　叶多さんの放った『愛した女性』と言う言葉に、目を見張る。

　泉美さんと清十郎さんは恋人同士だったの……？

「いちいちうるさい男だな。説教をするくらいなら、一発俺を殴ったらどうだ？　その方が気が済むだろう」

　どうぞ殴ってくださいと言わんばかりに、清十郎さんが自分の頬を指さす。

　しかし叶多さんは彼の挑発に乗らず、冷静に続けた。

「そうしたいのは山々だが、俺はどんなに腹の立った相手でも殴らないと決めている。暴力ではなにも解決しない」

　争いを好まない優しい性格は、昔から変わっていない。だからこそ彼は外交官になったのだ。この世界から少しでも、暴力や武力により悲しい思いをする人々が減りますようにと。

「ご高説どうも。子どもの頃から親に殴られ続け、逆らえばこの部屋に閉じ込められていた俺には、まったく響きませんが」

　離れた場所で話を聞いていた私は「えっ」と声をあげてしまった。清十郎さんの幼少期の話は初めて聞いたのだ。

　それは虐待ではないの？　彼の両親はごく普通の人たちだと思っていたのに……。

「その経験があるならなおさら、理不尽に傷つけられる恐怖はわかっているだろう。憂さ晴らしのように他人を陥れるより、もっと別の方法で――」

「わかっている！」

　初めて、清十郎さんが正面から叶多さんに言い返した。居ずまいを正し、正面から叶多さんを見つめ返した彼は、自分を落ち着かせるように大きく息を吐く。

「あの人たちを見返すため、もっと多くの宿泊客が紫陽花楼を選んでくれるようにと……俺は様々な提案をした。客層に合わせた施設の改装や料理の内容まで、数えきれないくらいに」

　清十郎さんは神経質な様子で頭をガシガシとかき、最後に大きく前髪をかき上げた。

「しかし、父はまともに検討しないどころか『それよりお前は八束の娘と早く結婚して、俺たちに親孝行しろ』と、馬鹿のひとつ覚えみたいに繰り返す。だから……自分の望む翻訳の仕事に就き、心から想う相手との結婚を夢見るだけでなく、実現させようと必死であがいている美来の姿に、自分でも信じられないくらい苛立った」

「清十郎さん……」

　紫陽花楼のために政略結婚を強行したかったのは、彼というよりご両親の方だったとは知らなかった。私はてっきり、清十郎さんが八束グループを利用したいのだとばかり思っていたけれど、彼はむしろ他のやり方で旅館の魅力を引き出し、お客さんの数を増やそうとしていたのだ。

「仕事も恋愛も好き勝手にして、あげく子どもを授かった？　そんなの許せるわけがないだろう。彼女は……泉美は、仲居として働いていた時に俺の子を孕んだがゆえに紫陽花楼から追い出され、失意の中、子どもを流産してしまったと言うのに」

「えっ？」

　泉美さんが、清十郎さんの子を……？　彼女はうちで働く前、紫陽花楼にいたの？

　だとしたら、そんな悲しい経験があってもなお、彼女は悪阻に苦しんでいる私を助けてくれたことになる。

　政略結婚とはいえ、愛する清十郎さんの結婚相手である私を憎んでもおかしくないのに……やっぱり、泉美さんはどこまでも優しい人だ。

　胸に熱いものがこみ上げ、瞳が潤む。隣にいる彼女は口元を手で覆い、両の目からぽろぽろと大粒の涙を流していた。

「……清せい」

　付き合っていた頃の呼び方なのだろう。泉美さんがとても愛おしそうに彼をそう呼んで、彼のもとへ駆け寄る。

「私たちのことと、美来様たちのことは関係ない。誰かを恨むのはもうやめましょう？　たったひとりでも気丈に頑張っている美来様を見ていて思ったの。紫陽花楼を追い出された時、もっと精一杯抗っておけばよかったって。そうしたら、あなたをこんなに苦しめずに済んだのに」

「泉美……」

　初めて見る、清十郎さんの迷子のような瞳。彼はきっと、泉美さんにだけは弱さを晒さらせるのだ。

「お前を利用し、自分勝手に傷つけた俺を許すと言うのか……？」

「許すとか、許さないじゃない。私はどうあってもあなたを放っておけないの。執着心の強い女でごめんなさい」

　茶化したような口調だったが、彼女の深い愛はこちらにまで伝わってくる。清十郎さんは悔いるように目を伏せ、微かに「ごめん」と呟いた。

「おふたりにも、ちゃんと謝りましょう？　そして今度こそ、運命の波に一緒に抗うの。美来様たちみたいに」

　泣き笑いを浮かべた泉美さんに促され、怯えたように揺れる清十郎さんの瞳が、私と叶多さんを一度ずつ映す。それから紫陽花楼の若旦那らしく、美しい所作で床に膝をつき、床に額がつくほど頭を下げた。

「……すまなかった。俺にはふたりの姿があまりに眩しく、嫉妬していた」

「私も、すみませんでした……。城後さんに事情を話して助けを求めたとはいえ、何度も美来様を裏切る行動を取っていました」

　清十郎さんの隣で泉美さん同じように床に膝と両手をつき、深々とお辞儀をする。

　彼らの話を聞いた後ではすでに責める気持ちなどないが、叶多さんの判断を仰ぎたくて彼に寄り添い、目で問いかける。

　叶多さんは少し考えるそぶりをした後、ふたりの前にゆっくり跪ひざまずいた。

「私が暴力を嫌っている話はさっきしましたが、それと同じくらい、憎しみの連鎖も悲しいことだと思っています。誰かを憎み傷つけ、今度は相手に報復される。その繰り返しでは、いつまでも争いはなくならない。だから、あなたの謝罪を受け入れます。……二度と美来を傷つけないと約束するならば、ですが」

「……はい。お約束します」

「美来も、それでいいか？」

　私を気遣う優しい視線に、首を縦にふる。

　叶多さんらしい結論に、異存なんてあるはずがない。

「ええ。もちろん」

　清十郎さんと泉美さんはふっと安堵の表情になり、もう一度揃って床に額をつける。泉美さんがそばにいれば、長年降り積もった負の感情でかたくなだった清十郎さんの心も、少しずつ溶けていくだろう。




　旅館の外までふたりに見送られ、ようやく叶多さんとふたりきりになる。張り詰めていた緊張は解けたが、今度は別の意味でドキドキし始めていたら、頭上でゴホンと叶多さんの咳払いが聞こえた。

「ところで美来。俺は大事な話を聞いていないぞ」

「えっ？」

「さっき彼が『子どもを授かった』と言っていただろう。内心動揺したが口を挟める空気ではなくて聞きそびれてしまった。……本当なのか？」

　想定外の緊急事態に陥っていたから、なにより先に報告しなければいけないことをすっかり忘れていた。叶多さんは期待に満ちた目をキラキラさせて、私の返事を待っている。

　私は微笑んで、まだ平べったいお腹に手をあてた。

「ええ、本当です。今、妊娠十週。スペインでできた子みたいです」

「そうか……ありがとう、美来。体、大事にしないとな」

　優しく目を細めた彼が私の髪にそっと触れ、慈しむように撫でる。それだけの仕草で私の胸を熱くさせるのは、やっぱり叶多さんだけだ。

「それはこっちのセリフです。かけがえのない宝物を授けてくださって、ありがとうございます」

「ダメだな、美来の笑顔、久しぶりすぎて我慢がきかない。外だけど抱きしめさせて」

　言葉の途中ですでに私の背中に手を伸ばしていた彼が、私を強く抱きしめる。広い胸に抱き留められていると、彼と会えない間ずっと欠けていた心の一部に、ようやく幸福が注がれていくのを感じた。

　タクシーの匂いが苦手であると説明し駅まで歩く道すがら、叶多さんが思い出したように私の顔を覗いた。

「体調が悪いと言っていたのも妊娠の影響だったのか」

「はい。でも、だいぶよくなりました。時々気分が悪くなるくらいで」

「俺に心配をかけたくなくて黙っていたんだろう。なんでもひとりで抱えて解決しようとする悪い癖、直っていないな」

「そんな言い方しなくても……」

　久々の再会なのに短所の話をされ、思わず口を尖とがらせる。叶多さんは私の機嫌を取るように指先でそっと頬に触れ、指先で軽くくすぐる。

「むくれた顔もかわいいな。というか、久しぶりだから全部かわいい」

「……じゃあ、毎日一緒にいたらそのうち飽きちゃうんですか？」

　機嫌を損ねているのもあり、少し意地悪な質問をしてしまった。上目遣いで見つめた先の叶多さんが、ムッとした顔をする。

「離れている間に忘れたのか？　俺がどれほど美来を想っているか」

「それは……」

「忘れてるなら、思い出させるまでだ」

　妖しく目を細めた彼にぐっと手を引かれ、連れ込まれたのはビルとビルの隙間。

　大人ふたりがやっと通れるくらいの狭いその場所で、唐突に私の腰を抱いた叶多さんが、もう一方の手で私の後頭部をがっちり掴んでキスを仕掛けてきた。

　驚いて瞬きを繰り返す私に構わず、叶多さんはすぐに舌を差し込んできて、深い口づけへと進んでいく。

「んっ、ふぅ、ん……」

　まだ明るい昼間なのに、こんなところで、密着しながらの濃厚なキス……。羞恥と背徳感で、頭がどうにかなりそうだ。

　ようやく与えられた息継ぎのタイミングで乱れた呼吸を整えていると、甘い目をした叶多さんと視線が絡む。もっとしようと誘っているような眼差しに、鼓動がますます暴れる。

「叶多さん……あとは、帰ってから……」

「わかってる。……いや、わかってないか」

　言ってるそばから唇を啄ついばまれ、甘い吐息が漏れる。一度抱き合ってしまったら離れたくなくなる。キスをしたらもっとだ。

　その気持ちは私にも嫌と言うほどわかるけれど。

「んっ……もう、ダメです。国家公務員でしょう？」

「それ、関係あるか？」

「ありますよ。国民に奉仕するのがお仕事なんですから。こんなだらしない姿を写真に撮られてＳＮＳに拡散されでもしたらどうするんですか？」

「情熱の国、スペイン帰りの外交官という立場を考慮してもらえば、なんとかならないか？」

「なりません」

　人差し指でバツを作って目の前の唇に押しつけると、彼は不満そうにしながらもようやく体を離してくれる。

　ホッとしたのも束の間、耳元で「帰ったら続きな」と囁かれ、カッと顔が熱くなる。

　こんなにドキドキさせられて、赤ちゃんに悪影響じゃない……？

　そう自問しながらも、胸に溢れるのは間違いなく幸せな気持ち。彼が隣にいてくれれば、きっとなんだって頑張れる。すぐには両親に認められなくても、彼とともに生きる未来しか考えられない。

　繋いだ手にギュッと力を込めると、叶多さんもまたしっかり握り直してくれる。

　越えなければならないハードルはまだあるけれど、こうして触れられる距離に彼がいてくれる。目が合えば微笑んでくれる。それだけでも、今は幸せだ。




　帰宅すると私はとにかくリビングで寛いでいるように指示され、叶多さんはてきぱきとスペインから持ち帰った荷物を片付けていた。お茶でも淹れようかとソファから立ち上がると目ざとく彼がやってきて、「美来は休んでろ」と再び座らされてしまう。

　いくらなんでも過保護だ。

「あの、私にもなにかさせてください」

「いいからそこにいて。渡したい土産がある」

「お土産？」

　我ながら現金なもので、わかりやすく表情が明るくなった。

　楽しみだな、なにを買ってきてくれたんだろう。

　ソファの後ろでキャリーケースを探っていた叶多さんは、後ろ手になにか隠して私のもとにやってくる。

「見たいか？」

「もちろん。もったいぶらないで早く見せてください」

　ワクワクしながらお願いすると、叶多さんは少し私から距離を取る。そして隠していた西洋風の剣を片手で握り、ヒュンと軽く振ってみせた。銀色の刀身が、部屋の照明を受けてきらりと輝く。

　意外なお土産に一瞬呆気にとられたが、二カ月前、彼とトレドを訪れた時の大切な記憶が蘇り、思わず笑顔になった。

「もしかして、トレドの武器屋さんで買ったんですか？」

「正解。キャリーケースにこんなもの入れて飛行機に乗れるか心配だったよ」

　叶多さんはクスクス笑って剣を鞘に納める。

「びっくりしましたけど、うれしい。私にも貸してください」

　彼の手から鞘に収まった剣を受け取ると、思った以上に重量があった。鞘に施された蔦つたのような象嵌細工は見れば見るほど精巧で、とても美しい。

「トレドで美来が武器を欲しがってたのを思い出してさ」

「でも、あの時は買うのを反対していたのに」

「せっかく久しぶりに再会できた美来と楽しい時間を過ごしてるのに、剣をぶら下げていたらなにかと邪魔だろう？　でも、本当は買ってやりたいと思っていたんだ。きみが武器屋であまりにも目を輝かせていたから」

　悪戯っぽく笑った彼が、隣に腰を下ろす。まさかのお土産には驚いたけれど、私との会話やその時の表情まで覚えていてくれた彼に胸が温かくなる。

「素敵なお土産をありがとうございます」

「それはおまけだよ」

「えっ？」

「本物はこっちだ」

　微笑んだ彼が突然私の左手を取り、いつの間にか右手に持っていた指輪を嵌めようとしている。Ｖ字ラインの華奢なプラチナリングの中央ではダイヤモンドが優美に輝いていて、まさかこれは……と思いつつも、驚きすぎて言葉が出ない。

　自分の身に起きていることが信じられずただ瞠どう目もくしていると、叶多さんが指輪をぴったり奥まで嵌めてくれた。じわじわと、熱い感情が胸にこみ上げる。

「美来」

「……はい」

　指輪から視線を上げ、彼と目を合わせる。

　優しさと情熱が溶け合った彼の瞳が、涙ぐむ私を映していた。

「きみのいない人生は考えられない。結婚してほしい」

　真摯な言葉が胸に沁み渡り、新たな涙が湧く。再会できただけで嬉しいのに、こんなに大きな愛をもらってしまったら、幸福で胸が潰れそうだ。

「私も、叶多さんと一緒の人生を歩いていきたいです。ずっと隣にいさせてください」

　正直な気持ちを告げると同時に、目の端からつうっと涙がこぼれる。濡れた頬に叶多さんがそっと手をあてて、優しく口づけしてくれた。

「愛してる」

　昂った感情がそのまま声になったような掠れ声で囁いた彼に、また唇を塞がれる。長い間触れ合えなかったもどかしさを解放するように、何度も何度も、角度を変えて唇が重なる。

　キスを終えた後、叶多さんはギュッと私を胸に抱き寄せた。

「もう、なにも心配いらないから」

「えっ？　心配って……」

「帰国前に、お互いの父親を和解させる材料を手に入れてきた。近いうちに両家で話し合いの場を持とう。俺たちの結婚も、そこで認めさせる」

　叶多さんは自信満々だが、急展開に頭がついていかない。

　八年もの長い間いがみ合っていた父たちを和解させるって、いったいどうやって？

「この動画を見てくれ」

　叶多さんがスマホを取り出し、横向きにして私の前に掲げる。

　半信半疑ながらジッと画面に注目していると、カメラに向けて設置されたふたつの椅子に、叶多さんともうひとり、コックコート姿のスペイン人男性が座った。

「彼はトーレスさんと言って、世界的なスペイン料理のシェフだ。八年前にホテル計画が白紙になった最大の理由は、ホテルの目玉だった彼のレストランがオープンできなくなったことだったらしい。父たちはその責任のなすり合いを続けている」

「レストラン？」

　意外な理由に目を見張る。だから叶多さんはシェフに話を聞きに……？

　まだ事情が呑み込めないながらもスマホに注目し、スペイン語で挨拶を交わす彼らを見ていた。

『八年前、スペイン初の日系ホテルの中にあなたのレストランを出店する計画があったと思いますが、なぜ断ったんですか？　契約金が理由だという情報もありますが』

『契約金？　……確かにオファーのあった地元ホテルの方がわずかに契約金は高額でしたが、断ったのはそれが理由ではありません』

『というと？』

『きわめて個人的な理由なのですが、八束の名には苦い思い出があって……日系ホテルの中に店を出せるのは光栄にも感じていましたが、最終的には私は、八束と関わりを持つ勇気がなく逃げたんです』

　トーレスさんが。濃く長い睫毛を伏せる。彼の話はそれから修業時代に遡った。

　彼の勤めていたレストランにはもうひとり修業中の日本人女性がいて、同じ志を持つ者同士励まし合っているうちに、恋仲になったのだそうだ。

　しかし、今よりずっと男性社会だった料理人の世界で過酷な修業を続けるうち、日本人女性はシェフの夢をあきらめてしまう。トーレスさんはもちろん必死で引き留めたが、彼女の気持ちは変わらなかった。

　彼女がレストランを辞める直前、偶然食事に来ていた日本企業の社長が彼女の料理を気に入り家政婦として自宅で雇いたいと申し出たため、予定より早くに彼女の帰国が決まってしまう。きちんとしたお別れができないまま、ひとり残されたトーレスさんは、失恋の傷を時間が癒やしてくれるのを待つしかなかった。

『それが八束グループの社長でした。まだ就任したばかりで若く、気難しそうな風貌でしたがハンサムで、若かりし私は彼に嫉妬した。もっとも彼には妻がいたので、ただの逆恨みでしかありませんが』

『では、お金の問題ではなかったと？』

『その通りです。日系ホテル側が契約金を上乗せしてきたとしても、私自身の心の問題でお断りしていたと思います。本当に申し訳なかった』

　包み隠さずに事情を話してくれたトーレスさんはとても感じよく、彼がホテルに店を出さなかった理由にも納得がいった。私の父も多少絡んでいるとはいえ、トーレスさん個人の問題で出店を断ったに過ぎなかったのだ。

　ホテル計画がダメになってしまった事実は今さら覆せないけれど、彼の話を聞けば、お互いを敵視するのは無意味だと、父たちも気付くだろう。

　それにしても、トーレスさんと恋仲だった日本人女性って、もしかして……。

　実家でいつも私を安心させてくれていた、料理上手な丸い笑顔をぼんやり思い浮かべ、他人事ながら胸を高鳴らせる。

『事情をお話しくださってありがとうございます。もしも今彼女に会えたら、なにかお伝えしたいことはありますか？』

『そうだな……。彼女との別れはつらかったけれど、あの時に恋愛と縁を切ったからこそ、今の成功があると言える。いつか私の店に料理を食べに来た彼女に、美味しいと言ってもらえたら、すべてが報われる気がするよ』

　とても穏やかな笑みを浮かべたトーレスさんに、胸がジンと熱くなる。

　それから叶多さんが話を聞かせてもらった感謝を伝え、ふたりが握手をして動画は終わりになる。父たちを和解させるために用意された動画とはいえ、他にも確実に見てもらいたい人がひとりいる。

「叶多さん、この動画なんですが……」

「家政婦さんに見せたいって言うんだろ？　せっかくだから話し合いの場に同席してもらえばいい。となると当日は、美来の家に集まるのがいいか」

「はい、そうしましょう」

　私の思いを察して、叶多さんが次々と具体的な計画を立て始める。うまくいく保証はどこにもないけれど、きっと大丈夫。

　彼がそばにいる安心感から、素直にそう思えた。

「俺は弟も連れて行くよ。もう一度あのホテル計画を八束グループと一緒にやりたいと息巻いているんだ」

「私もぜひ会いたいと思っていたんです。まだお礼も伝えられてませんでしたし」

　マンションもクローゼットに詰め込まれた服も弟さんが用意してくれたというのに、挨拶さえできておらず気になっていたのだ。

「とりあえず、よかったよ。この件が片付けば、ようやく美来と俺たちの大切な子を愛すことだけに集中できるからな」

　頬を軽く撫でられ、甘い目で見つめられる。それだけでドキドキと胸が高鳴って、顔中に熱が集まった。

　ずっと離れていたから、こんな風にそばにいられるのが夢みたいだ。

「また海外に赴任する時は、私もこの子も連れて行ってくださいね」

「ああ、もちろん」

「約束ですよ」

「わかってる。二度と離れるのはごめんだ」

　叶多さんの瞳が切ない色を帯び、もう何度目かわからない口づけが触れる。

　家に着いてから、そして家に着くまでの路地でも交わしたたくさんのキスのせいで、唇が少々火照ってひりひりする。

「今日の叶多さん、キスしてばっかり……」

「仕方ないだろ。本当は美来の奥の奥まで貪り尽くしたいのに、我慢してるんだ」

　息のかかる距離で吐息を含んだ会話を交わしていると、体が疼く。

　だけど、彼との赤ちゃんをお腹の中で育てていると思えば、自分の欲求よりそちらが大切になるのはあたり前。それにこの勢いで本能のままに抱き合ったら、絶対に赤ちゃんをびっくりさせてしまう。

「安定期までお預けですね」

「産後、体が回復するまでじゃないのか？」

　キョトンとして私の目を覗く叶多さん。男の人にはあまりピンとこないのだろう。

「無理しない程度ならいいみたいです」

「無理させないって……そうか、なんとか努力してみよう」

　叶多さんは少し考えてから、自信なさげにそう言った。今まで私に無理させていた自覚があるのだろう。肩を竦めて小さくなる彼がかわいらしくて、クスクス笑ってしまった。










未来への道標




　叶多さんの帰国から十日ほど経った日曜日。

　八束家のリビングには、私の両親、そして妙さんと泉美さん、叶多さんのご両親に弟さんの隆多さんが集まり、叶多さんのスマホをテレビに繋いで例の動画を視聴していた。両家の家族や家政婦さんたち皆んなにわかりやすいようにと、叶多さんとトーレスさんの会話を私が日本語に翻訳し、叶多さんが編集で字幕をつけてくれた。

『日系ホテル側が契約金を上乗せしてきたとしても、私自身の心の問題でお断りしていたと思います』

　トーレスさんがそう言った時の父は、戸惑ったように眉根を寄せていた。しかし、すぐに体の力を抜いて、座っていたひとり掛けソファに深く背を預けた。

「……そうだったのか」

　それ以上なにも言葉が出ない父に、叶多さんのお父様が席を立ち、歩み寄った。

「あの当時、トーレス氏の話にもっと耳を傾けていればよかったのに、私たちは互いにスペインの地元ホテルに契約金の情報を誰かが流したに違いないと思い込み、疑心暗鬼になっていたようですね。まことに申し訳ありませんでした」

　先に頭を下げた城後社長の姿に父も慌てて立ち上がり、そっと肩に手を添える。

「城後社長……頭を上げてください、謝らなければならないのは私の方です。トーレス氏の大切な人を間接的にだが奪ってしまったのは、どうやら私のようですし」

　父たちもお互いいい大人で、会社のトップを担っている人たち。誤解を認めて真摯に謝罪する姿はさすがだった。私は隣同士のソファに座る叶多さんと目を合わせ、胸を撫で下ろす。

　母たちも安心したように肩の力を抜き、お互いに頭を下げ合っていた。

「ところで八束社長、実はうちの次男があの計画をまだあきらめていなくてですね」

「と、言いますと？」

「隆多、ご説明を」

　城後社長が目配せをすると、隆多さんが書類を手にして立ち上がる。

「こちらが事業計画案です」

　隆多さんは顔のつくりが叶多さんそっくりで、ふたりが並ぶとなんて見目麗しい兄弟なのかとうっとりため息をつきたくなる。違っているのは、隆多さんの方が目が丸く幼い印象なのと、いつも口元がニコニコ笑っているところだろうか。どちらにしろ、間違いなくイケメンの部類に入る。

「ほう。拝見します」

　中指で眼鏡を押し上げた父が、隆多さんに差し出された書類に目を通す。隆多さんに緊張した様子はないので、計画案によほど自信があるのだろう。個人的な和解を叶えるだけでなく、もう一度企業同士手を取り合う機会を与えてくれた隆多さんの手腕に感心した。

　お互いの父親と隆多さんとで仕事の話が始まったところで、私は妙さんに話を聞きたくなり、部屋を見回して彼女の姿を探す。しかし、家政婦は泉美さんの姿しか見当たらない。

「泉美さん、妙さんは……？」

　動画を再生している時は泉美さんの隣に立っていたはずなので、変わらずそこにいる泉美さんに聞いてみる。

「心配いらないと思いますよ。さっきキッチンを覗いたら、『五十過ぎのおばさんが照れているところなんて見ないでちょうだい！』って追い出されたので」

「照れてるってことは、トーレスさんの言葉、喜んでいた？」

「ええ。隣で見ていましたが、途中から真っ赤になって、我慢できずにキッチンに逃げ込んだという感じです」

　妙さん、かわいい……！

　年上の女性に失礼かもしれないが、思わず口元が緩んだ。

　泉美さんとクスクス笑い合っている途中、ふと気になって彼女の顔を覗く。

「清十郎さんの様子はどう？」

「元気にしています。ご両親に屈せず、そして八束グループの力に頼らず紫陽花楼を変えようって、従業員たちの教育からやり直すみたいです」

「そう。それはよかった」

「それで、美来様にご相談が……」

　スッとエプロンのポケットに手を入れ、他の人に見えないよう、静かに中の封筒を取り出した泉美さん。そこには【退職願】と書かれており、私はすぐに彼女の気持ちを察した。

「清十郎さんをそばで支えたいのね？」

「もともとは、紫陽花楼を追い出された後、美来様の監視の意味もあり彼の指示でこの家の家政婦になりました。でも美来様や妙さんにはとてもよくしていただいて、勝手ながら家族のように思っていたので……とても寂しいです」

「私もよ、泉美さん……」

　もうすぐ泉美さんとお別れかと思うと、目頭が熱くなる。だけど、彼女のいるべき場所はここじゃない。愛する人と離ればなれになるつらさなら、私もよく知っているから。

「ふたりの再スタート、心から応援してる。たまにはお茶しましょうね。今度は友達として」

「美来様……はい、ぜひ」

　ふたりでしんみりしながら話していると、「おい美来」と、ややぶっきらぼうに父が私を呼んだ。家出同然で飛び出した私が久しぶりに帰ったにもかかわらず、しおらしくする気はないらしい。

「はい」

　目元にハンカチをあてて父のもとへ向かうと、そこには叶多さんもいた。ソファに座る父と向き合うようにしてふたりで並んだ瞬間、「藤間さんから婚約破棄の連絡があった」と、ため息交じりに告げられる。しかしそれ以上の嫌味はとくになく、父はスッと立ち上がって私と叶多さんを一度ずつ見た。

「お前たちには負けたよ。幸せになりなさい」

　いつもは眼鏡の奥で厳しい色を浮かべている瞳が、今はやわらかく、穏やかな光を湛えている。

　お父さんのこんな顔を見るの、何年ぶりだろう。反抗してばかりの私は親不孝だろうかと悩んだ時期もあっただけに、優しく背中を押してくれる言葉が、胸に沁み渡る。

「お父さん……」

「それに叶多くん。会社同士のしがらみに関係のないきみまで巻き込んでしまい、本当にすまなかった。娘によくしてくれていたのにお礼のひとつも伝えず、あげくきみのことまで疑っていた。無理やり連絡を絶たれてさぞ戸惑っただろう。あれも私の指示だ。申し訳ない」

　悔いたようにそう言った父が、叶多さんに深々と頭を下げる。

　過去も現在も親の事情で振り回され、いつになったら家族に祝福されて彼と幸せになれるんだろうと悲観的になる日もあった。だけどようやく、私たちの戦いは終わったのだ。

「いいんです。結局、美来さんをご両親から奪うことに変わりはありませんし、彼女は外交官の妻になる。彼女の都合そっちのけで世界中を連れ回すので、いい夫とは言えません」

「それを言うなら、美来にとってきみはこの上ないヒーローだ。この子は昔から広い世界が大好きで、子どもの頃はあちこち行けない代わりに本を読み、空想の旅をしていた。大人になってからは引き留めたって聞きやしない。そうして出かけた先で、きみと出会った。これもなにかの縁だろう」

　思いがけず温かな言葉を贈られ、驚いた私と叶多さんは目を見合わせる。

「……八束社長にそう言っていただけるなんて」

「社長だなんて水臭い。お義父さんと呼べばいい」

「ありがとうございます、お義父さん」

　父の前では硬い表情の多かった叶多さんが、目元をほころばせて微笑む。

　私たちを見つめる母や叶多さんのご両親も一様にやわらかく微笑んでいて、隆多さんは拍手の仕草で私たちを祝福している。両家のわだかまりがすっかり解け、感極まった私の目に涙が浮かぶ。それを指先でそっと拭って、父に改めて向き直った。

「お父さん、もうひとつ報告があるの」

「報告？　なんだ」

「私、妊娠しています。今日でちょうど十二週になったところよ」

　まだふくらみの目立たないお腹に手を添えて言うと、父がうろたえる。

「に、妊娠……？」

「本当なの？　美来」

　母も思わずといった感じに席を立ち歩み寄ってきて、私はうなずいた。

「どうしてもっと早く教えてくれなかった……と言いたいところだが、美来の気持ちを我が家から遠ざけていたのは私たちの方だな」

　母の肩をそっと抱き寄せ、父がすまなそうに言った。母もうなずき、後悔を含んだ眼差しで私を見つめる。

「ええ……。ごめんなさいね、美来。娘の一番の幸せがわからなかったこんな母親じゃ頼りないかもしれないけれど、あなたを産んだ時の経験ならいくらでも話してあげられる。だから気が向いたらでいい。たまにはこの家に帰ってきてね」

「お母さん……うん。たくさん聞かせて、その話」

「もちろんよ」

　きちんと話せばこうして気持ちは伝わるのに、忙しい両親より家政婦さんたちばかりに甘えていたから、私たち親子は少しコミュニケーションが足りなかったのかもしれない。

　私もこれから親になるのだから、大先輩である自分の両親の話に、これからは積極的に耳を傾けたいと思う。

　話がまとまったところで、いつの間に用意したのか、妙さんがサービスワゴンにたくさんの料理を乗せてキッチンから出てきた。泉美さんも手伝ってダイニングに料理が並べられ、おめでたい日だからと父がシャンパンを開けた。

　私は妊婦だから飲めないし、悪阻もまだ残っているのでそれほど食事はお腹に入らないけれど、家族が楽しそうにしている姿を見ているだけでも幸せだ。

　そしてなにより、隣には叶多さんがいる。

「よかったな、美来。ご両親に認めてもらえて」

「はい、叶多さんのおかげです」

「幸せになろうな、三人で」

　にぎやかな食卓でひっそりふたりの会話をしていると、ほろよいの隆多さんに「そこ、いちゃいちゃしない」と突っ込まれ、叶多さんと一緒に照れながら笑う。

　今日は私と彼が未来への一歩を踏み出した、大切な日。ずっと夢見ていた幸せが実現したようなこの光景を、この先も絶対に忘れないよう記憶に刻んだ。




　私と叶多さんは九月の終わりに婚姻届を提出し、晴れて正式な夫婦になった。

　住まいは今まで〝アジト〟だったあのマンション。万全のセキュリティやコンシェルジュサービスは、多忙な夫を持つ妊婦の私にはとてもありがたく、新生活はとても快適だ。

　安定期を迎えた翌月にはお腹もふっくらとしてきて、土曜日の妊婦健診に初めて叶多さんも同行した。

「城後美来さん」

　待合室でそう呼ばれたことにささやかな幸せを感じつつ、ふたりで診察室に入る。

　腹部エコーをリアルタイムで初めて目の当たりにした彼は、食い入るようにモニターの画像に見入った。今回はたまたま頭の形や横顔がはっきり見えたので、感動しているようだ。

「すごい……人間だ」

「あたり前じゃないですか」

「なぁ、どっちに似てると思う？」

「さすがに白黒の２Ｄエコーじゃわかりませんよ」

　叶多さんらしからぬテンションの高さに、思わず笑いがこぼれる。私たちの会話を聞いて、女性の主治医も終始ニコニコしていた。悪阻の症状はすっかりなくなり、今度は逆にお腹が空くようになってしまったので、体重管理に注意するよう指導され、診察終了。次回はまた四週間後だ。

　会計を終えて産院を出る時、意外な人物と鉢合わせた。

「泉美さん？」

「美来様……」

　肩の上で揺れる綺麗なボブヘアは健在で、顔色や表情も明るい。きっと、清十郎さんとうまくいっているのだ。それにしても彼女が八束家を辞める時、これからは様付けで呼ばなくていいと言ったのに、まだ家政婦だった時の癖が抜けないらしい。

「〝美来〟でいいって言ったじゃない」

「そうでしたね。でもさすがに呼び捨ては……美来さん、で」

「ええ、それでお願い。それにしても、こんなところで会うなんて。どこか具合が悪いの？」

　ストレートに尋ねすぎだろうかと気になったものの、泉美さんは家族や友人とはまた違った、大切な存在。婦人科系の病気なのではと心配になり、聞かずにはいられなかった。

「美来、俺は先に外に出ているよ」

　叶多さんが空気を読んで、私たちをふたりにする。泉美さんは少しの間迷ったように視線を彷徨わせていたけれど、やがて顔を上げて私を見た。

「実は……今日は妊娠の確定診断をしてもらいに来たんです」

「えっ？　清十郎さんの？」

「はい。検査薬が陽性だったので……」

　どこか頼りなげに答えたのは、きっとお腹の赤ちゃんが心配だからだ。

　彼女は過去に、清十郎さんとの赤ちゃんを失っている。確定診断をひとりで聞くのは、きっと勇気のいることだろう。迷惑でなければそばにいてあげたい。

「泉美さんがよければ、結果が出るまでここで一緒に待ちましょうか？」

「ありがとうございます、でも――」

「その必要はない」

　背後から、未だにちょっぴり苦手なあの人の声がして、ビクッと肩が震えた。

　泉美さんが安心しきったような笑顔になり、「清」と彼を呼んだ。振り向いた先に、ラフな私服姿に身を包んだ清十郎さんが、飄ひょう々ひょうとした顔で立っていた。

　彼も一緒だったのね……！

「車、停められた？」

「ああ。少し離れた駐車場になってしまったが、歩けるか？」

「大丈夫よ。心配しすぎ」

　ふたりが会話している姿は、周囲にハートマークがふわふわと舞っているように見えるくらい仲睦まじげだ。私がお節介を焼く必要はなかったらしい。ふっと肩の力を抜いて、ふたりに微笑みかける。

「ふたりとも元気そうでよかった。おめでたい結果になるよう祈っているわね」

「ありがとうございます。美来様も、どうかお大事に」

「泉美さん、また〝様〟って」

「あぁっ、ごめんなさい……美来さんでした！」

　ぺこりと頭を下げる彼女をクスクス笑って見つめていたら、清十郎さんが不意に私を見下ろし、神妙な表情になる。

「美来。お前はなんでも頑張りすぎるきらいがある。無理をするなよ」

　言い方はぶっきらぼうだがどこか照れくさそうなので、これは彼の本音なのだろう。清十郎さんは、嘘や演技の方がよっぽど上手だから。

「ありがとうございます。無理をしていたのは誰かさんのせいでもありましたが……」

　最後に少しだけ意地悪を言って、清十郎さんを見る。泉美さんにポンと肩を叩かれた清十郎さんはますます居たたまれないような表情になり、気を取り直すように咳払いした。

「わかっている。美来を傷つけたぶん、泉美を幸せにするのが俺の務めだ。……俺のような者を慈悲深く許した、城後叶多の姿を見ていてそう思った」

「清十郎さん……」

　叶多さんの優しさが、傷だらけだった彼の心に響いたのだ。世界中の人々の、そして国同士の橋渡しがしたいと願い、日々誰かの幸せに心を砕いている彼だからこそ、できたことだと思う。

　改めて叶多さんを尊敬するとともに、清十郎さんに小さな嫌味をぶつけてしまった自分はまだまだ彼の人間性には遠く及ばないなと、少し反省した。




　その日の夜、ベッドに入り眠る準備をしていたところで泉美さんからメッセージが入った。連絡先は、彼女が八束家を出て行く時に交換していた。

【今日はお会いできてうれしかったです。それと報告ですが、赤ちゃん、来てくれました。心拍も確認できたので、清もホッとしたみたい】

　嬉しい報告にこちらの胸も温まる。泉美さんと妊婦仲間になれたのも心強い。

「よかった……」

　そう呟きながら【おめでとう】と打ち込んでいると、シャワーを浴び終えた叶多さんが寝室に入ってきた。

「なにかうれしい連絡でもあった？」

　私の顔が自然と緩んでいたのだろう。叶多さんが察したように尋ねてきた。

「泉美さん、やっぱりおめでただそうです」

　スマホを枕元に置き、上半身を起こして答える。叶多さんもふたりの幸せに思いを馳せるように、やわらかく笑った。

「そうか。一度悲しい思いをしているふたりだから、今度は無事に赤ちゃんを迎えられるといいな。もちろん、俺たちも」

　ベッドにギシッと乗って近づいてきた彼が、布団をめくってパジャマの上から私のお腹を撫でる。

「大きいからパパの手だって、わかっているかな」

「もう音も聞こえてるようです。胎教を始めるのもだいたい今のうちからだそうで」

「胎教か。クラシックでも聞かせる？」

「英語かスペイン語もいいかもしれません」

　まだ生まれてもいない我が子のことを考え、夢を広げる。音楽家でも建築家でも、スポーツ選手でもいい。それとも、叶多さんみたいに外交官とか……。

「子どもに期待する親の気持ちが、今になって少しわかったな」

　苦笑する叶多さんが、今度は私の髪を優しく撫でる。優しく指で髪を梳すかれる感触が心地いい。

「ホントですね……。でも、私たちのエゴを押しつけないように気をつけましょう。親の望んだ通りにならなくたって、元気でいてくれればいいんですから」

「そうだな」

　叶多さんがやわらかく目を細めたその時、枕元でまたスマホが震える。泉美さんからの返事かと思いきや、届いたメールの差出人は定期的に仕事の依頼を受ける出版社からだった。

「えっ……？」

「どうした？」

　興奮で言葉にならず、黙ってメールの文面を見せる。スマホの画面を目で追っていた彼はすぐに相好を崩し、思わずといった感じに私にキスをした。

「児童文学の翻訳の依頼じゃないか。やりたかったんだろう？」

「はい。でも、私なんてまだ無名なのに。マタニティラックってやつでしょうか？」

　うれしいけれど、信じられない気持ちの方が強い。今までの仕事にはもちろん真摯に取り組んでいたけれど、自分の翻訳にきらりと光るなにかがあるとは思っていなかったから。

「ここにも書いてあるじゃないか。【この作品は、いつも丁寧にクラシカルな日本語を使う城後さんの訳で、ぜひ子どもたちに読んでほしい】って。今までの仕事が認められた証拠だ。おめでとう、美来」

　叶多さんの言葉でようやく実感がわいてくる。思わず目に涙を浮かべて「ありがとう」と情けない顔で笑った。

　その瞬間、穏やかだった叶多さんの瞳に、微かな熱が宿る。

「……今の表情、すごくかわいかった」

「えっ？　ど、どこがですか？」

　どちらかというと不細工だったと思うのに、叶多さんは心から愛おしそうな目をしている。

「努力した人にしかできない、眩しい顔だった。……さすがは俺の美来って、自慢したくなるような」

　叶多さんの指先が、わずかに濡れた頬をスッと拭う。

　それから目を閉じて端整な顔を近づけてきたので、私も胸を高鳴らせて目を閉じる。やわらかな唇がそっと重なった。

「久しぶりに、自慢の妻を抱いてもいいか？」

　息のかかる距離で、叶多さんが甘く囁く。いつもは優しい彼がとことん男性を匂わせるこんな瞬間、私の中の女性も否応なく引き出され、体が熱を帯びていく。

「……はい。私も、叶多さんに愛されたい」

「ありがとう。この子を怖がらせないように、ゆっくり愛し合おう」

　そう宣言した叶多さんは、キスをしながら私をベッドに横たえ、パジャマのボタンを外して素肌に触れる。久々のせいか、どこもかしこも敏感になっているし、ゆったりと優しい愛撫には逆に焦らされてしまい、ベッドの上で何度も体を捩よじらせ、甘い啼き声をあげた。

「どの体勢ならつらくない？」

「え、と……」

　ひとつになる時、仰向けは少し苦しかったので色々なやり方を探ってみたところ、しっくりきたのは座ったまま向かい合い、私が叶多さんに跨またがる体位。叶多さんの顔が常に見えて安心するし、お腹もつらくない。たくさんキスしてもらえるので、愛もたっぷり感じる。ただ……。

「美来の感じる顔がよく見える。……かわいい」

「ダメ、恥ずかしい、から……あ、んんっ」

　至近距離で見つめ合いながらのセックスは、それはそれで恥ずかしい。彼の目の前に胸があるからすぐに吸いつかれてしまうし、擦れ合う肌の面積が多くて、いろんなところから刺激が襲ってくる。

　達する寸前、声を殺すように唇を重ねると、叶多さんの手にがっちり後頭部を掴まれ、舌を深く絡ませた口づけで応戦される。やがて大きな快楽に全身を貫かれ、ぴったり彼と密着した状態で大きく体を震わせる。

　脱力した私をしっかりと受け止めた叶多さんが、汗ばんだ私の髪を撫でつけ、額にキスをする。

「体、大丈夫か？」

「はい……平気です」

「ゆっくりするのも悪くないな。乱れる美来をじっくり観察できる」

「もう……」

　意地悪な発言をする彼を睨みつけながらも、本気で怒っているわけではない。またすぐにじゃれ合うようなキスを繰り返し、裸のままで抱き合う。さすがに二度目の行為には至らなくても、久々のスキンシップを存分に堪能した。




　クリスマスの頃には赤ちゃんの性別が男の子だとわかり、ベビー服やおもちゃ、ベッドやお風呂用品なども着々と揃え、新しい家族を迎える準備は万端。

　ちょうどその頃は叶多さんの仕事が忙しく一緒に過ごせる時間は少なかったけれど、年末からのお休みはゆったり自宅で過ごし、年明けにはお互いの実家へ挨拶に行った。

　元日に訪れた八束家では妙さんが腕によりをかけたおせち料理が並び、久々の彼女の料理に舌鼓を打つ。いつ食べても彼女の料理が絶品なのは、トーレス氏とともに修業に励んでいた経歴があるからだったんだなと、改めて納得した。

　母からは、昔のアルバムを見ながら私が生まれた時の話をたくさん聞かせてもらい、あたり前だけれど、私もたくさん愛されていたんだなと、今さらのように実感した。




　その翌日、今度は神楽かぐら坂ざかにある彼の実家へと出向いた。

　都会的でおしゃれなデザインの邸宅は三階建て。一階部分がガレージで、お義父様の趣味なのだという高級外車が何台も止まっていた。

「いらっしゃい美来さん。あけおめ～」

　ガレージ横の玄関で出迎えてくれたのは、八束家に集まった日以来会っていなかった、弟の隆多さん。城後都市開発も今はお正月休みなので、普段独り暮らしをしている彼も実家に帰っていたそうだ。

「あけましておめでとうございます、隆多さん」

「……俺に挨拶は？」

「兄貴こそ、俺にお年玉は？」

　手のひらを上に向けて拗ねた顔をする隆多さんだが、叶多さんはぱちんとその手を軽く叩いた。

「いくつの子どもだ」

　呆れながら用意されたスリッパを履き、私を先導する。

「美来、リビングはこっちだ」

「お邪魔します」

「ちょっと言ってみただけじゃん。それより、おもしろいものがあるから見てってよ」

　頭の後ろで手を組んだ隆多さんも、私たちの後をついてくる。

「おもしろいもの？」

「そう。ＣＧでつくったホテルの完成予想図」

「わぁっ、見たいです！」

「でしょー？」

　隆多さんと一緒になって子どもっぽくはしゃぐのを叶多さんに苦笑されつつ、ご両親の待つリビングダイニングへ。生活感を抑えたスタイリッシュなインテリアの室内では、お義父様とお義母様が協力してテーブルに料理を並べているところで、私たちの姿に気付くと手を止めて歓迎してくれた。

　お年賀の品を渡し、シンプルな黒のダイニングセットで食事を囲む。八束家では和風のおせちを食べたけれど、城後家は色とりどりのオードブルやローストビーフなど、洋風のご馳走がテーブルに並んでいる。すべてお義母様のお手製だそうだ。

「結婚式はどうするか考えているのか？」

「いや、まだだ。日本にいられる五年の間にとは思っているけど、子どもが生まれてからゆっくり考えようかと」

　優雅にワイングラスを傾けるお義父様からの問いに、叶多さんがそう答える。私たち夫婦はそこまで式にこだわっていないけれど、さんざん心配をかけてきた両親への恩返しの意味も含め、いつかは挙げたいなと想像している程度だ。

「だったら、スペインの新しいホテルができたらそこで挙げるのはどう？　素敵なチャペルもできる予定なのよ」

　今まで聞き役だったお義母様が、テーブルに身を乗り出した。

　スペインで挙式……いいかもしれない。私と叶多さんの縁を繋いだ思い出の土地だし、でき上がったばかりの美しいホテルは、新しいスタートを踏み出すのにもきっと相応しい。

「悪くないと思うけど、そうするとかなり時期が遅くなるんじゃないか？　まだ、工事も始まっていないんだろう？」

「三年半だ。急ピッチで計画は進んでいて、間もなく着工する。だからといって突貫工事というわけではなく、隆多を中心に、八束グループ、そして工事を担当する『京きょう極ごく建設』と一体になり綿密にスケジュールを組んだ。今度こそ、つまらない行き違いをしないように何度も話し合いを重ねた上でな」

　叶多さんの指摘にいったん「そうですよね……」と肩を落としたものの、お義父様の言葉でまた期待に胸が膨らんだ。神妙に考え込む彼の横顔を覗いて、自分の意見を伝える。

「三年半、子どもが四歳になる前くらいですよね。海外挙式なら、それくらい落ち着いた年齢の方が飛行機にも乗せやすいし、ちょうどいいんじゃないでしょうか？」

「美来の花嫁姿が早く見たいという欲望もあったが、確かにそうだな。それくらい時間があれば結婚式の準備も十分に整うだろうし……なにより美来の目がもう〝スペインで結婚式を挙げたい！〟って訴えてる」

　笑いながら言われて、「えっ」と自分の顔を両手で挟む。ご両親も微笑ましそうに私を見つめていて、恥ずかしいことこの上ない。

　その時、隆多さんが不意に席を立つ。なにげなく目で追っていたら、リビングのテーブルに置いてあったタブレットを手に戻ってきた。

「美来さん、見て。チャペルのイメージ」

「わ、素敵……」

　差し出されたタブレットの画面には、建設予定のチャペルのイメージ画像が表示されていた。青空に映える真っ白な外壁は地中海リゾート風で、チャペル内の華やかなステンドグラスや、内部に花が敷き詰められたガラス張りのバージンロードはとてもロマンチックだ。

「私、ここがいいです」

　見た目が気に入ったのもあるけれど、両家が和解したからこそ完成できたホテルのチャペルで、叶多さんと愛を誓い合う。それが実現したら、とても素晴らしい思い出になると思うのだ。

「そう言うと思った。俺も異存はないよ。でもまずは、このホテルをしっかり完成させてもらわないとな」

　叶多さんはさりげなく隆多さんにプレッシャーをかけるけれど、本人はまったく動じずに頼もしい微笑みを浮かべた。

「そこは任せてよ。兄貴たちへの、最大の結婚祝いだからね」

「できのいい弟を持って幸せだよ。お年玉をやろうか？」

「ははっ。さっきのは冗談だって」

　楽しい食事会は夕方まで続き、名残惜しまれつつも彼の実家をお暇いとまする。

　タクシーでマンションの前まで帰り、車を降りたところで、叶多さんが不意に頭上を仰ぐ。高いビルに切り取られた夜空はとても狭く、星の数も少ない。それでも、いくつかの光が瞬いているのが見えた。

「まだスペインに勤務してた時、美来とこんな風に幸せになる未来は届きそうで届かない星みたいだって思ってた」

　そう言って白い息を吐き出す横顔は、どこか憂いを帯びていた。

「邪魔な許嫁はいる、両親たちは仲違いをしている……そしてなにより美来が遠くにいたから、どうしても切ない想いが拭えなかった」

「叶多さん……」

　不意に彼が見せた儚はかない表情に、胸がきゅっと締めつけられる。と、同時に、今こうして一緒にいられるのは本当に幸せだと実感する。

「だけど、今はこの手にちゃんと掴まえてる」

　叶多さんが私の手を取り、彼のコートのポケットに入れた。指を絡ませてしっかりと握り合った手は、とても温かかった。

「もっと幸せになろうな、美来」

「ええ、必ず」

　視線を絡ませて微笑み合った私たちは、そのまま引き寄せられるようにキスを交わす。私たちの手の中にある星は、未来への道標。叶多さんと一緒なら、もっともっと輝かせることができるだろう。










家族と一緒なら




　桜の花が景色を彩る三月の下旬、私は予定日から二日遅れで、男の子を出産した。

　病院に着いてから半日以上も産まれなくてうんうん唸うなったけれど、出産自体は安産。

　出てきてくれたのが夜遅くだったため、仕事を終えた叶多さんも駆けつけ、立会出産が叶った。彼は元気な産声をあげた息子の姿に瞳を潤ませ、大仕事を終えた私には何度も『ありがとう』と伝えてくれた。

　息子の名前は、翼つばさ。なににも縛られず自由に生きてほしいという願いを込め、ふたりで相談して決めた。両家の親ももちろん大喜びで、揃ってお見舞いに来てくれた時には、翼を誰が抱っこするかで、父親同士が少々揉めていた。

「この子は城後家の内孫ですぞ」

「産んだのは私の娘です」

　小さなベッドを囲んで言い争う父たちに呆れて、私や母たちは苦笑する。

　すると、彼らを窘たしなめようとするかのごとく、翼が『ふえぇっ』と泣きだし、父たちはハッとしたように顔を見合わせる。蕩けそうなほど目じりを下げ、翼の機嫌を取りだした。

「翼くぅ～ん、どうちたの」

「ごめんね、じぃじたち、うるちゃかったでちゅね～」

　結婚前に必死で和解させようとしていたのが馬鹿らしくなってしまうくらい、あっさり意気投合するふたり。

　なんだか脱力してしまう光景だが、仲が悪いよりずっといい。

　しばらくして、仕事の電話で席を外していた叶多さんが個室に戻ってくる。

　その時ちょうどふたりのじぃじは競うように「べろべろばぁ」と変な顔を作っていたので、叶多さんは一瞬引いたのち、こらえきれずに噴き出していた。




　私は翼を育てながら無理のないペースで翻訳の仕事を続けつつ、着々と絵本や児童文学に携わる機会を増やしていた。徐々に名前も知られてきているので、翼が幼稚園に入る頃にはもっと本腰を入れて活動できたらと思っている。

　叶多さんは相変わらず多忙ながらも、時間の空いた時には翼の相手や結婚式の準備にも時間を割いてくれる。もちろん、妻を甘やかすのも忘れない。

　夫婦生活は産後半年後くらいから再開し、叶多さんが早く帰宅できた日は、翼が眠った後で濃密な時間を過ごす。仕事で疲れている彼を早く休ませてあげたい気持ちもあるので時々遠慮するのだけれど、彼によると『美来を抱くのは疲れない』らしい。

　その日も夜の授乳を終えて翼を寝かしつけてすぐ、ベビーベッドのあるリビングのソファで彼に求められた。

　キスをしながら軽く体を弄られただけで、私の体はすぐに熱くなる。子どもを産んでからも変わらず女として扱ってくれる彼のおかげで、性欲の減退などもとくにない。

　もちろん、翼が泣いたら即、母親スイッチに切り替わるけれど。

「あっ、ん、叶多さん……」

「かわいい……美来。もっと感じて、俺の愛」

「ん、いっぱい、ください……っ」

　声を潜めながら甘い会話を交わし、一緒に体を揺らす。体中多幸感に包まれ、叶多さんへの愛おしさが募る。時々翼が泣き出して中断することもあるけれど、そうすると翌日はさらに激しく求められるので、どちらの場合も幸せに違いなかった。




　充実した日々は駆け抜けるように過ぎ、翼が三歳になった年の夏、とうとう結婚式を挙げる日を迎えた。翼が時差やスペインの気候に多少慣れるよう、式の三日前にスペイン入りし、当日までは家族三人でのんびり過ごした。

　翼には日頃から簡単なスペイン語を教えているせいか、お店やレストランでも物おじせずに自分から『オラ！』と挨拶する。その姿は親馬鹿ながらかわいかった。

　当日は、夕方から始まる式に合わせて昼頃ホテルに到着し、身支度を整える。

　まず袖を通したのは、挙式で着るプリンセスラインのウエディングドレス。本に出てくるお姫様に憧れていた私の希望で、袖がパフスリーブになっている、お姫様感の強いインポートドレスを選んだ。

　高い位置でまとめた髪にティアラを乗せ、大ぶりのパールネックレスとイヤリングをつければ完成だ。支度が整い、カメラマンに何枚か写真を撮ってもらったところで、ブライズルームのドアがノックされる。

「ママー！」

　ドアの向こうから元気な翼の声がする。翼もカッコよくしてもらったかな？

「どうぞ」

　返事をして出入口のそばにいた式場スタッフにドアを開けてもらうと、翼が駆け足で飛び込んできた。半ズボンのタキシードに蝶ちょうネクタイ、スタイリング剤で七三に分けられた髪型がちょっぴり生意気で、とびきり愛らしい。

「カッコいい。素敵よ、翼」

「ママも～！　ほんもののおひめさまみたい！　きれい！」

「ありがとう」

　まるでラテンの血が流れているかのごとく、サラッと褒め言葉を口にしてくれる翼にキュンとする。座っている私の両手を取ってぴょんぴょんその場で跳ねる翼にニコニコしていたら、遅れて部屋に入ってきた叶多さんも近づいてくる。

「そりゃ、パパの本物のお姫様だからな。……とても綺麗だ、美来」

「叶多さん……ありがとう」

　正統派のブラックタキシードを着こなす彼も、今日は王子様のようだ。もう新婚と呼べる時期は過ぎたし三歳の子どもがいる身だけれど、夫の髪型や服装がいつもと違うだけで、新鮮なときめきを感じる。彼への恋は、本当に一生ものだ。

　家族水入らずで写真を撮った後、両家の親族とも顔を合わせた。まだ式の前なのに父も母も涙ぐんでいて、私も胸にこみ上げるものがあった。

　それでも盛大に泣くのはこらえ、挙式を行うチャペルへ移動する。以前、隆多さんに見せてもらった完成予想図よりも実物はもっと素敵で、色とりどりの花が閉じ込められたガラスのバージンロードを父と歩いた。

　祭壇の前にたどり着くと、これまで育ててくれた父の手を離し、叶多さんの隣に立つ。ふたりで愛を誓い、リングボーイの翼が運んできてくれた指輪を交換する。

　誓いのキスは、翼を挟んで三人で。そういう予定だったのだけれど、翼の頬から唇を離したほんの少しの隙に、叶多さんに直接唇を奪われた。

「ちょ、ちょっと……予定と違います……」

「せっかくの結婚式だ。俺のお姫様にキスしてなにが悪い？」

　私にだけ聞こえる声で囁かれ、叶多さんらしからぬ強引な甘さに胸を撃ち抜かれる。

　私の旦那様はなんてカッコいいのだろうか……。

　悔しいくらいに心を掴まれたまま式は終了し、家族三人揃って、フラワーシャワーの中をゆっくりと退場した。

　披露宴でのお色直しでは、情熱の国をイメージした赤いドレスを着た。大きく開いた背中や広がりを抑えた裾のデザインがセクシーで、こちらは叶多さんが選んでくれたものだ。

　彼と翼は明るいグレーのタキシードに着替え、三人で高砂に並ぶ。

　披露宴の食事は、あのトーレスシェフが手掛けた渾こん身しんのスペイン料理。なんと、彼はこのホテル内にレストランを出店しているのだ。

『娘のようにかわいがっているお嬢さんの結婚式の料理をお願いしたい』

　シェフにそう頼んでくれたのは、家政婦の妙さんだ。

　実は、父たちを和解させたあの動画を見た妙さんがスペインの彼に連絡を取り、ふたりはまた交流するようになったそう。長年八束の名に苦い思いを抱いていた彼もわだかまりが解け、今度こそ日系ホテルに自分の店を出そうと決心してくれたのだとか。

　妙さんと恋愛関係に戻ったかは定かではないけれど、時々連絡を取り、大好きな料理の話に花を咲かせているみたいだ。

「パパ、あーん」

「あー……って、ちょっと待て、大きすぎ――もごっ」

　ファーストバイトでは翼が私、叶多さんの順で口にケーキを運んでくれたが、大きなスプーンで叶多さんに差し出したひと切れが多すぎて、会場が笑いに包まれる。

　叶多さんも苦笑していたが、翼はどこ吹く風。最後には自分も口の周りをクリームだらけにして、「美味しい！」とにっこり。かわいい翼のおかげで終始ゲストたちも和んでくれた、楽しい披露宴だった。




　結婚式から間もなくして、第二子の妊娠が発覚した。

　叶多さんは翌年まで本省勤務だったので出産は日本でできたけれど、その半年後にはアメリカのフロリダ州にある、在マイアミ日本国総領事館への転勤が決まった。

　マイアミは中南米の玄関口とも言われ、アメリカの中でもヒスパニック系の移民が多い土地。そこで、スペイン語と英語の両方に長けている叶多さんに白羽の矢が立ったらしい。

　五歳の翼、そして生後半年の娘・千ち星せを連れての引っ越しには不安もあったけれど、私たちの中に家族が離れる選択肢はなかった。マイアミの気候は年間を通して温暖で、雨期はスコールに気を付けなければならないが、基本的にはとても過ごしやすい。

　美しいコバルトブルーのカリブ海に面したマイアミビーチの他、巨大なショッピングモール、メジャーリーグのスタジアムなど観光施設には事欠かない。

　一方で治安の悪い地域もあるので、叶多さんからくれぐれも近づかないようにと、私も子どもたちも言い聞かされている。しかし、子どもたちも成長し翼も小学生になると、自分の頭で色々と考え、小さな疑問を抱くようになった。

「どうしてあそこには近づいちゃいけないの？」

「お金や持ち物を盗まれたりするかもしれないの」

「どうして盗むの？」

「自分では買えないから、かな……」

　家族が揃う夕食時などに、こうした難しい質問をされる機会も増えた。

　翼の言う〝あそこ〟とは、貧困層が暮らす地域。そこの住民全員が悪人であるような言い方をする自分自身にも疑問を抱き、言葉に詰まってしまう。

「ふうん……」

　納得できかねるように首をひねる翼を見て、叶多さんも会話に加わる。

「パパも、できるなら『近づくな』なんて言いたくない。あの場所に住んでいたって、素敵な人たちはいっぱいいる。だから、そういう人たちがきちんとご飯を食べられて、誰かからなにか盗ろうなんて思わなくなるように、州や市と協力して日本企業の誘致を進めて、彼らがきちんとした仕事に就けるような手伝いをしてる」

「そしたら、いつか仲良くなれる？」

「なれるさ。そう信じて、パパは自分の仕事をしてる」

　中には難しい言葉もあったけれど、翼なりに解釈し、納得したようだ。

　こんな時、外交官である彼を改めて素敵だと思う。

　彼が日系企業の海外進出を後押しするのは、なにも日本経済のためだけではない。現地で仕事にあぶれている人の働き口を増やして地域住民の生活水準を引き上げ、地域を活性化させる狙いもあるのだ。どの土地へ行っても、彼の願いはひとつ。世界中の人と手を取り合い、お互いを尊重して平和に暮らすことだから。

「僕も、大人になったらパパみたいな仕事がしたいな」

「そうか。大変だけどやりがいのある仕事だ。しっかり勉強しないとダメだけど、本気で目指したいなら応援するよ」

「ママも応援する」

　まだ本気かどうかわからないし、これからも翼はいろんな夢を抱くだろう。

　だけど、翼が自分で決めた目標なら私たちは温かく見守るつもりだ。

「ありがとう」

「ちーちゃんも、にーにーがんばえ、すゆ」

　仲間に入りたかったのだろう。千星もそう言って、お子様ランチ風にして出してあったチキンライスの旗を取り、小さな手で振った。どうやら応援しているつもりらしい。

「あははっ。ちーちゃんも、ありがと。ねえパパ、これ、どこの国の旗？」

「うん？　あぁ、これはスペインの国旗だな」

　黄色と赤、そして国章の描かれた小さな旗は、つい最近インターネットで購入したものだ。

　他にもいろんな国旗が入っていたのでなにを刺そうか迷ったけれど、開封したばかりの今日はやっぱり思い入れのあるスペインを選んだ。

「覚えてる！　結婚式したところだ！」

「正解。パパとママの思い出がたくさん詰まっているところよ」

　記憶力のいい翼にぱちぱち拍手をして、夫婦の歴史に思いを馳せる。

　高校生の頃に初めて叶多さんと出会ったものの、親の都合で引き離された悲しい過去。八年後に偶然マドリードで再会し、一度は切れかけた縁がまた繋がった不思議な偶然。

　そして、彼と深く愛し合ったからこそ授かった翼と、三人で一緒に結婚式を挙げたことは、まだ記憶に新しい。

「また行くか。今度は千星も連れて」

「いいわね。ねえ翼、トレドっていうところには武器屋があるのよ。興味ない？」

　最近、私の子どもの頃と同じく読書が好きになってきた翼なら乗ってくれると確信しつつ、問いかける。すると思った通り、翼は目を輝かせて食いついた。

「なにそれ！　絶対行きたい！」

「ちーちゃんも、いちたい」

　なんでもお兄ちゃんの真似をする千星も、すかさず挙手した。ふたりのかわいい反応に思わず叶多さんと目を見合わせて笑ってしまった。

　食事の後は、叶多さんを中心にしてスペイン旅行の計画を立て始めた。家族皆んな一緒なら、どこへ行っても楽しいに決まっている。

　スペインの観光地画像を映したタブレットを翼に渡すと、すかさず千星と一緒になって兄妹で食い入るように見つめている。その姿に和んでいると、叶多さんが「美来」と耳元でそっと私を呼び、振り向いた瞬間に唇を奪われた。

「んっ……」

「家族旅行だからって油断するなよ？　どうやってかわいがられたいか考えておいて」

　子どもたちに聞こえない程度の、けれどとても蠱こ惑わく的な囁きに鼓膜をくすぐられ、全身がかぁっと熱くなる。情熱の国で過ごす一夜はきっとまた極上に甘く、彼の思うままに蕩かされてしまうのだろう。
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相合傘と初めての嫉妬――side 叶多




　六月の最終日曜日。子どもたちふたりを連れて、雨模様の中外に出かけた。まとわりつくような梅雨らしい空気を肌で感じ、日本に帰ってきたなと思う。

　マイアミでの三年間の勤務を終え、帰国したのは三カ月前ほど前。

　八歳になった翼はぐんと背が伸びて頼もしい兄に、四歳の千星は口が達者でおしゃまな女の子になった。

「お兄ちゃん、なんの本借りるの？」

「世界のことが全部わかる、でっかい地図帳。千星は？」

「折り紙の本と、空飛ぶ王子様が三人出てくる絵本！」

　子どもたちの傘の扱いに時折注意を払いつつ、徒歩で向かっている先は図書館。

　仕事の締切が迫った美来が自宅で集中して作業できるよう、雨でも楽しめる図書館へとふたりを連れ出したのだ。図書館の後はのんびりランチ。帰る前にスーパーに寄り、夕食は子どもたちと三人で協力して作る。

　俺が休日で、かつ美来が締切前の修羅場を迎えている時の、お決まりのルーティーンだった。

「空飛ぶ王子のやつ、前も借りてなかった？」

「だっておもしろいんだもん！　カッコいいんだよ？　王子様なのにパイロットのアラタ」

「ふーん……」

　妹の熱量についていけず生返事をする翼。平日は忙しくあまり子どもたちと接する時間もないので、こうしてふたりの会話を聞いているだけで癒やされる。

　そうこうしているうちに、レンガ風の外壁が特徴的な図書館に到着した。この辺りでは一番大きな図書館で、一般的な文学作品や児童書の他、美来が仕事で使用するような語学関連の本も充実している。

　マイアミからの帰国後この近くにマンションを借りたのも、ひとえにこの図書館の存在が大きい。しかし単に便利だからというわけではなく、ここは俺と美来にとって、大切な思い出のある場所だった。

「あっ。今日もあの席空いてるよ、パパ」

「本当だ。運がいいな」

　翼が指さした目的の席は、一般のスペースとガラス張りの壁で分離された談話室。

　会話をしても差し支えないことから、子ども連れやグループで勉強をする学生たちで埋まっている日も多い。今日は運よくテーブル席の一角が空いていた。

　俺がその場所を確保し、翼と千星はガラスの向こうに見える児童書コーナーで思い思いに本を選んでくる。何冊かの本を手にして俺の正面に並んで座ったふたりは、ワクワクした様子で本を開いた。

　その姿を微笑ましく思いながら、ふと懐かしくなる。この図書館の談話室は、学生時代、俺と美来が落ち合う定番の場所だったのだ。

　基本的には楽しい記憶ばかりだが、少し苦い思い出もある。あの頃はお互いにまだ子どもで、未熟だったのだと思う。
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「……さん。叶多さん」

「えっ？　ごめん、なにか言った？」

　図書館の談話室で並んで座っているのは、当時高校生の美来と、大学生の俺。

　美来が授業を終えた放課後、スペイン語を教えるという名目で会っていたはずだが、俺は彼女の横顔に見入ってぼうっとしていたらしい。

「ここ、わからなくて……」

　バツの悪さを気取られないように、彼女が指さしたテキストにジッと視線を落とす。

　初対面のパーティーでスペイン語に触れて以来すっかりその魅力に取りつかれた美来は、学校の勉強の合間を縫って俺にレクチャーを頼むようになっていた。

「ああ、これは主語が省略されているだけだ。動詞の前に〝私〟が隠れてる」

「あっ、そういうことなんですね！　なるほど……」

　美来は納得して、ペンをサラサラ走らせる。呑み込みが早い彼女にはこちらも教え甲斐があるし自分自身の復習にもなるため、俺にとっても有意義な時間だった。

「城後くん？」

　しばらく美来の勉強を監督していると、近くで聞き覚えのある声がした。顔を上げると、同じ大学の同級生であるひとりの女子がニコッと微笑む。たしか、昨年の文化祭でミスコンに輝き、卒業後はテレビ局のアナウンサーを志しているとかいないとか。

　大学で何度か話したような気もするが、名前が思い出せない。

　俺が必死で記憶を辿っていると、同級生の女子がちらりと美来を見やった。

「城後くんって妹さんいたんだっけ？」

「えっ？　ああ、彼女は……」

　妹ではないが、友人とも違う。もちろん恋人でもないので、説明に困る。

「家庭教師をしている生徒……みたいなものかな」

「なぁんだ、そうだよね。くれぐれも生徒に手を出しちゃダメだよ？」

「変なことを言うな。手を出すはずがないだろ」

　美来への淡い興味を見透かされたようで、つい強めに否定した。

　本当は、手を握りたいとか、髪に触れてみたいとか思うこともしばしばあった。しかし、美来にとって俺はスペイン語を教えてくれる親切な年上のお兄さん。純粋な気持ちで慕ってくれている彼女を汚すような真似はできない。

「それを聞いて安心した。ところで、来週の飲み会は顔出せるの？」

「飲み会っていうか、送別会だろ？　先生にはお世話になったから行くよ」

「やったー！　城後くん来るなら皆んな喜ぶ！　絶対二次会も付き合ってよね」

「……はいはい」

　正直なところ二次会まで参加するつもりはなかったが、うなずいておかないと話が終わらない気がして、一応承諾の返事をする。すると予想通り、同級生は満足した様子で窓際の空いた席へ移動していった。

　なんとなくホッとして、美来の方へ視線を戻す。

「できたか？」

　尋ねながら美来の手元を覗いてみたものの、先ほどの問題から先に進んでいない。

　不思議に思い美来の顔を見ようとしたら、彼女はパッと俯き膝の上で拳を握った。

「どうした？　どこか痛いのか？」

「いえ……」

「そのわりには顔色が悪い。ここを出て、どこかで休憩しようか？」

「いいです！」

　拒絶するように声を張り上げた美来は、ハッと自分の口に両手をあてる。いくらここが談話室だとしても、公共の場で発する声のボリュームではないと思ったのだろう。

　それにしても、どうも様子がおかしい。

「……美来？」

「本当になんでもないんです。でも、今日は集中できそうにないので帰ります」

「帰る？　待ってくれ。俺がなにかしたなら謝るから」

「叶多さんのせいじゃありません。……私があまりにも子どもなだけです」

　美来は机の上に出ていた筆記用具をまとめ、バッグにしまいながら言う。どういう意味かと聞きたかったが、今はそっとしておいた方がいいような気がして、沈黙する。

　素早く帰り支度を済ませた美来は、「また連絡しますね」と無理に作ったような笑顔を残し、談話室を出て行った。

　彼女の心になにが起きたのか、察せない自分が不甲斐ない。

　ふう、とため息をつき、仕方がないので自分のための勉強をしようとノートを開く。すると談話室の窓にぽつ、と雨のあたる音がした。

　はじめは少なかった雨粒は瞬く間に数えきれないほどになり、ふと不安になる。

　俺は折り畳み傘を持っているが、美来は傘を持ってきていただろうか？

　もしも傘がないなら、追いかけて渡したい。自分が濡れる分にはどうってことないが、元気のない美来が雨に打たれたらさらに落ち込んでしまうような気がして……でも、迷惑だろうか。

　ほんの束の間葛藤したが、美来が俺と話したくなさそうであれば傘だけ押しつけるように渡して去ればいいと結論づけ、立ち上がる。

「あれ、城後くん、もう帰るの？」

　談話室の出入り口まで来たところで、なぜか追いかけてきたさっきの同級生が、俺を呼び留める。

「ああ。さっきの子、数分前に帰ったんだが傘を持ってなかったら貸してやろうと思って」

「それなら平気だよ。私のいた席から、あの子が男の子と相合傘するところが見えたもん。そこで立ち話してたからまだ見えるかも。こっち」

　……相合傘？　しかも、男と？

　心にざわっとさざ波が立つのを感じつつ、同級生に連れられて窓際に移動する。談話室の窓からはちょうど図書館の入り口付近が見え、彼女の言う通り、美来は学生服姿の男と一緒にいた。

　あのブレザーはおそらく、美来が通っている高校のものだ。だからといって、信用できる人物とは限らない。傘を持たない美来に言い寄って、強引に一緒に帰ろうとしているんじゃ……。

　思わず奥歯をぎりっと鳴らしてしまったその時、男子高生の持つ紺色の傘の隙間から、美来の無邪気な笑顔が見えた。俺の前では見せない、心から寛いだような笑み。

　……そうだよな。年上の俺と一緒にいる時間はどうしても緊張するだろうし、年の近い相手と話す方が、楽しいに決まっている。

　どうして俺は美来を自分のもののように思っていたんだろう。

「初々しくてかわいいね、高校生カップル」

「……ああ」

　カップルかどうかわからないだろ、と喉元まで出たが飲み込んだ。

　美来の恋人でもなんでもない俺が、ムキになっても仕方がない。

「ねえ、私たちもここを出てカフェでも行かない？　小腹がすいちゃった」

「……俺はいい。まだ勉強したい」

　同級生の誘いを軽くあしらいながらも、俺はまだ窓から目を離せずにいた。雨が描いた水玉模様の向こうに見える美来は、さっきまで近くにいたのに、とても遠い存在に思える。

　この感情が〝切ない〟と呼ばれる類のもので、その切なさが湧いたのは美来に恋心を抱いているからだと気付くのは、もう少し後の話だ。
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「今日は子どもたちを連れ出してくれてありがとうございました。おかげさまで、仕事もなんとか間に合いました」

　夜、借りてきた絵本を読み聞かせて子どもたちを寝かしつけたのは、スッキリした表情の美来だ。無事に修羅場を乗り越え、原稿を提出できたらしい。締切前の鬼気迫る表情はさながら女戦士で、美来が戦いに勝利するまで、いつも家族一丸となって応援している。

「それはよかった。美来の仕事は替えが利かないから大変だよな」

　ようやく夫婦で寛げる時間になり、自然とソファに寄り添って座る。昼間から降り続く雨のおかげで窓の向こうの夜景は滲み、万華鏡のように美しかった。

「編集者さんもそう思ってくれていればいいんですけどね」

「思ってなきゃ、仕事を依頼しないさ」

　美来の髪に手を伸ばし、優しく撫でる。撫でるだけでなく、軽く口づけもする。甘い髪の香りにうっとりと息をつき、美来にも昔の話をしてみようと思いつく。

「俺が初めて嫉妬した日の話をしてもいい？」

「えっ？　どうしたんですか？　急に」

　面喰らったように目をぱちぱちさせる美来。淡い片想いだったあの頃の気持ちを明かすのは気恥ずかしいが、それほど前からきみを好きだったんだと伝えたい。

「今日、図書館に行って思い出したんだ。美来と一緒に勉強した後、きみが別の男と相合傘で帰るシーンを目撃してしまって、ショックを受けた時のこと」

「相合傘……？」

　それほど記憶に残っていないらしい美来は、きょとんとして首を傾げる。

「覚えてない？　その日、勉強中に俺がなにかまずいことをしてしまったらしく、美来は怒って先に帰ってしまったんだ。追いかけようとしたら、きみが同じ学校の男子生徒と帰っていくのを見て……」

「あっ、思い出しました！　……でも、私の記憶が正しいなら、嫉妬していたのは私の方ですけど」

「嫉妬？　きみが？」

　今度は俺が首を傾げる番だった。勉強を教えるふりをして美来の横顔に見とれ、彼女の隣にいられる優越感に浸っていたこの俺に、嫉妬される要素などあっただろうか。

「あの時叶多さん、同じ大学の女性と親しげに話していたじゃないですか。その上私を〝生徒〟だなんて紹介して、彼女と飲み会の話なんてするから、高校生の自分がすごく子どもに思えてモヤモヤしちゃって」

「そうだったのか……」

　まったく気付かなかった。しかし、だとすると美来も当時から俺を？

　過去の話だとしても、口元がにやけそうになる。

「当時は叶多さんへの気持ちをちゃんと自覚していませんでしたけど、今思えばあれは完全に嫉妬だったんじゃないかな……すみません、せっかく時間を作ってくれたのに逃げてしまって」

「いや、俺の方こそきみの気持ちを汲んでやれなくて悪かった。でも、そんなかわいい理由だと知っていたら、追いかけて俺が相合傘をしたかったな」

　甘えるように言って美来を見ると、照れくさそうに微笑む。

「あの男の子はただのクラスメイトです。それに今なら、好きなだけ一緒に傘をさせるじゃないですか」

「そうだけど……もったいないことをした。昔だったら、相合傘だけで信じられないほど幸せな気持ちになれただろうから」

「今は違うんですか？」

　ちょっぴり不満そうに頬を膨らませる美来。

　そりゃあそうだろう。そのかわいい表情を、毎日こんなに近くで見られて、触れたいと思ったら触れられる生活を続けていたら、自然と欲深くなるに決まっている。

　心の内で呟くと、むくれる美来の顎を掴んで引き寄せ、強引にキスをした。

「んっ……ふ、っ……」

　繰り返し唇を重ねてはその甘さを味わうようにチュッと吸い、至近距離で彼女を見つめる。キスだけで蕩けそうな目をする美来に、全身が熱く滾っていく。

「美来だってそうだろ？　俺たちはもう、相合傘なんかじゃ足りない」

「もう……昔は親切な家庭教師の先生だったのに、今の叶多さんは悪い先生です」

　俺に〝生徒〟と言われたことを、未だに少し根に持っているのだろう。美来は仕返しのようにそう言って、濡れた口を尖らせる。

「必死で狼の顔を隠していただけだ。本当は襲いかかりたかったよ。こんな風に」

　彼女の寝間着の内側に手を入れ、素肌に触れる。吸いつくような柔肌の感触がにぞくぞくとした興奮が走る。

　華奢な首筋や鎖骨に絶えずキスをしながら、するすると服を剥いでいった。

　子どもをふたり産んでいるせいか、美来は体型の崩れや肌質の変化を気にして時折『あまり見ないで』なんて言う。

　しかし、出産という大仕事を二回もやり遂げ、翼と千星の育児に日々心を砕いている彼女には、若い頃とはまた違った内なる輝きが増している。

　だから俺の目にはどんな美来だって美しく見えるし、新婚の頃以上に、男としての本能も刺激される。彼女と結婚したからこそ知れた、贅沢な幸せだ。

「愛してる、美来……今日も明日も、その先もずっと」

「叶多さん……私もです」

　愛し合うことに障害などなくなり、この手で彼女を幸せにしてやれる今。

〝Qué tengas mucha suerte.〟

　俺たちを励まし続けたあの魔法の言葉は、もう必要ないだろう。
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あとがき




　こんにちは、宝月です。前作のあとがきでは作中で最も気合いを入れたシーンはどこか、というようなクイズを出題しましたが、今回はすでに読者の皆様にも、私のお気に入りシーンやキャラがバレているような気がするので、クイズ形式はやめます。

　そう、なんといっても今回の主役（？）は、藤間清十郎なのです。美来と叶多の存在を眩しく思い、どんどん屈折していく彼の姿に、作者はハァハァと鼻息を荒くしながら執筆していたとか。（あっ、嘘なので引かないでください……！）

　でも、時間さえ許せば彼と泉美の番外編も書きたかったなぁと思うほど好きなのは本当です。

　彼らにも無事に子どもが生まれるものの、親に愛された記憶のない藤間なので、いきなり子煩悩なパパにはなれない。それでも時間が経つにつれて純粋な我が子に心が洗われ、ゆっくりゆっくり、不器用ながらも優しい父親に成長してくれたらなぁなんて想像し、尊い……と心の中で涙しています。幸せになれよぉ！

　さてさて少々取り乱しましたが、ヒーロー叶多にももちろん思い入れがあります。

　外交官の仕事は調べても調べても掴みどころがなくどうしたものかと悩む中で、私としては敏腕ぶりやエリート感を表現するより、昨今の社会情勢も鑑みて、平和を願う外交官であってほしいなと考えるようになり、彼のキャラができ上がりました。

　ちなみに、サイト版では美来が彼を「叶多くん」と呼んでおり、会話もタメ口。

　どちらのバージョンもそれぞれ気に入っているので、機会がありましたらサイト版のふたり（アーンド清十郎）を愛でていただけますと幸いです。




　最後に、厳しい運命に立ち向かうふたりの物語をより魅力的に磨き上げて読者様へお届けするために尽力してくださいました、工藤様、篠原様、作品を彩るロマンティックな表紙イラストを手がけてくださいましたユカ様、書籍化に携わってくださったすべての皆様に厚く御礼申し上げます。

　そしてこの本をお手に取ってくださいました読者の皆様、本当にありがとうございます。二作連続、あとがきで当て馬への愛を叫んでいる性癖の偏った作者ですが、今後も頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします！
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敏腕外交官は傷心令嬢への昂る愛をもう止められない


～最上愛に包まれ身ごもりました～
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